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　　　　　１




　鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの本ほん城じよう、グル・マイヨール要よう塞さい――。




　団長のガブリエラと副団長のレフレンシア以下、クシューシカ、アルゴラ、ヨーコ、レオノーラなどの錚そう々そうたる顔ぶれが揃そろって大だい平へい原げん方面に出で張ばっている今、留守を預かるマクトゥシュとアナの責任は重い。

　二人は本来の任務――マクトゥシュであれば庶しよ務む分ぶん隊たいの仕事、アナであれば救きゆう急きゆう分隊の仕事――以外の分野まで、あれこれと指し揮きせざるを得ない。

　例えば特務分隊による情報収集や警けい邏ら隊による本城の警備、マイヨ・ルカの街の治ち安あん維い持じなどに関しても報告を受け、問題点があれば改善のための指示を出していた。

　現場の責任者として副隊長が残ってはいるが、団としての判断が必要となった場合、隊長であるレオノーラがいない以上、マクトゥシュやアナが指示、もしくは命令を下さなくてはならなかった。

　そんな状況の中、特務分隊の副隊長の一人であるリディア・ライリア・ルシオの下もとへ衝しよう撃げき的てきな報告がもたらされた。




　　　　　２




　特務分隊の隊長室――隊長レオノーラが不在のため、いちおうリディアが分隊長代理ということになっている――で、本城に戻ってきた部下から報告を受けたリディアは、思わず椅い子すから腰を浮かせていた。

「グレン・ダ共同都市にシギルノジチの部隊が進しん駐ちゆうする!?」

「まぁ、進駐するといいますか、押しかけてくるといいますか」

　リディアはため息を吐ついて浮かせた腰を下ろした。

「……グレン・ダが、よく承知したな」

「そこはまぁそれ、表向きは双そう方ほうの友好関係を深めるための使し節せつ団だんっていう位置づけになってまして」

「軍の部隊じゃない……ってか」

「表向きは、ですね。実じつ態たいは、どこから見てもシギルノジチ軍ですけど」

「数は？」

「二百くらいだって話でしたね」

　リディアは少し意外そうな顔になった。

「二百か。思ったより少ないな。たしかにその程度なら、友好使節団と言い張れなくもないけれど」

「まずは実績作り……なんでしょうね？」

「だろうな。前例を作っておいて、その後、少しずつ兵員の数を増やしていけば、周りとの軋あつ轢れきも少なくて済む。姑こ息そくな連中の考えそうなことだ」

　部下が声を潜ひそめた。

「つまり、ここ最近、グレン・ダの指し導どう者しやが何人か急死したのは、奴らの仕し業わざ……ってことですよね？」

　リディアは、間違いないな、と吐き捨てるように言った。

「この展開になったらな。たぶん黒くろ猫ねこを使ったに違いない」

「相あい変かわらず、やることがあくどいですね」

「奴らがあくどいのは、今に始まったことじゃないけどな」

　部下は、たしかに、と肩をすくめてから、リディアに顔を寄せた。

「じつはもう一つ、気になることがあるんですけど」

「なんだ？」

「グレン・ダに送られてくるシギルノジチの二百を指揮してるのが、えっと……あの女だって噂うわさなんです」

「あの女って？」

「ですから、ヴィネダ……ですよ。ヴィネダ・ヴィラ・ヴィスコーニュ」

　リディアの目が見開かれた。

「本当か!?」

「いえ、わたしは確かめられませんでしたけど。その友好使節団が来る前に街を離れて本こ城こまで駆け戻ってきたんで。ただ、グレン・ダの役人共のあいだで、そういう噂話が出ていたらしいんですよ」

「いま、向こうはどうなっている？」

「とりあえず現地にいる保ほ護ご色しよくにあとを託たくしてきましたけど」

「……そうか」

　低く唸うなったリディアは、そのまま難しい顔で考え込んだが、やがて顔を上げ、諦あきらめたように首を振った。

「わたしだけでは判断できないな。アナ様とマクトゥシュ様に報告して判断を仰ぐしかない。もしかすると、わたしが出向く必要があるかもな」

「リディア副長が？　ここはどうするんです？」

「うん……どうするかな。ここに詰めてる隊員も少ないし。いや」

　リディアは首を振りながら立ちあがった。

「考えていても始まらない。まずは相談に行こう。先のことは、そのあとだ。おまえも来てくれ」

「了解しました」
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　リディアと彼女の部下から報告を聞いたアナとマクトゥシュは、二人を帰かえしてから、深刻そうな表情で額ひたいをつき合わせていた。

「その噂が本当かどうか、確かめないわけにはいかないわね」

　マクトゥシュがそう言うと、アナが小さく頷うなずいた。いつも爽さわやかな笑顔を絶やさない彼女にしては珍めずらしく憂ゆう色しよくが濃い。













「ですね。ヴィネダがいる、いないに拘かかわらず、シギルノジチの部隊がグレン・ダに送られてくるのなら、それを見張っておかなくてはなりませんし」

「こういうとき、ジアンかデイレィでもいれば話は早いのに」

「あら。マクトゥシュ様、遊ゆう撃げき小しよう隊たいのことは嫌っておいでかと思っていましたけど」

「もちろん嫌いよ。でも、好きか嫌いかと能力の評価は別物でしょ？　ガブリエラ団長なんか大っ嫌いだけど、彼女の頭ず脳のうは評価しているもの」

　頷くわけにもいかず、アナは苦笑するしかない。とりあえず、遊撃小隊へ向きそうなマクトゥシュの矛ほこ先さきを逸そらせてやろうと、別の名前を出す。

「アスカもいませんしね」

「ああ、あの娘こはなかなか常識を弁わきまえているからいいわね」

　意外にもマクトゥシュのアスカ評は肯こう定てい的てきだった。

　もっとも、遊撃小隊の面々――セリノスやレオチェルリは除く――に比べれば、誰だって「常識的」という評価を受けそうだが。

「本城に残った特務分隊員も、その手の仕事が得意な娘こは、あらかた出払っているようだし。困ったわね」

「わたしたちでは手助けできませんから、ここは専門家に助けてもらいましょうか」

「え？　専門家？　そんな娘こ、誰かいた？」

　マクトゥシュは怪け訝げんそうな顔になっているが、アナはにんまりと笑った。

　優ゆう雅がで優しそうなアナがそんなふうに笑うと、少しガブリエラを連れん想そうさせて、どきっとするマクトゥシュだった。

「いますよ。フェーレンが」

「あ！」

　マクトゥシュが目を瞬しばたたかせた。

「失念していたわ。そういえば、あの娘こは以前、特務分隊の隊長だったわね」

「今も特務分隊には彼女が隊長だった頃の部下が大勢いますから、仕事がやり易やすいはずですよ。それにほら、餅もちは餅屋と言うじゃありませんか」

「そう……ね。背に腹は替えられない、とも言うわね」

　いいわ、とマクトゥシュが頷いた。

「フェーレンに相談して、頼んでみましょうか」
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「ああ、いいですよ」

　フェーレン・カッシーノの返事は気軽なものだった。それこそ、マクトゥシュやアナが拍ひよう子し抜ぬけするくらいに。

「実際あたしは、番隊長なんかより、そういう裏方の仕事のほうが性しように合ってるんで」

　と応えるフェーレンは、たしかに他の番隊長たちに比べると影が薄い印象だ。

　顔つきも髪型も地じ味み目めだし、体型的にもあまり特とく徴ちようがない。

　隊長ともなると、そこにいるだけで大きな存在感を見せるものだが、フェーレンは他の団員に紛まぎれてしまえば、そこに隊長がいるのだと気づかれないかもしれない。

　もっとも、目立たないのは、彼女が特務分隊で働いてきたことの証あかしかもしれない。

　戦場で偵てい察さつに出るにせよ、情報収集のため他国に入るにせよ、下へ手たに目立っては仕事がやり難にくくなるだけだ。

　地味で目立たないフェーレンは、きっと優秀な特務分隊員だったに違いない。

「でも、四番隊は四番隊で指揮してもらわないと困るんだけど」

　とマクトゥシュが念を押す。

「とりあえず隊長代理を立てておけば問題ないでしょう。四番隊の副隊長、それなりに優秀ですから」

「じゃあ、レオノーラが戻るまで、特務分隊の隊長代理補ほ佐さってことにしておくけど、それでいい？」

　フェーレンが楽しそうに笑った。

「ややこしいですね」

「で、何をどうすればいいと思うの、フェーレンは」

「そうですね。あたしがグレン・ダに出で張ばることにしましょう」

「あなたが!?」

　マクトゥシュもアナも驚きを隠さないが、フェーレンは飄ひよう々ひようと言葉を継ついだ。

「あたしが行くのが、たぶん、いちばん手っ取り早いですよ」

「それはそうかもしれないけど」

「番隊長が、わざわざ出張るなんて」

　まだ二人は困こん惑わく気ぎ味みだ。

「え？　そのためにあたしを呼んだんじゃないんですか？」

「いえ、そこまでは考えてなかったというか……」

　マクトゥシュが同意を求めるように隣のアナを見やると、彼女は小さく頷いた。

「じゃ、考えましょうよ。一、二、三。はい、考えた」

　フェーレンはマクトゥシュとアナの顔を交互に見やった。

「どうですか？」

　マクトゥシュは呆あきれた顔で肩をすくめた。

「ええ、そうね。あなたがそれでいいのならそうしてもらいましょう」

　一方、アナのほうは心配そうな顔になる。

「でも、気をつけてね、フェーレン」

「なぁに、昔取った杵きね柄づかってやつですよ。っても、あたし、『杵』がどんな物か、よく知りませんけど」

「誰か連れていく？」

　とアナに訊きかれ、そうですねぇ、とフェーレンは首を傾かしげた。

「少なくとも連絡要員が一人ほしいですね。あたしが指名しちゃうのも問題あるんで、そっちはリディアに推すい薦せんしてもらいます」

「わかった。では、そういうことで。頼んだわよ、フェーレン」

「はい、マクトゥシュ様」

「急なことで悪いわね」

「気にしないでください、アナ様。番隊の仕事より、むしろこっちが好みなんで」

　マクトゥシュとアナに挨あい拶さつして、フェーレンが立ちあがった。
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　会議室を出たフェーレンは、廊下を歩きながら懐なつかしい名前を呟つぶやき、その響きを嚙かみしめる。

「ヴィネダ。ヴィネダがねぇ」

　あのとき。

　お兎うさぎ様さまの乱が起きたとき、それまで盟めい友ゆうだった団長のマリエミュールと副団長のレフレンシアが袂たもとを分かった。

　マリエミュールがレフレンシアを除のぞこうとして動き、レフレンシアもそれに対抗して反撃に出た。

　幹かん部ぶたちはマリエミュールにつく者とレフレンシアにつく者に二分され、白兎騎士団しろうさぎも二つに割れた。

　フェーレンも、迷わなかったと言えば噓うそになる。

　だから敢あえて様子を見た。

　乱に際して特務分隊がまとまりきれなかったのは、彼女が手を抜いたからという側面が大きかった。

　それでもフェーレンは、結局、レフレンシアについた。

　おそらくレフレンシアはフェーレンの手抜きを見抜いていたはずだが、乱の鎮ちん圧あつ後ご、何も言ってこなかったのはフェーレンには少しばかり意外だった。

　あの女ひとが見抜いてないはずがないから、嫌味や皮肉の三つや四つや五つは言われると思ってたんだけどな。それに、わたしがレフレンシア様についた理由もお見通しだったに違いない。レフレンシア様についたっていうより、ガブリエラに興味があったんだってことに。

　乱が起きたときに特務分隊を率ひきいていた彼女は、ガブリエラ以下の雛ひよこ小隊がどういう働きをしたのか、ほぼ正確に把は握あくしていた。

　これは恐るべき雛たちだと思った。

　とくにガブリエラの資質、将来性には端たん倪げいすべからざるものがあると感じた。

　だからその後も、団の中でおとなしく日々の仕事をこなしながら、フェーレンはガブリエラのことを密ひそかに観察し続けていた。

　相手に気取られぬように密かに対象者を観察することは、フェーレンにとって十お八は番こだった。ガブリエラは、自分がフェーレンから観察されていることなど想像もしなかっただろう。

　今ならフェーレンは断言できる。

　自分の目め利ききは正しかったのだと。

　同時に、自分よりも早く、自分よりも正確に、ガブリエラの資質と将来性を見抜いていたレフレンシアは、それだけで賞しよう賛さんに値あたいすると思うのだ。

　ガブリエラを見出した時点でレフレンシア様が勝っていたんだよ。ガブリエラの真しん価かを見抜けなかった時点でマリエミュール様は負けていたんだよ。つまりはそういうことだったのさ、ヴィネダ。

「なのにあんた、シギルノジチのお先さき棒ぼうなんか担いで……今さら何をやってるんだか」
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　ルーアル・ソシエダイ軍が築ちく城じよう中ちゆうの城じよう砦さいを、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎはガブリエラの計けい略りやくで見事に奪うばってみせた。

　しかしその間かんに、奪ったばかりのル・アンヘルの街が陥おとされてしまった。おかげでルーアル・ソシエダイ軍は城砦奪だつ回かいに本腰を入れられるようになった。

　大だい平へい原げんでルーアル・ソシエダイ軍を指し揮きする調ちよう略りやく担当官アリアンレイは、城砦奪回のため、動員できる兵力のあらかたを投入することにした。

　まず、第一陣の二千が城砦に迫った。

　その他にも、都市国家イリアスタが糾きゆう合ごうした連合部隊の千五百も城砦に向けて進軍中という情報も入っている。

　それだけで三千五百もの大軍になるが、やがてはアリアンレイ本人が兵を率いて乗りだしてくるだろう。そうすれば四千を超える大軍となる。

　一方、城砦の白兎騎士団しろうさぎ部隊は二百五十ほどしかいない。友軍のベティス部隊を合わせても六百五十程度だ。

　城砦は未完成。

　味方は兵力不足。

　ベティスの援えん軍ぐんも期き待たい薄うす。

　という状況では、城砦に籠こもって抗こう戦せんするのは不可能。撤てつ収しゆうするしかない。

　それがガブリエラとレフレンシアの出した結論だった。

　しかしここで、ガブリエラがまた危ないことを言いだした。

「ただ撤収するのではなく、どうせなら敵部隊に一ひと泡あわ吹かせて撤収しましょう」

　と彼女は提案した。

　またか。

　そう思った騎き士し団だん員いんも多かっただろう。

　だが、ガブリエラは今までも無む茶ちやな、ときには無む謀ぼうにすら思える作戦を考え、実現させてきたし、戦せん果かを上げてもきた。

　内心では危き惧ぐした者もいただろう。しかし正面切った反対はなく――アルゴラなど、むしろ積極的に賛さん成せいした――最終的にレフレンシアも是ぜとしたので、ここに鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの方ほう針しんは決まった。

　賛成したレフレンシアの言い分はこうだ。

「ル・アンヘルを陥おとされ、今また奪とった城砦を捨てて逃げだすことになると、周囲の国々へ与える印象がよくない。というか悪い。ベティスと白兎騎士団しろうさぎが負け続けている、みたいな間違った印象を与えかねない。それは避けたいんだ。だから、ここは敵に一泡吹かせ、ただ逃げたのではない、敵にも痛手を与えたのだ、ということを強調しておきたいんだよ」

　ガブリエラの狙いを、レフレンシアが明確に、簡かん潔けつに説明してくれたわけだ。そう言われると、皆もなるほどと頷うなずくしかない。

「では、我々の戦術目標は『敵に一泡吹かせておいてこの城砦から逃げる』に決まったということで」

　レフレンシアはそう宣せん言げんした。
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　では、どうやって、迫る敵部隊に一泡吹かせるのか。

　その構こう想そうは、すでにガブリエラの頭の中にできあがっている。

　問題は、どのようにしてそれを実現するかという手段にあった。

　構想を実現させるための技術的な難なん易い度どはたしかに高いが、至し難なんの業わざというほどではないように思われる。ただ、その点についてはガブリエラが門もん外がい漢かんなので、そう思っているだけかもしれず、これはその筋すじの専門家に確かめるしかなかった。

　では、ガブリエラの予想どおり、「技術的には可能」という返事がもらえたら、即、実行に移すべきか。

　何しろもう時間がない。

　ルーアル・ソシエダイ軍部隊は間ま近ぢかまで迫っている。イリアスタが主しゆ導どうする都市国家連合軍部隊も、ほどなく到とう着ちやくするだろう。

　兵力的には蟻ありの這はいでる隙すき間まもないというほどの包囲網もうは敷しけないだろうが、囲まれてしまえば、全員が無事に脱出することは不可能と思うべきだ。

　白兎騎士団しろうさぎだけなら数人単位で夜よる闇やみに紛まぎれて、なとどいうことも可能だが、ベティスの部隊にそんな芸げい当とうは期待できない。

　であるから、包囲される前に仕込みを済ませ、実行しなくてはならないのだが。

　ガブリエラは、まだ躊ちゆう躇ちよしていた。

　実行すれば敵部隊に一泡吹かせることは可能だ。城砦が奪だつ還かんされたとしても、当面は使い物にならないだろう。上う手まくすれば、ルーアル・ソシエダイ軍はこの城砦の完成を諦あきらめるかもしれない。

　しかし、その代だい償しように鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎも犠ぎ牲せいを払うことになるだろう。

　敵への打撃。そして城砦の破壊。

　それと味方の犠牲を天てん秤びんにかけ、ガブリエラは決断をしなくてはならない。

　だが、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの団長とはいえ、そして今まで多くの危き難なんを乗り越える策を何度も捻ひねりだし実行してきたとはいえ、これほどの難しい決断を下すにはガブリエラはまだ若すぎた。

　彼女がレフレンシアに救いを求めたのは当然といえば当然だった。
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　城砦内に幾いくつかある天てん幕まくの一つ。

　急きゆう拵ごしらえの物だから、それほど大きくはない。十人も詰つめればそれで満まん杯ぱいだ。しかし、今その中にいるのは長なが裳もに兎うさ耳みみ帽ぼう子し姿のガブリエラとレフレンシアだけ。

　ガブリエラとしては、自分の構想を余人に聞かせるのは躊躇ためらわれた。だから、まずはレフレンシアに相談して、是ぜ非ひを仰ごうと思ったのである。

「で、団長は何を考えているのかな？」

「はい、わたしは」

　ガブリエラは一旦言葉を切ったが、意を決した表情で再び口を開いた。

「包囲される前に脱出し、同時にこの城砦を敵に使われなくする具体的な方法を考えています。それが可能であれば、敵に一泡吹かせることができますから」

　レフレンシアは真ま面じ目めな顔で頷いた。

「相手に一撃加えておくことは大事なことだからね。こちらの友好国に対しても、敵の同どう盟めい国に対しても、白兎騎士団われわれの力量を訴うつたえることが期待できる」

　さすがにレフレンシア。ガブリエラの考えを理解してくれている。

「ルーアル・ソシエダイ軍にいいようにやられているという印象を周りの国々に与えてしまっては、友好国が浮き足立つ恐れもありますし、ルーアル・ソシエダイの友好国を勢いづける危険もありますよね」

「そのとおりだね。で、具体策は、どんなものなんだい？」

「はい、それは」

　ガブリエラは、ごくりと唾つばを呑のんだ。

　ガブリエラの基本方ほう針しんには賛さん同どうしてくれたが、レフレンシアがガブリエラの作戦内容に賛同してくれるかどうかはわからない。

　危険すぎる、そこまでやる必要はないと、そう思われるかもしれない。どうやって話を切りだそうかと迷っていると、レフレンシアが催さい促そくしてきた。

「いいよ、聞かせてくれ。今さら、団長が何を言いだそうと驚きはしないさ。というか、いちいち驚いていたら体が保もたないし」

　そんなことはありません、と抗こう議ぎしておいてから、ガブリエラは口を開いた。

「あのですね、ここにはジュンエンがいますから……」

　レフレンシアの秘ひ書しよ官かんの名前をガブリエラが出したとたん、彼女はにやりと笑った。

「最初にジュンエンの名前を出したことで、団長が何を考えているか、おおよその方向性は理解できたぞ」

　さすがにレフレンシア様です。わたしが考えていたことを、すでに選せん択たく肢しの一つとして考えてらっしゃいましたね。

　だとすると、作戦の当とう否ひについても、レフレンシアの中ではもう結論が出されているはずだ。

「どう思いますか？」

　ガブリエラが勢い込んでそう訊きくと、レフレンシアは、

「まぁ落ち着いて、団長」

　とガブリエラを抑えた。

「わたしの思い違いという可能性もあるから、判断する前に、まず団長の考えを一通り聞かせてもらおうか」

「わ、わかりました」

　たぶん、レフレンシア様は同じ絵を描いてらっしゃるはず。

　そう思いながらも、ガブリエラは乞こわれるままに自分の考えた作戦内容を披ひ露ろうした。
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　話を聞き終えたレフレンシアは、驚きも騒ぎも呆あきれもしなかった。腕うで組ぐみしたまま、ガブリエラの話した内容を脳内で再生し、咀そ嚼しやくしているように見える。

　ガブリエラの予想どおり、レフレンシアはガブリエラと同じことを考えていたに違いない。

　そう思って彼女が尋たずねると。

「いや、同じことを、というわけじゃないんだけど。でもまぁ、似たようなことは考えていたよ。というより、団長ならこういうことを考えるんじゃないかな、と考えていた……と言うべきかな」

　やはりレフレンシア様と話すのは楽しい。そう思ってしまうガブリエラだった。

　類るいは友を呼ぶという。

　その諺ことわざは、言い換えれば、同じ水すい準じゆんにある者同士は親しくなり易やすいということを表している。

「盆ぼん地ちの魔女」と異い名みようを取るレフレンシアと、そのレフレンシアから「羊の皮を被った大魔王」と揶や揄ゆされるガブリエラ。二人の思し考こうは、あるいは指向は、もしくは嗜し好こうは似に通かよっており、二人の思考能力、発想力は同じような水準にあるといえるわけだ。

　ただ、発想力に関しては、レフレンシア自身、ガブリエラの足元にも及ばないと公こう言げんしている。もっともガブリエラのほうは、そんなレフレンシアの主張を認めるつもりはさらさらないのだが。

　それはともかく。

「では、単たん刀とう直ちよく入にゆうにお訊きしますけれど」

　とガブリエラはレフレンシアに迫った。

「どう思われますか、副団長？」

「せっかく奪とったこの城砦を手放すのなら、敵に一撃与えておきたいという団長の考え方はわかるよ。理解する。わたしも賛成だ。というより、この局面ではそうしなければならないと思う。しかし、いま団長が言った方法はどうなんだろう……少し危険に過ぎないかい？」

「ですが……これ以外に手段が……少なくともわたしには思いつきません。副団長は、何か他に手段がありますか？　あったら、ぜひご教きよう示じください」

　教示してほしいと言ったガブリエラの言葉に裏の意味はない。言葉どおり、レフレンシアに教えを請こおうという彼女の虚きよ心しん坦たん懐かいさが表れている。それはレフレンシアもわかっている。わかっているのに、こんな皮肉を言ってしまうのがレフレンシアのレフレンシアたる所以ゆえんだろうか。

「団長。『バスティア大陸でも一、二を争う』と言われる類たぐい希まれな知ち謀ぼうを誇ほこる団長に、わたしなんかが教えるようなことは何もないよ」

　ガブリエラはジト目になって、少し頭を引いた。

「何を仰っていますか。そんな評価は見たことも聞いたこともありません。というより、副団長こそ、わたし以上の知謀の持ち主ではありませんか」

「それこそ、聞いたことがない評価だね」

　レフレンシアは、わざとらしい態度で肩をすくめてみせる。

「わたしが誇れるものがあるとしたら、せいぜい『知謀、引く、二点』だな」

「……は？」

　ガブリエラが目をぱちくりさせる。

　えっと……知謀から二点を引く？　え？　わたしの知謀が百点満点で、レフレンシア様のそれが九十八点だと……いえ、違いますね。そんな単純な比ひ較かくではないはずです。でも、そうしたら、いったい……。

　ガブリエラが困こん惑わくの目を向けると、レフレンシアは片目を瞑つぶってみせた。

「だから『ちぼう』から点を二つ取るんだよ。すると何が残る？」

「何がと言われましても……？」

「残ったのは『ちほう』だよ、ち、ほ、う。ほら『ぼ』から点二つ取ると『ほ』になるだろ？　つまり、わたしが誇れるものは痴ち呆ほうくらいだって話だよ」

　かくっ、とガブリエラが小さくずっこけた。

「あのう……洒落しやれや冗談や頓とん知ちを織おり交まぜた楽しい会話をするのは時と場合によってはとても楽しいのですが、今はそんな場合ではないような気がします」

　ゆるゆると顔を上げたガブリエラが、そう言って非ひ難なんがましい視線を向けると。

　レフレンシアは、にやりと笑った。

　いつもと同様、いや、いつも以上に余よ裕ゆうがある表情だ。そのことをガブリエラは意外に思う。

「さすがの団長も少し焦あせっているのかな」

　それは……そのとおりですけど。

　たしかにガブリエラ、これまで様々な危難に臨のぞんできたが、焦るということはあまりなかった。つねに冷静に状況を打開する策を捻りだし、実現させてきた。

　だが、今回ばかりは焦る気持ちを抑えられない。おそらくそれは自分たちが置かれた状況だけに留とどまらず、ベティス大公国対ルーアル・ソシエダイ王国の戦争という大きな視点で見たときに、自分たち――ベティスと白兎騎士団しろうさぎ――が劣勢に置かれていることを強く自覚しているからに外ほかならない。

　それこそガブリエラが戦術だけに留まらず、広く大きく、戦略の視点から世界を見る才能を持っていることの裏返しといえる。

　レフレンシアにも同じ事が言えるはずだ。戦略的視点で盤ばん面めん全体を見渡し優ゆう劣れつを判断するという大だい局きよく観かんにずば抜けて優れている彼女は、ガブリエラ以上に自分たちの劣れつ勢せいを実感しているはずだった。

　それなのに、この状況でも焦りの色を見せないなんて、レフレンシア様は、いったいどういう精せい神しん構こう造ぞうをなさっているのでしょうか。

　ガブリエラは感心するやら呆れるやら。

　これは経験の差から来るものなのでしょうか。だとすると、今のわたしに見習うのは難しいですね。

　と、そうも思う。

　とはいえ、レフレンシアだって最初から海うみ千せん山やま千せんだったはずがない。これほどの危難に臨んでなお落ち着いていられるのは、彼女の幾いく多たの経験に裏打ちされているから……だろうか。だとしたらガブリエラには、まだまだ経験が足りない。

　だからこそ自分の隣にレフレンシアがいてくれることが心強い。もっとも、レフレンシアがいなければ、そもそもガブリエラは白兎騎士団しろうさぎの団長位になど昇ってはいないのだから、差し引きすればチャラになるような気がしないでもないのだが。

　言いたいことはいろいろとあるが、しかしガブリエラは、副団長の指し摘てきを認めざるを得なかった。

「ええ、仰るとおりですね。わたし、少し焦っているのかもしれません。……副団長は、そうではないのですか？」

　と敢あえて訊き返してみる。

「いや、わたしだって焦っているよ」

「そうは思えないのですが」

「いやいや、ほんと、さっきからずっと我が慢まんしているんだ」

「……は？　我慢……ですか？」

　ガブリエラが怪け訝げんそうな表情でレフレンシアを見やると、彼女は両手を膝ひざの上に置いて、小こ刻きざみに体を左右に揺すった。

「うん。ちょっと厠かわやに行ってきてもいいかい？」

　がくぅっっ。

　ガブリエラが、今度は盛せい大だいにずっこけた。

「団長に駄目だって言われたら、ここで漏もらしちゃいそうだ」

「ああ、そうですかっ」

　上体を戻し顔を上げたガブリエラは、レフレンシアに向かって吠ほえた。

「どうぞ思う存分好きなだけお漏らししてくださってけっこうですっっ！」

「そうかい？　じゃあ、団長の許可ももらったことだし」

　床しよう几ぎから立ちあがったレフレンシアがいきなり白い長裳の裾すそをたくし上げるのを見て、ガブリエラが跳びあがった。

「うわぁ？　なっ、何してらっしゃるんですか、副団長!?」

　ガブリエラは立ちあがった勢いのまま、下した帯おびに手をかけたレフレンシアに飛びついた。

「今はそんな冗談をやってる場合じゃないと思うんですがぁぁ？　真面目にやってくださいぃぃ！」

　レフレンシアの両肩を摑つかんでがくがくと揺さぶっているガブリエラの目が、ぐるぐると回っている。精神的にかなり追い込まれているようだ。

　もっとも、ガブリエラの精神状態がかなり追い込まれたのだとすれば、その半分くらいはレフレンシアの言動に原因があるような気がしないでもない。

「そうだ、わたし、いいことを考えました。いわゆる一つの素す敵てきな考えです」

　レフレンシアの体をがくがくと揺さぶり続けながら、ガブリエラが夢見る少女のような眼まな差ざしで天幕の屋や根ね裏うらを見上げた。

「わたしが副団長を殺すんです。そうすれば、もう副団長に虐いじめられる心配もありません。わたしも反はん逆ぎやく罪ざいで処刑されますから、これ以上、頭を悩ます必要もありませんよね。ね。うふふふふ」

　しまった、やり過ぎたか。

　自分の首に手を伸ばしてきたガブリエラの両手首をがっしと摑んだレフレンシアは、ことさら優しい声で呼びかける。

「まぁ落ち着いて、団長」

「落ち着いていますよ？　少なくとも副団長を道連れにして死ねるくらいには」

　にっこり笑ってそういうこと言うと、意外に迫力あるな、ガブリエラは。

　などと感心しながら、レフレンシアは彼女の腕から体を逃のがす。

「ああ、わたしが悪かったよ、団長。真面目にやろう。ここからは超真面目に検けん討とうして、超真面目に実行の手段を超探ろう。可能性を超高めよう」

　それでようやく、ガブリエラが我に返った。

「……それって、わたしの考えを実行に移す……という前ぜん提ていでのお話だと、そう考えていいのでしょうか？」

「いいんじゃないか。実際、尻尾しつぽを巻いて退散するという選せん択たく肢しは選びたくないからね、わたしもそれしかないように思う」

　ほらほら座って、とレフレンシアはガブリエラの肩を優しく叩きながら、自分も床几に座り直す。
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　レフレンシアは、さて、と言って、ガブリエラの顔を正面から覗のぞき込こむ。

「まず大事なのは、時間的な猶ゆう予よがどのくらいあるか、という問題だね」

「え、ええ、そうですね」

　いきなり話が急所に入ってきて、ガブリエラは思わず居住まいを正す。

「あれを仕掛けるとすると、ある程度の時間が必要だ。魔術の仕掛けだけなら半日ほどあればなんとかなると思うけれど、その前段階に時間がかかる。魔術を仕掛けるための場所の選せん定ていと工事の時間が。その時間的な猶予を確保できると思うかい？」

「現状の敵部隊の動きを見ると、ここを包囲するのにあと数日はかかりそうな気がするのですが、どうでしょうか？」

「そうだな。二千のうち一千はここを素通りして西進し、ベティスからの後詰めを阻はばむという態たい勢せいだ。あの一千と、この近くにいる別の一千とで素直に囲まれていたら、それこそ逃げるしかなかっただろうけどね」

「ですよね。物見の報告を聞く限り、後続部隊……おそらくイリアスタが中心となった都市連合の部隊のようですけど、それがここまでやって来るには、あと二、三日かかりそうですよね」

「そちらは慎しん重ちような移動をしているようだからね。突とつ貫かん工事をすれば、なんとか間に合うかな。いや、それでもギリギリか。最悪、間に合うところまで……と開き直るしかない。幸さいわい、こちらには城砦構築のための工こう人にんたちが大勢残ってくれているから、彼らの半数くらいが使えれば……」

「とはいえ、『数日間』が三日なのか五日なのかで、がらっと様よう相そうが変わりますよね」

　レフレンシアが頷いた。

「なんとか引き延ばす方ほう策さくも考えておく必要があるね」

「こちらに向かっている部隊の行こう軍ぐんを遅らせるために、ちょっかいを出してみますか？　千五百のうち三、四百ほどが輜し重ちよう部隊みたいですから、そちらを襲えば戦闘部隊の足も止まると思うのですが。たぶん、アルゴラ隊長も喜んでくれると思います」

「ああ、いいかもな、団長」

　と認めつつも、レフレンシアは何かを懸け念ねんするように眉まゆを顰ひそめた。

「敵に一泡吹かすといっても、あの方法だとアルゴラが活かつ躍やくするような場面は出てこないからな。彼女が活躍する場面を与えないと、いざというとき愚ぐ図ずるかもしれない」

「愚図るだけなら、まだいいのですが」

「そうだな。暴発されたりすると困るからな」

　ガブリエラとレフレンシアが、揃そろって小さなため息を吐ついた。

　今までアルゴラ隊長を上手く操ってきたというだけで、レフレンシアに対する尊そん敬けいの念が増してしまうガブリエラだった。

「けれど、あくまで足止めするだけだ、ということをアルゴラに納得させるのが、また一苦労だ」

「その辺はヨーコ隊長にお任せするしか」

「ヨーコよりも、ここはクシューシカにお出まし願ったほうがいいかもしれない」

「あ、そうでした。今回はクシューシカ筆ひつ頭とうがいらっしゃるんでしたね」

「敬語は要いらないよ、団長」

「あ……すみません」

「別に謝らなくてもいいんだけどさ。というか、そんなことでいちいち謝っていると、またマクトゥシュに怒られるぞ」

　とレフレンシアが苦笑する。

「ですね」

　ガブリエラも首をすくめた。

「それはさておき。無条件でアルゴラの頭が上がらない者といえば、クシューシカだけだからな」

　とレフレンシアが言うと、ガブリエラも大きく頷いた。

「ビアンティティセス副長も頑張ってくれてはいますけど、彼女はアルゴラ隊長直属の部下ですから、アルゴラ隊長に命じられてしまえば逆らいようがありませんし」

「ヨーコにはライバル心を持っているから、最後の最後でアルゴラが反発する可能性もあるからね。いざというときに有う無むを言わさずアルゴラを抑えられる者となると、白兎騎士団しろうさぎに人材多しといえども、クシューシカをおいて適てき任にん者しやは他になし、だな」

「クシューシカ筆頭なら、地位的にも足止め部隊の隊長を頼めますものね」

「ここは嫌がられようが抗こう議ぎされようが、クシューシカにアルゴラの目付役を頼むしかないな。ただ……」

「何か不安がありますか？」

「不安というより、クシューシカの場合、足止めのために輜重部隊を狙って不正規戦を仕掛けるという作戦が性格的に向いていないかもしれないと思ってね。クシューシカは威い風ふう堂どう々どうとか正々堂々なんて言葉を体たい現げんしたような奴だから、正面からの叩き合いにはとことん強いんだけど、不正規戦の指揮なんて執とったことがないからなぁ」

　でもまぁ、とレフレンシアは自らを納得させるように、うんうんと頷いた。

「そういう経験もしておいてもらわないとならないしな。よし、指揮はクシューシカに任せよう」

　やはりレフレンシア様は、騎士団の将来を考えていらっしゃる。

　と、その思いを新たにするガブリエラだった。

「さて、足止め部隊。あとは、誰を入れようか？」

「そうですね。ジアンやアスカは必ひつ須す……ですよね」

「まぁ、この手の作戦には必須だろうな。他にも遊撃小隊と新雛ひよこ小隊の連中が使えるな。本当にこういうときに役に立つ連中だ。ガブリエラ団長」

「あ、はい？」

「わたしはね、君たち十人を……今はドゥイエンヌとマルチミリエの二人が欠けてしまっているけれど、君たちを入団させることができて本当によかったと思っているよ」

「それは……最高の誉ほめ言葉ですね」

　ありがとうございます、とガブリエラが頭を下げた。

「実際、君の無茶のおかげで」

　とレフレンシアが意味ありげな視線を向けてきたので、ガブリエラは、思わず、うっと呻うめいて胸を押さえた。

「試験の合格者が十人だけになってしまったときは、文句をいう者も、疑ぎ義ぎを挟む者もいたんだ。けれど、今ならわたしも胸を張って言える。あのときのあの判断は間違っていなかったと」

　あのとき……。

　ガブリエラは、入団試験のときのことを思いだしていた。

　たしかに、あれは無茶な挑戦だったかもしれない。けれどそのおかげで、セリノスとノエルノード姉妹やアフレア、ドゥイエンヌなどと一緒に雛小隊員として活動できたのはガブリエラにとっても幸運なことだった。

　白兎騎士団しろうさぎに入団して知り合い、一緒に行動することになった同期生たち八人――レオチェルリは以前からガブリエラの従じゆう者しやだった――は、みな一いつ騎き当とう千せんという猛も者さばかりだった。

　その後、雛小隊は遊撃小隊へと変わり、実家の都合でドゥイエンヌとマルチミリエが団を離れ、ガブリエラとレオチェルリも抜けてしまったわけだが、自分が「精せい鋭えい」かどうかはさておいて、少数精鋭という言葉がこれほど似合う小隊もいないだろう。守しゆ護ご天てんアルアラネの見えざる手が導いてくれたのかと思えるほど、それは奇跡的な出会いだったといってもいい。

　同時にガブリエラは、あれからまだ一年も経っていないなんて、とそのことに驚く。

　僅わずか一年足らずのあいだに経験したあれこれは、他の人たちの十年、二十年にも匹ひつ敵てきするほど濃こくて充実したものだった。

　おかげでガブリエラは鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの団長にまで昇のぼった。

　それがいいことだったのかどうかは、まだ本人にもわからない。判断はつかない。

　けれど、レフレンシア始め他の幹部から期待されていることは自覚している。未み熟じゆくな一回生団長をなんとか支えてやろうという誠せい意いも感じる。だから自分の評価は先送りにするとして、周囲の期待や誠意には応こたえたいと、切にそう願うガブリエラである。

「わたしも、いえ、わたしだけではなく、わたしたちは、副団長の期待に応えられるように、この先も精一杯働いていくつもりです」

　レフレンシアが嬉うれしそうな笑顔を見せた。

「団長様にそう言ってもらえると、監かん督とく官かんを務つとめたかいがあったというものだね」

　たまに見せるレフレンシアの、こういう邪じや気きのない笑みにガブリエラは魅みせられる。

　それを、レフレンシアが意識してやっているのかどうかはわからない。

　もし意識的にやっているのだとしたら、レフレンシアは恐ろしいほどの計算高さだし、無意識にやっているのだとしたら、そうとうの女誑たらし――白はく兎との団員はみな女だから、こう言っても間違いではないだろう――だ。

　ガブリエラは後者だと思っている。

　あの笑顔は計算でできるものではありません。もし計算で作っているのなら、わたしがこうまで惹ひかれることはないと思いますから。

　そう、自分もレフレンシアに誑し込まれた一人なのだと、ガブリエラは最近、そう思うようになっている。

　レフレンシア様のあの笑顔でしたら、白兎騎士団しろうさぎの団員だけでなく、殿との方がただって誑し込めそうなんですけど。

　そう思ったとき、ガブリエラは自分の考えに引っかかった。

　あれ……なんでしょう、この感じ。

　ガブリエラは自分が何に引っかかったのかわからず、内心で首を捻る。

　が、そこでレフレンシアに声をかけられ、それ以上の追つい及きゆうはできなかった。

「昔話はさておき、団長」

「あ？　あぁはい、なんでしょうか？」

「足止め策の具体的な方針を決めておいたほうがいいね。『方法はお任せします』では、それこそアルゴラが突撃しかねない」

　ガブリエラは顔を顰しかめて頷いた。

「仰るとおりです。細部まで、事前に決めておいて、そこからはみ出さないように釘くぎを刺しまくっておかないと駄だ目めですよね」

「それは団長の仕事だから、よろしく」

　うぅぅ。団長なんて苦労が多いだけで、何もいいことがありません。

　早々に、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの団長になったのは人生最大の不幸！　という評価を下したくなるガブリエラだった。

　ガブリエラがあまりにも哀かなしそうな表情になったからだろうか。

「わたしも手伝うから、そんな悲ひ壮そう感かんに満ちた顔をしないでくれないか、団長」

　レフレンシアがそう言って救いの手を差し伸べてくれた。

　助かったと、心底、そう思うガブリエラだ。

　何しろアルゴラは、人の言うことは聞かないわ自分の主張は曲げないわで、とにかく扱い難にくい人間なのだ。いくら釘を刺そうとしても、刺す人間がついこのあいだまで一回生だったガブリエラでは、まさに糠ぬかに釘状態だろう。いや、この世界に「糠」があるかどうかは謎なぞだが。

　やはりレフレンシアのように地位が高く、なおかつ、その地位に相応ふさわしい実績のある人間が刺してくれないと、釘もその効こう力りよくを発はつ揮きしない。
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「で、どうやって足止めするか、の話に戻るけど」

　レフレンシアがそう言うと、すかさずガブリエラが応えた。

「やはり輜重部隊を狙うしかないのではありませんか？」

「そうなるな。いくら夜や襲しゆうをかけたとしても、いくらこちらが一騎当千の精鋭揃いだとしても、一千以上もの戦闘部隊に数十人で襲いかかるのは無謀というもの。とはいえ、輜重部隊を襲うのにも幾つか問題があるよね？」

　というレフレンシアの質問は、ガブリエラを試ためしているのかもしれない。

　地位的にはガブリエラが上に立ったからといって、レフレンシアからの試し練れんを免まぬがれたわけではない。

　むしろ団長位に就ついたからこそ、今まで以上の試練を与えられるかもしれないのだ。ガブリエラが、本当に騎士団の未来を託たくせる団長になったかどうかを確かめる義務が、彼女を団長位に就けた張本人のレフレンシアにはあるのだから。

「まず、輜重部隊がどこにいるのかを正確に把は握あくすることですね。それができなければ、そもそも輜重部隊の襲撃なんて不可能ですから」

　レフレンシアは満足そうに頷いているから、これは正解だ。というか、これは基本中の基本。ここで間違えているようでは、即座にレフレンシアから失格の烙らく印いんを押されてしまう。

「もう一つは、敵が輜重部隊の警けい護ごを厳げん重じゆうにしていると予想されること、でしょうか。前回、わたしたちは輜重部隊を襲って、これを壊かい滅めつさせていますから、どうしたって敵の警備は厳重になると思います」

「わたしたちっていうか、君が、だろ、団長」

「いえいえ、何わたし個人の責任みたいに仰ってるんですか。あれは鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎとしての作戦行動だったはずですけど！」

　ガブリエラが少し憤ふん然ぜんとした口調でそう言うと。

「その作戦を立てたのは団長だったように記憶しているんだけど？」

「そ、それは……わたしが立てようと副団長が立てようと、作戦行動に移した時点で、それは白兎騎士団しろうさぎの作戦です」

　レフレンシアがにんまりと笑った。

「まぁ、そういうことにしておこうか」

「そういうことにしておくのではなく、あくまでそういうことなのです」

　とガブリエラはあくまで言い張った。

「わかった、わかった」

　楽しそうな笑みを苦笑に変えて、レフレンシアが手をひらひらと振った。

「で、こちらは警戒厳重な敵の輜重部隊を襲撃することになるわけだけど？」

「クシューシカ筆頭やアルゴラ隊長なら、なんとかしてくれるのではないでしょうか。というか、そう期待するしかありません」

「まぁ、そうだね。今回はべつに壊滅させる必要もない。そもそも、損そん害がいを与える必要すらないんだ。輜重部隊が襲われたという報告が本隊に伝えられただけで、本隊の足止めにはなるだろう」

　我が意を得たりと、ガブリエラは大きく頷いた。

「もっとも、実際に壊滅させてしまえ！　などと誰かが言いださないとも限らないわけだけど」

「うぅ……」

　ガブリエラは腰を折り曲げ、左胸に手を当て小さく呻いた。

　その様は、まるで心しん臓ぞうに持じ病びようを抱える老人のようだ。

「そ……それも、クシューシカ筆頭に期待するしか……」

　喘あえぎ喘ぎ、ガブリエラがそう言うと、レフレンシアは割とあっさりと応えた。

「それしかないよな」

　口ぶりからすると、あまり心配していないようにも思えるが。

「大丈夫ですよね？　なんとかなりますよね？」

　ガブリエラが、すがりつくような視線をレフレンシアに向ける。

「まぁ、なるようにしかならないし、ならないものはどうしようもないし」

「そんな……」

「アルゴラも馬鹿じゃない。白兎騎士団しろうさぎの一員だという自覚もある。そう簡単に自じ爆ばくはしないだろ」

「ですよね～～」

　ガブリエラが安あん堵どの息を漏もらすと、レフレンシアはガブリエラを安心させたいのか、それともさせたくないのか、平然とこんなことを言う。

「自爆するときは、白兎騎士団しろうさぎごと盛大に、木こっ端ぱ微み塵じんに吹っ飛ぶだろうけどね」

「そんな～～～～」

　ガブリエラは大きく仰け反って悲鳴を上げた。

「レ、レフレンシアさま……副団長は、それでいいんですかっ!?」

「いや、よくないよ、もちろん。でも、相手がアルゴラだからなぁ。ほら、『泣く子と領りよう主しゆとアルゴラには勝てない』って言うだろ」

　そんな諺は聞いたことがない。ないが、あまりにも言い得て妙みようなので、ガブリエラは何も突っ込めなかった。

「マイヨ・ルカの街では、泣き喚わめく子供をおとなしくさせようとするときには、母親が『言うことを聞かないとアルゴラ様を呼んできますよ？』と言って子供を脅おどすんだよ。すると子供はぴたりと泣き止やむんだってさ」

　そんな大げさな、と一笑に付せないところが、なんともかんともだった。

「クシューシカならなんとかしてくれると思うけど、彼女だけに押しつけるのもなぁ。もう一つくらい手を打っておくか……」

「あの、どんな手ですか？」

「うん、それはわたしに任せておいてくれればいいよ。団長が手を汚すことはない」

　アルゴラ隊長を抑えるのが汚れ仕事なんですかっ!?

　と思っても、やはり突っ込めないガブリエラだった。

「さて、いつまでもアルゴラにかかずらってはいられない。次に行こうか」

　そうレフレンシアに言われてしまえば否いやも応もない。まだ多少の不安が残るものの、ガブリエラは、はい、と頷くしかなかった。

「で、肝かん心じん要かなめの話」

　レフレンシアは不意に表情を引き締め、正面からガブリエラの顔を見据えてきた。

「団長は、細工の仕上げを誰にやらせようと思っているんだい？」

「それは……」

　ガブリエラは、直すぐには応えられなかった。

　今回の作戦の肝心要。

　どれだけ上手く仕込みをしても。どれだけ上手く事が運んでも、レフレンシア言うところの「仕上げ」をしくじれば、作戦は失敗に終わる。

　しかし。

　その「仕上げ」は魔術士にしかできないことなのだ。

　だからガブリエラは、まだ悩んでいる。

　本当にこの作戦を実行してしまっていいのかということを。

　敵に一泡吹かせることは諦め、早く逃げる準備をしたほうがいいのではないかと。

「どうした、団長？」

「あの、副団長……」

「何かな？」

「この作戦を実行したとき、細工の仕上げを担当する団員が無事に生せい還かんできる可能性はどれほどだと思いますか？」

「おや。今さらそんなことを訊くのかい？」

　ガブリエラはレフレンシアからそっと視線を外して、ええ、と小さな声で応えた。

「わたしの考えでは生還の確率はかなり低くなってしまうのです。これをもっと高める方法がないものかと……」

　レフレンシアは、やれやれ、と首を左右に振った。

「団長は、とっくに覚かく悟ごを決めているものだとばかり思っていたよ」

「覚悟は決まっていません。というより、考えれば考えるほど、あんな作戦を実行してしまっていいのだろうか、という思いが募つのってきて……」

「それは、仕上げの担当者が犠牲になりそうだからかい？」

「あの……はい」

「魔界の大魔王様にしては思い切りが悪いね」

「わたしは魔界の大魔王になったつもりなどありませんがっ」

「ああ、悪かった。では、こう言い直そう。優しさと臆おく病びようさは違うよ、団長」

「…………」

「ときには臆病なことも必要さ。けれど、組そ織しきの頂点に立つ人間が臆病になれば、たいていの場合、組織は大きな損そん害がいを被こうむるものだよ」

　それはわかる。理屈ではガブリエラにもわかるのだ。

「例えば、何もしなければ百人が死ぬ。けれど、誰かが犠牲になれば九十九人が助かる。さぁ、団長はどうする？」

「わたしは……」

　ガブリエラは声を絞しぼりだすようにして応えた。

「百人が百人とも助かる方法を探りたいのです」

　レフレンシアは満足そうに頷いたが、しかし、その目は厳しい。むしろ険けわしい。

「君は今までそうしてきた。それはとても立りつ派ぱなことだと思う。けれど、いつもいつもそう上手くいくとは限らない。というより、世の中そう上手くはいかない。現実はそう甘くない。どこかで吹っ切らないと。どこかで諦めないと。どこかで開き直らないと。そうしないと、その組織は……滅ほろびるかもしれない」

　ずきり、とガブリエラの胸が痛んだ。

　レフレンシア様の言うことはわかります。けれど、わたしには……まだ、そこまでの覚悟は……。

　ガブリエラが俯うつむき唇くちびるを嚙かんでいると、レフレンシアがにっこりと笑った。それは邪気のない笑顔のほうだった。

「というのが立て前だけどね。でも、君にそこまでは望まない。君にはまだ経験が足りないから、ガブリエラ団長」

　レフレンシアの呼びかけは、とても優しい響きでガブリエラの耳に届いた。

「君が迷ったときのために、わたしがいるんだ。君が一歩を踏みだせないときにこそ、わたしの出番だよ」

「副団長……」

「君が決断を下せないのなら、わたしが下そうじゃないか。鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの先せん輩ぱいとして。先任幹部として。副団長として。だから君が責任を背負しよいい込む必要はないんだ」

　俯いたまま腿ももの上に置いた両手をぎゅっと握りしめ、全身に力を入れ、涙が溢あふれそうになるのをガブリエラは必死になって我慢した。

「たしかに、この作戦を君の発案だとしてしまうと、後のち々のち、周りからとやかく言われるかもしれない。だったら、わたしの発案にしておけばいいさ。もし君が命じるのが無理なら、わたしが命じてもいい。わたしなら何を言われようが……」

　レフレンシアは大げさに肩をすくめてみせた。

「いつものことだ。慣れているよ」

　もう駄目だった。ガブリエラは我慢しきれなくなった。

　彼女の両の目から感激の涙が溢れ、零こぼれ落ちた。

　先ほどレフレンシアは、「優しさと臆病は違う」と言った。

　たしかにそれは別物だ。並び立つものではないのかもしれない。けれど、優しさと厳しさは同居できるものだとガブリエラは思う。

　レフレンシアの厳しさの裏には、いつも優しさがあった。表面的にはささやかで控え目なものだから気づきにくいのだが、紛まごうことなくそこにある。

　レフレンシア様ほど優しい人をわたしは知りません。

　ガブリエラはそうまで思う。

　たいていの人はレフレンシアの厳しさに驚き、怯おびえ竦すくんでしまうから、その裏に潜ひそむ優しさに気づかないだけなのだ。

「どうした、団長。泣いている暇ひまはないぞ。というより、そんなところをマクトゥシュにでも見られたら、またどやしつけられる」

「あ……すみません、ごめんなさい」

　ガブリエラは慌てて頰ほおを伝う涙を擦こする。

「ははは、まぁ、いいさ。そもそも君にそんな大役を無理やり押しつけたのはわたしだからね。わたしの前でなら、泣いても喚わめいても愚ぐ痴ちっても脱いでも、かまわないよ」

　ガブリエラは涙に濡れた顔を上げ、引き攣つった笑みを浮かべた。まさに、泣き笑いという表情だ。

「いえ、脱ぐのはちょっと……」

「おや？　団長は脱ぐのが大好きなのかと思っていたけど？」

「好きなわけありませんっ」

「だって、ほら」

　レフレンシアが、にや～りと笑った。今度は、目の前の鼠ねずみをいたぶろうとする猫のような、それは楽しそうな笑顔だった。

「新年の祝しゆく祭さいのとき、全裸大行進の先頭に立ったのは団長だったんだろ？　あのときは凄すごかったそうだねぇ」

　ぎくり、とガブリエラが固まった。

「団長だけじゃなく旧雛連中みんなが凄かったらしいけど、でも、ジアンとかデイレィとかアフレアとかはちょっと寂しいからね。なんというか、胸囲的に。それに比べて、団長とウェルネシアは凄かったって？」

　ガブリエラの頰の筋肉が、ひくひくと小刻みに痙けい攣れんしている。

「あとで聞いたら、揺れてたって言うじゃないか。こう、激しく上下左右に」

　レフレンシアは両手を自分の胸の前に挙げ、上下左右に振ってみせた。

「あれは驚異的だったって、みんな感心してたぞ。胸囲的に驚異的だったって。ははは、わたし上手いこと言ってるな」

　レフレンシアは自分の言ったことに対して、うんうんと頷いている。

「やぁめぇてぇぇ。それ以上言わないでくださいぃぃ。忘れようとしていたのにぃぃ、あれを思いださせないでぇぇぇぇ」













　ガブリエラは耳を押さえ、床几から転げ落ち、地面の上をのたうち回った。

　ガブリエラは本気で嫌がっているが、そんな美お味いしい獲え物ものをレフレンシアが見過ごすはずがない。

　彼女はさらに言葉による攻撃を続ける。

「それにしても、団長たちの踊おどる全裸大行進を見られなかったことが、わたしにとっては痛つう恨こんだったよ。ベティスなんかに行かなきゃよかったって今でも後こう悔かいしているんだ。はん、ルーアル・ソシエダイとの戦争？　それがどうしたって言うんだい。団長たちの踊る全裸大行進に比べれば、そんなもの実に些さ末まつなことじゃないか。わたしはね、団長、団長たちが踊りながら全裸で団内を練り歩いたとあとから聞いたとき、新年早々わたしを呼びだしたエフィソス外がい務む卿きようを殴り殺してやりたくなったさ」

「いやぁぁぁ、もう止やめてぇぇぇ」

　ガブリエラは、天幕内の地面の上を転がっている。転がりまくっている。

「団長たちの全裸大行進を見逃したままでは死んでも死にきれない。どうだろう、もう一度やってもらえないだろうか、踊る全裸大行進」

「許してぇぇぇぇ」

「そうだ、いいことを思いついた！　毎年、新年の祝祭では、団長が全裸で踊ることを定例行事にしたらどうだろう」

「勘かん弁べんしてぇぇぇぇ」

「みんなも大喜びだぞ。いやしかし、そうなると砦とりで在番の部隊から文句が出るかもしれないな。仕方がない、その日だけは特例で本ほん城じように全員集合としておくか。そして全員で団長と遊撃小隊の踊る全裸大行進を見学！」

「いひぃぃぃぃ」

「有志による飛び入りも大歓迎だ。団長と一緒に全裸大行進ができるとなれば、若い娘こたちから参加が相あい次つぐんじゃないのか？　君は団長として、そんな若い娘こたちの先頭に立って……激しく揺らすんだ」

「らめぇぇぇぇ」

「騎士団の伝でん統とうと格かく式しきってのは、こうやって作られていくんだな、きっと」

「伝統と格式を破壊してるとしか思えません～～～～っ！」

「白し兎ろ騎う士さ団ぎ恒こう例れい、新年祝祭での全裸踊り大行進を創そう始しした団長として、君は団の歴史に長く永ながく名を刻きざむんだ。名めい誉よだね？」

「どこがぁぁぁ!?　それは名誉じゃなくて恥はじですぅぅ。そんな恥さらしな名前を歴史に刻みたくはないですぅぅぅ！」

「さて、余よ談だんはこのくらいにして、そろそろ本題に戻ろうか、団長。あまり時間もないことだしね」
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　転がるのを止やめたガブリエラが、床の上にぐったりと横たわり、ぜぇはぁぜぇはぁと荒い息を吐はいている。

　彼女の体が小刻みに震えているのは転がり回った疲れのせいか、レフレンシアの言葉攻め（責め）による恥ずかしさのせいか。

「ん？　どうした、団長、そんなところで寝て？　睡すい眠みん不足なのかい？」

「ま……ま……」

「ま？」

　耳に手を当てたレフレンシアが、上体を倒してガブリエラのほうに顔を近づけると、嚙みつかんばかりの形相で顔を上げた彼女が、レフレンシアに向かって吠えた。

「真面目にやってくださいぃぃっっ！」

「いや、割と真面目だったんだけど」

　ガブリエラが凄まじい目つきになってレフレンシアを睨んだ。白兎騎士団しろうさぎに入団して以来、ガブリエラがこれほど目を吊りあげたのは初めてではないだろうか。そう思わせるほどの形相だった。

「ああ、そうですか。そうデスか！　だったら、わたしは団長命令として、副団長にも全裸大行進に強制的に参加していただきますけど!?」

「おや？」

　レフレンシアが小首を傾かしげた。

「わたしが全裸大行進に参加すれば、団長はやってくれるんだね？」

　ぎくり。

「ガブリエラ団長以下の全裸大行進に参加できるなんて身に余る光栄だから、わたしとしては、もう喜んで脱いで踊って行進する覚悟完了なんだけど？」

　藪やぶ蛇へびだった。

「わたしは団長みたいに揺れないけど、そこは見逃してもらうとして。じゃあ、一緒にやろうか、踊る全裸大行進」

　ガブリエラの顔面が蒼そう白はくだ。脂あぶら汗あせが滝のように流れでてくる。

　レフレンシアの場合、どこまでが洒落でどこまでが冗談なのかがよくわからないから始末に負えない。今の言葉も半なかば以上本気かもしれない。ガブリエラを弄いじって遊ぶためなら、自分が恥ずかしい目に遭あうことなど蚊かに食われた程度にしか感じないだろう。

「なんだったら、幹部総出にしてもいいな。踊る全裸大行進にクシューシカやアルゴラが参加すれば、それこそ若い娘こたちが狂きよう喜き乱らん舞ぶするだろう」

　そんなことになれば、新年の祝祭が終わったあと、ガブリエラは確実に斬り殺される。アルゴラによって。思い切り残ざん忍にんで残ざん虐ぎやくで残ざん酷こくな方法で。

「ごめんなさいぃぃぃ」

　地面の上で土ど下げ座ざをしてしまうガブリエラだった。

「で、団長、話を戻すけど」

　がくぅっっ。

　ガブリエラは土下座したままずっこけた。

　それを見たレフレンシアが笑う。

「器用だね、団長は」

　もう、何がなんだか……。

　レフレンシアをまともに相手にできるのは、白兎騎士団しろうさぎに人材多しといえども、マクトゥシュくらいではないだろうかと、そう思うガブリエラだった。

　ガブリエラが、のろのろと身を起こし顔を上げると、ほら座って、とレフレンシアが促うながした。

　ガブリエラは力なく立ちあがり、力なく床几に腰を下ろした。

　頰は痩こけ、顔色は悪く、お腹を壊して消しよう耗もうし尽くした病人みたいだった。

「じゃあ、ここからは真面目な話。超真面目な話。いいね？」

　いいねも何も、そもそも真面目ではない話を振ってきたのはレフレンシアだ。一度は戻りかけた話を、またもや真面目ではない方向へ舵かじを切ったのもレフレンシアだ。

　という思いをガブリエラは抑え込む。

　それを指摘すると、さらにレフレンシアから反撃を食らいそうな気がするから。

　ガブリエラは切ないため息を漏らし、力なく、はい、と返事するしかなかった。

　レフレンシアが目を細めた。

　視線に鋭さが増す。

　その視線を、彼女はガブリエラの顔に据すえ、一言ずつ区切るように訊いてきた。

「誰が、それを、するのかな？」

　途切れかかっていたガブリエラの集中力が戻り、一気に緊張感が増す。

　ガブリエラはごくりと唾を呑んだ……が、彼女の口からは、レフレンシアの問いかけに対する答えがなかなか出てこなかった。

　レフレンシアは、もう一度、問うた。

「団長の作戦では、それを、誰がすることになっているのだい？」
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　レフレンシアの口調に焦じれたところはない。むしろ、淡々としている。だから、問い詰めたという雰囲気ではないのだが、ガブリエラは心情的に追い詰められたような気になった。

　意を決してガブリエラは口を開く。

「わたしは……アフレアに頼もうかと思っていました」

「そうではないかと思っていたけどね」

　とレフレンシアは頷いた。

　ガブリエラは彼女のその仕草に力づけられたのか、勢い込んで言葉を継ついだ。

「アフレアでしたら、ほら、シゥビーニュがいますから、いざというときには他の魔術士より融ゆう通ずうが利きくといいますか、逃げ易やすいといいますか、自分で自分の身を守らなくていいのはかなり有利なことだと……」

　ガブリエラがすべてを言い切る前にレフレンシアが首を横に振った。

「アフレアでは駄目だな」

　ガブリエラは大きく息を呑んだ。

「だ……駄目で……しょうか」

「駄目というか」

　レフレンシアは少しだけ考える素振りを見せたが、直ぐに言葉を継いだ。

「たしかにアフレアの魔力、あの若さでは大したものだ。人形遣いでもあるということも思えば、いずれアグァローネ地方でも、いや、もしかするとバスティア大陸でも一、二を争うような魔術士になれる、そんな素質を秘ひめている。けれどこの作戦は、今日、明あ日すの話だ。素質ではなく、いま現在の魔力と、使える魔術の破壊力を考えなくてはならない。そうなると……」

　ガブリエラに向けるレフレンシアの視線に力が籠こもった。瞳ひとみの輝きが増した。

「アフレアでは足りないな」

「足りませんか」

　ガブリエラは、しんなりと肩を落とした。

　魔術士ではないガブリエラには、自分が考えた作戦を実行に移すのに、どれほど威い力りよくのある魔術を使えばいいのかがわからない。直感で、アフレアならいけそうだと思ったのだが、希き代たいの魔術士であるレフレンシアに駄目出しされてしまえば、きっと足りないのだろう。

「アフレアでも足りないとなると、わたしの作戦の根こん底ていが崩れてしまいます」

「どうして？」

　顔を上げたガブリエラが、きょとんとした目を返す。

「え？　いえ、どうしてって……あの、『敵に一泡吹かせる』ためには、どうしたって強力な魔術士の存在が不可欠です。そして今、この城砦にいる魔術士の中ではアフレアの魔術がもっとも強力だと思います。そのアフレアでも不足となると、作戦そのものが成り立たないわけですから……」

　レフレンシアは大きなため息を吐ついた。

　わざとらしい態度だった。

「ガブリエラ団長」

「え？　あ、はい？」

「君はバスティア大陸でも一、二を争うほど英えい邁まいにして鋭えい鋒ほう比ひ類るいなく、その知謀は守護天エーデルメルをも凌しのぎ、その頭脳は触れる物を真っ二つにするほど切れ切れで、その策謀はすべてを漆黒に染めあげるほど黒くろ黒くろで唯一無二の存在だとは思うけれど」

「過か分ぶんなお言葉、汗かん顔がんの至りですが、最後のはおかしいですっっ！　明らかに間違っていますっっ！」

「そうかな？」

　わざとらしく腕組みしたレフレンシアがしきりに首を捻っている。

「いえ、真剣に悩まないでください。といいますか、いったい何を仰りたいのですか、副団長は!?」

「ああ、それね」

　腕組みを解いたレフレンシアが、ガブリエラの顔を覗き込む。

「団長は頭がいいけれど、今回に限っては大事なことを一つ忘れているよ、見落としているよ、ということを言いたいのさ」

「え？　だ、大事なこと……ですか？」

「ああ、大事なことだ。肝かん心じんなことと言い換えてもいい」

「いえあの、それ、あんまり言い換えてませんけど……」

　と突っ込みつつ、なんだろう、自分は何を忘れているのだろう、あるいは何を見落としているのだろうと、ガブリエラは考え込んだ。

　作戦にどこか不備があるのだろうか。

　確実でも安全でもない作戦なのは、ガブリエラとしても百も承知だ。出たとこ勝負の箇所はいくつもある。中には賭かけといっていい箇所もある。やってみた挙げ句、上手くいかなかったという結果に終わるかもしれない。その虞おそれは常につきまとう。

　けれど、作戦の遂行に致ち命めい的てきな箇所はないはずです。それこそ先ほど言った実行者の魔術士を誰にするかという側面を除のぞいては…………って、まさかっ!?

　ガブリエラは一つの可能性に気がついて目を見開いた。

　まさかレフレンシア様は、このことを仰っているのでは……。

　ガブリエラが恐る恐る顔を上げ、怯えたような視線をレフレンシアに向けると。

　レフレンシアが微笑んだので、ガブリエラは自分の想像が、しかも恐ろしい想像が当たっていることを悟さとった。

「ふ、副団長、まさか……」

　ガブリエラは左手で口くち許もとを覆い、右手をそっと水平に伸ばし、震える人差し指でレフレンシアを指さした。

「ご自分のことを仰っているの……ですか？」

　レフレンシアはわざとらしく天を仰ぎ、右手を額ひたいに載せ、大げさに嘆なげくのだった。

「哀かなしいね、団長。団長のわたしに対する評価がそこまで低かったとは」

「あの、いえ……」

「わたしはこれでも魔術士なんだけど。自分ではそこそこの魔術士だと自じ負ふしてるんだけど。なのに、今回の団長の作戦に必要な魔術士の候補にも挙あげられないとはね」

「ななな、何を仰っているのですか！　挙げられるはずがないではないですか！」

「どうして？」

「ど、どうしてって……」

　ガブリエラは酸さん欠けつに陥おちいった金魚のように、口をぱくぱくさせた。

「団長が何な故ぜ、それほど大仰な反応をするのかが、逆にわたしにはわからないな」

　ガブリエラの眉が跳ねあがった。

「実行する際、どれほどの危険を伴うかわかってらっしゃるのですか!?　下へ手たをすると脱出できなくなるのですよ!?　それどころか、最悪の場合……」

　ガブリエラがその先を言い淀よどむと。

「最悪の場合、死ぬかもしれないって？」

「そ、それがわかってらっしゃるのでしたら！」

　ガブリエラは憤ふん然ぜんとした表情になる。

「わたしが副団長にお願いできるはずがないではありませんか！」

「でも、アフレアになら頼めるって？」

「で……ですが……」

　ガブリエラは視線を落とし、唇を嚙む。

「わたしだって頼みたいわけではありません。でも、やらなくてはならないのなら……誰かに頼まなくてはならないのなら信頼の置ける魔術士に頼みたいですし、作戦成功の可能性が少しでも高くなる魔術士に頼みたい、脱出できる可能性が少しでも高い魔術士に頼みたいと、そう思ってアフレアの名を出したのです」

　だからさ、とレフレンシアが上体を乗りだした。

「アフレアとわたしを比ひ較かくして、どうなんだい？　わたしはアフレアほど信頼が置けないのかい？　アフレアほど作戦の成功率が高くないのかい？　アフレアほど脱出の成功率が高くないのかい？」

　ガブリエラの顔が歪ゆがむ。

「いえ……それは……」

　アフレアとレフレンシアを普通に比較すれば、現状、レフレンシアのほうが魔術士として優れているのは明らかだ。魔力、魔術、経験、どれを取ってもレフレンシアのほうが上だ。それは間違いない。

「魔術士としては副団長のほうが上だと思います。それに、わたしが副団長を信頼していないわけがないじゃないですか！　副団長を信頼しているからこそ、団長昇しよう任にんなどというとんでもない命令を引き受けたのではありませんか！　それなのに……」

　ガブリエラの目から、ぶわっと涙が溢れだす。

「わたしがレフレンシア様を信頼していないなどと仰るんですかっっ！　レフレンシア様のわたしに対する評価こそ、その程度のものだったのですかっっ！」

　ガブリエラが逆ギレしたっ。

　レフレンシアが困惑した顔になった。

　いやいや、少し虐めすぎたかな。

　レフレンシアはちょっと反省する。あくまでちょっとだけ。

「あ～～、わかったわかった。わかったから、団長、少し落ち着いて」

「これっが落ち着いっていらっれますかっ」

　ガブリエラは目を赤く泣き腫はらしながら強く抗議するが、一転、弱気の表情になってしくしくと泣きだした。

「わたしのレフレンシア様に対する信頼を疑われましたもう終わりです最後です団長なんか続けられません団を辞やめますさようなら」

　ガブリエラのレフレンシアに対する呼こ称しようが、以前の「レフレンシア様」に戻っていることに本人は気がついていない。それだけ逆上して我を忘れているということか。

　うわぁ、これは困った。

　さすがのレフレンシアも、自分がやり過ぎてしまったことを反省する。今度はかなり深く反省する。

　どうもわたしは、目をかけている者ほど、評価の高い者ほど、何か弄りたくなってしまうんだよな。だから雛の連中は、のべつまくなしで弄りまくってきたわけだけれど。そして、ガブリエラは特別に弄りたい存在だったわけだけれど。

　それがレフレンシアの評価であり親しん愛あいの表れだとしても、受ける側がそう思ってくれるかどうかは、たしかに怪しいところだ。

　もう少し気をつけて弄るべき……かな。

　反省はしても、あくまで弄ることが前ぜん提ていだった。

　いや、今後の応おう対たいはともかく、今はこれをどうするかという問題を解決しなくては。

　いつまでもガブリエラに泣いていられては話が進まない。それどころか、もし誰かが天幕に入ってきでもしたら、レフレンシアが団長を泣かせて虐めていたという噂うわさが立つだろう。一度そんな噂が立ってしまえば、団内だけでなく団の外にも漏れる虞がある。

「弄っている」ならまだしも、「虐めている」では、さすがに不ま味ずい。

　いや待てよ。

　レフレンシアの脳のう裏りにある考えが閃ひらめいた。

　わたしが団長を虐めて泣かせた……という噂……か。

　目の前でしゃくり上げているガブリエラに目をやりつつ、レフレンシアは思いついた解決策を脳内で点てん検けんする。

　少し荒あら療りよう治じだけど……いけるかな。

　レフレンシアは覚悟を決めた。

　荒療治ではあっても、レフレンシアにとって嫌な手段ではない。どころか歓迎すべき手段と言える。

　もっともガブリエラが歓迎してくれるかどうかは謎だけど。

　内心で苦笑しながらレフレンシアは腰を浮かせ、上体を乗りだした。
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「団長」

「……は……い？」

　ガブリエラが涙に濡れた顔を上げると。

　レフレンシアは両手でガブリエラの顔をきゅっと強く挟みつけ、ぐっと斜めに傾かたむけ、そして自分の顔も斜めに傾けて近づけてきた。

「…………え？」

　戸惑った顔でガブリエラが近づいてくるレフレンシアの顔を見ていると。

　レフレンシアの唇がガブリエラの唇に重なった。

「んん？」

　強く吸われた。

「んんんんんん？」

　舌が入ってきた。

「ん～～ん～～ん～～ん～～？」

　顔をしっかりと挟まれているので、ガブリエラとしては逃げようがない。というか、彼女には逃げるつもりもなかった。積極的に（？）されるがままになっている、そんな有あり様さまだ。

　泣き腫らしたガブリエラの顔が上気し、やがて恍こう惚こつとした表情に変わっていく。

　そうしてどれほどの時間が経過したのか。

　ようやくレフレンシアが己の顔をガブリエラから離す。

　ぺろりと自分の唇を舌で舐なめたレフレンシアが、床几の上で惚ほうけているガブリエラにもう一度顔を近づけると、ガブリエラは、とろんとした目を向けてきた。













　レフレンシアがなおもガブリエラに顔を寄せていくと、その圧力に負けたかのように、ガブリエラの上体が後ろに倒れ込んだ。

　床几から腰を落としたガブリエラの真上からレフレンシアはのしかかるように相手の顔を覗き込み、息がかかりそうな至近距離から微かすかに唇を動かして囁ささやいた。

「どう？　少し落ち着いたかな、団長？」

「…………」

　ガブリエラの意識はどこかの花はな園ぞので遊んでいるのか、返事はなかった。

「まだ落ち着かないのかい？　では、もっと落ち着けるようにしようじゃないか」

　そう囁いたレフレンシアは、ガブリエラの腰を長裳の上から撫でさする。

「あ……」

　ガブリエラの目が見開かれる。

「君は何もしなくてもいいんだ、団長。わたしに任せておけばいい」

　レフレンシアはガブリエラの裳裾をまさぐり、切れ目から中に右手を差し入れた。

「……ちょ……駄目……駄目です、レフレンシア様」

　ガブリエラの意識がどこかの花園から戻ってきたらしく、彼女は両手を動かし、レフレンシアを押し戻そうとした。

　しかし。

　まだ腕に力が入らないため、ガブリエラの意図は果たされなかった。

　レフレンシアは、さらに体を密着させつつ、右手でガブリエラの太腿を撫でながら、左手を彼女の胸の上に置いた。

「はうぁっ？」

　レフレンシアの左手がガブリエラの胸を揉もむ。

「んきゃぁっっ!?」

　右手は太腿を奥へ奥へと登っていき。

「あぁぁぁあ？」

　胸を揉みしだく左手の動きが速くなり。

「ちょぉぉぉっ？」

　ついに右手がガブリエラの下帯にかかり。

「駄目駄目駄目～～～～っっ、それは駄目ぇぇぇっ！」

　ガブリエラの絶叫が響いた。轟とどろいた。

　天幕が揺れ、大地さえも揺れんばかりだった。

　貞てい操そうの危き機き（？）を覚えたガブリエラの体に力が戻る。

　彼女は必死にレフレンシアの体を押し戻した。

　しかし、レフレンシアも離れない。

　ガブリエラとレフレンシアが組んずほぐれつを繰り広げていると、そのとき。

「どうしましたかっっ!?」

　天幕の周囲で警けい戒かいに当たっていた数人の団員が跳び込んできた。

「って、団長、副団長、いったい何をっっ!?」

　天幕に入ってきた団員が仰天したのも無理はない。

　何しろ今の二人は。

　ガブリエラは地面の上に仰向けに横たわり。

　レフレンシアは、ガブリエラの上にのしかかっていて。

　顔が触れそうなほど接近していて（実際、先ほどまでは触れていた。唇が）。

　ガブリエラの裳裾は捲めくれあがり。

　太腿は大解放されていて。

　レフレンシアの右手はガブリエラの長裳の切れ目から中に入り込んでいて。

　その手の先は、ガブリエラの股こ間かん辺りまで侵しん入にゆうしていて。

　レフレンシアの左手はガブリエラの豊かな胸の上に置かれていて。

　というか、胸を摑んでいて。

　どころか、胸を揉んでいる。

　どこからどう見ても、これは……。

「副団長が団長を襲っていますぅぅぅ？」

　レフレンシアは、やれやれといった顔で首を振り、仕方がないといった態度でガブリエラの長裳から右手を抜き、胸から左手を離し、警備の団員に対してこう申告した。

「いいところだったのにな。ああ、そうだとも。わたしは団長を襲っていたんだ。こうなったら逃げも隠れもしないよ。クシューシカのところへ連れていってくれ」
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「本来なら、このようなことをやっている場合ではないのですが」

　とクシューシカが重々しい声で告げる。

「事態が事態なので、レフレンシア副団長に対する査さ問もん委員会を開催せざるを得ないと思いますが、ご本人は如何いかが思われますか？」

　レフレンシアは小さく肩をすくめて言った。

「君たちが、それを必要だと思うのならやればいいさ。わたしは反対もしないし、抗こう弁べんもしないよ」

「では正式に査問委員会を開催したいと思います。そしてこんな茶ちや番ばんは、ちゃっちゃと済ましてしまいましょう。茶番なだけに。いいですね？」

　クシューシカは仁に王おう立だちになったまま大して面白くない駄だ洒落じやれを言い放つと、天幕内に並べた床几に腰を下ろしている幹部の顔を見渡した。

　赤い顔で俯いたままのガブリエラ。

　なんだか少し嬉しそうなアルゴラ。

　とても嬉しそうなレオノーラ。

　苦虫を嚙み潰したような顔のヨーコ。

　飄ひよう々ひようとした態度を崩さないレフレンシア。

　今この城砦に詰めている白兎騎士団しろうさぎの幹部はクシューシカを含めて六人。

　当事者であるガブリエラとレフレンシアを除いたクシューシカ、アルゴラ、ヨーコ、レオノーラの四人が、査問委員会の委員ということになる。

　議題はもちろん、「副団長が団長を襲った件に関して」である。

「それでは事実の確認を行いたいと思います」

　大おお柄がらなクシューシカだけが立っていると、彼女の背の高さが、よりいっそう際だつ。圧倒的な高みから見下ろすと、その迫力がいや増しに増す。

「先ほど、副団長レフレンシア・レブローニュ・スキピアノスは、団長ガブリエラ・リビエラ・スンナに対し、副団長としてあるまじき狼ろう藉ぜきを行った。その狼藉とは」

　そこで一旦言葉を切ったクシューシカは、ちらとガブリエラに視線を向ける。

　クシューシカの視線を感じ、ガブリエラはさらに身をすくめた。

「ガブリエラ団長に襲いかかり、嫌がる団長を押さえつけ、唇を奪い、なおも抵抗する団長を魔術で押さえつけてその自由を奪うと、長裳に右手を入れた」

「……は？」

　ガブリエラが目を見開き、驚きの顔でクシューシカを見上げる。

　そんなことは初耳だ。

　たしかにレフレンシアからそうとうに妖あやしい行こう為いをされたのはたしかだが――しかし未み遂すいだった――レフレンシアは魔術など使っていない。

　いったい何がどうなっているのでしょうか。

　そんなガブリエラの困惑を余よ所そに、クシューシカはレフレンシアの「狼藉」の内容を語り続ける。

「団長が抵抗できないのをいいことに副団長の狼藉はなおも激しさを増し、長裳の中に入れた右手で団長の太腿を撫で回したが、それだけで飽きたらず、左手で団長の胸を揉みしだき、ついには長裳の裾を大きく捲りあげて団長の下帯に手を入れ、団長の恥ずかしくも敏びん感かんな箇所をさんざんに弄もてあそんだ後……」

「ちょ～～～～～～っっっ!?」

　魔術仕掛けの人形のように、ガブリエラが床几から跳ねあがった。

「団長を裸にしようとして長裳を脱がせ、ついに下帯まで引き下ろそうとしたところに警備の兵が……おや？　どうしました、ガブリエラ団長？」

「なななな、何を仰っているのですか、クシューシカ様は!?」

　顔を真っ赤にしたガブリエラが抗議の声を上げると、クシューシカは眉を顰め、非難がましい視線を向けてきた。

「ガブリエラ団長」

「え？　ははは、はい？」

「わたしのことを様付けで呼ぶのは感心しませんね」

「え？　そっちですか？　いま突っ込むのはそこじゃないでしょう!?」

「では、どこなのです？」

「だ、だから、ですね、レフレンシアさ……副団長は、そんなことをしてはいません。というか、わたしはそんなことをされてはいませんからっ！」

　ガブリエラ渾こん身しんの抗議にもクシューシカは動じない。平然と訊き返してきた。

「『そんなこと』とは、どんなことです？」

　意地悪だ～～。クシューシカ様も意地悪だ～～。

「そっ、それは……」

　立ったままガブリエラが俯いていると。

「では、団長からはとくにないようですので、話を先に進め……」

「わっ、わたしはレフレンシア副団長に、恥ずかしいところを弄ばれてはいませんし、服も脱がされてはいませんっ！」

「と、被害者であるガブリエラ団長が仰っていますが、加害者であるレフレンシア副団長としては、如何なのですか？」

「したよ」

「なぁぁぁあ？」

　ガブリエラが目を剝いてレフレンシアを見たが。

「わたしは団長の恥ずかしくも敏感なところを、それはもうさんざんたっぷりねっぷりとっぷり弄んだ挙げ句に、団長を全裸に剝いて、その上○×■＃の△★◆▽な⇔◎∞を☆●◇×して弄ぼうとしたんだけど、邪魔が入って果たせなかったね」

「なっなっなっなっ何を仰っているのですかレフレンシア様はっっ!?」

　レフレンシアが、じろりとガブリエラを睨ねめつけてきた。

「ガブリエラ団長」

　ガブリエラは思わず姿し勢せいを正してしまう。

「あひゃいっ？」

「わたしのことを様付けで呼ぶのは感心しないな」

「ですからっ！　いま問題にすべきはそんなことではないと思うのですがっっ！」

「いやいや、そこは大事なところだよ？」

　真面目な顔でレフレンシアがそう言うと、クシューシカだけでなく、アルゴラやレオノーラも、うんうん、と頷いた。

　ヨーコだけは、相変わらず苦虫を嚙み潰した顔のままだった。

「でっ、では言い直しますがっ。わたしはレフレンシア副団長にこれっぽっちも弄ばれたりしておりませんっ！」

「しかし、団長、加害者本人が自じ白はくしているのですが？」

「いえ、ですからそれは副団長が噓うそを吐ついて……」

「噓なんですか、副団長？」

「噓じゃないよ。わたしはこともあろうに、栄はえある鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの団長に狼藉を働いたんだ。それは間違いない。その内容に関しては、被害者と加害者の証言に差異があるのは、まぁ、仕方がないことではないかな？」

「そうですね。被害者であるガブリエラ団長が、加害者であるレフレンシア副団長を庇かばっているということも考えられますし」

　そう言ったクシューシカは、立ったままのガブリエラに視線を向け、

「お座りください、団長」

　と着席を促した。

　力なく床几に腰を落としたガブリエラは、頭を抱えてしまった。

　何がなんだか……どうなっているのだか……。

「では、評決を採とります」

　クシューシカは改めて居並んだ幹部を見渡した。

「レフレンシア副団長の行為を有罪と認める者は挙きよ手しゆをお願いします」

　はっとしてガブリエラが顔を上げ、周りを見回すと。

　クシューシカは立ったまま恐ろしい顔で。

　アルゴラはにやにやと笑いながら。

　レオノーラはにこにこと笑いながら。

　ヨーコは苦虫を嚙み潰したような顔のまま。

　そして、なんと加害者のレフレンシアまでも平然と。

　右手を挙げていた。

　五人揃そろって挙げていた。

　そこでようやくガブリエラは事の真相を悟った。

　いつもの彼女に比べればずいぶんと遅い反応だが、いきなりレフレンシアに襲われたと思ったら、その後、思いもよらぬ展開になって気が動転していたのだ。反応が遅れたのも無理はない。

　これはレフレンシアの自作自演なのだ。

　そしてクシューシカたちも協力しているに違いない。

　ガブリエラの心的負担を軽減するために。

　たぶん。

　いえ、そうに違いありません。でなければ、あのレフレンシア様がわたしなんかを襲うはずが……ありません。

　ない、と言い切ってしまうと、それはそれで少し寂しいガブリエラだった。

　そして、あれが演技などではなく、レフレンシアの本気だったら……と、つい妄もう想そうを働かせそうになるガブリエラだった。

　いえいえ、何を考えているのでしょうか、わたしは！

　ガブリエラは焦って首を横に振る。

　しかし、彼女がそんな自問自答をしているあいだにも、査問委員会はクシューシカによって進められていく。

「では、レフレンシア副団長は有罪。さて、その処罰内容ですが」

「ここはやはり四し肢し切せつ断だんというのはどうだろう」

　そう言ったのはアルゴラ。

　声に喜色が滲にじみでている。

「えっとぉ、目には目を、歯には歯を、全裸には全裸をって言うじゃないですか～～」

　言いますか、そんなことを!?

　ガブリエラは突っ込んだ。心の中で。

　何しろ自分が裸にされかかったのだから、ここであまりレフレンシアの肩を持つような言動は慎つつしまなくてはならない。

「なのでぇ、副団長を全裸に剝いて、みんなで鞭むち打うち百回の刑とかどうでしょう～～」

　えへえへえへ～～、とレオノーラが蕩とろけそうな笑顔になった。

「おお、そうか。四肢切断よりもそちらのほうが面白そうだ」

「でしょうでしょう～～？　想像するだけで嬉しくなっちゃいますよね～～？」

「副団長を全裸にして鞭打ち。最高だな」

　顔を見合わせたアルゴラとレオノーラが、うんうん、と大きく頷き合った。

「アルゴラもレオノーラも、楽しそうだな？」

　レフレンシアが皮肉っぽい笑みを浮かべて揶や揄ゆする。

「おい、全裸はなしだ、全裸は」

　とクシューシカから注意が入った。

「え～～」

　レオノーラがいかにも不服そうに頰を膨らませた。

「白兎騎士団しろうさぎでそれをやったら、洒落にならないぞ。対内的にも対外的にも」

「仕方がないですね～～。では～～、胸覆いだけは許しますか～～？」

　胸だけ隠して下は大公開とか、どんな趣味の持ち主なのだ、レオノーラは。

　クシューシカが、じろりとレオノーラを睨めつけた。

「うへ～～」

　レオノーラが首をすくめる。

「あまり遊んでいる時間はないのでな。ここは手早く決めてしまおう」

　そう言ってクシューシカは、レフレンシアに向き直った。

「自己申告も認めますよ、副団長」

「そうかい？　では……」

　レフレンシアは、ちらっとガブリエラに視線を送って寄よ越こしたが、直ぐにその視線を逸そらせ、クシューシカに向かって応えた。

「団長に対する乱暴狼藉を働いたわたしは、いちばん危険な役割を担うべきだろうね」

　ぎくり、とガブリエラが身を固くする。

　もう間違いない。

　やはりレフレンシア様は……。

「つまるところ、最前線に立って、一兵卒として敵に突撃しろってことさ。まぁ、今回の作戦の場合、突撃はしないんだけど」

「一兵卒になられても困りますが……方向性としてはそちらでしょうね」

　どうだ？　とクシューシカは、アルゴラとヨーコを見やる。

　アルゴラは黙だまって肩をすくめ、ヨーコは小さく舌打ちしてから、

「いいのではありませんか」

　と吐き捨てるように言った。

「では確認する。レフレンシア副団長には、今回の作戦、敵に一泡吹かせておいてから逃げる作戦において、いちばん危険な最後の仕上げを行ってもらうということで」

　クシューシカは、居並ぶ出席者の顔を見渡した。

「異議のある者は挙手を」

　誰も手を挙げなかった。

　慌ててガブリエラが発言する。

「あ、あの、クシューシカ筆頭、ですがこれは……」

「では、決定」

　あっさりと無視された。

「はい、解散」

　クシューシカのかけ声で、アルゴラ、ヨーコ、レオノーラの三人が腰を浮かせた。

「いえ、あの、クシューシカ筆頭……」

　天幕から出ていこうとする三人を追って歩きだしたクシューシカは、不意に振り返り、鋭い視線をガブリエラへと向けてきた。

「処罰の具体的かつ詳細な内容については、ガブリエラ団長から申し渡しておいてくださいよ。何しろ、作戦の内容をすべて把握しているのは団長しかいないのですからね。それと」

　クシューシカは、右手を口許に持っていって、わざとらしく咳せき払ばらいをした。

「団長を副団長が襲ったなどという不ふ祥しよう事じを黙って見過ごすわけにはいきませんから。ここはどうあっても処罰を与えないと、団員にも外部の者にも示しがつかないのです。おわかりですよね？」

「あぅぅ」

「すでにこのことは城砦にいる団員の大半が知るところとなっていますので、なかったことにはできません。処罰を有う耶や無む耶やにすることも。おわかりですよね？」

「あぅあぅあぅ」

　前後左右を見渡しながら、ガブリエラがあわあわと手を動かしているあいだに、アルゴラ、ヨーコ、レオノーラの三人は天幕から出ていってしまった。

「では、あとのことはよろしくお願いします」

　そしてクシューシカまでも。

　天幕内にはガブリエラとレフレンシアが取り残された。
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　外に出たクシューシカの頭上には数多あまたの星が輝く冬の夜空が広がっている。

　空気は冴さえ冴ざえと澄すみ渡り、冷気が彼女の頰を撫でた。

　やや風が強く、天空の星々は激しく瞬またたいている。

　天幕から少し離れたところで足を止めたクシューシカは、満天の星空を仰ぎ、大きなため息を吐ついた。

　先を歩いていた三人が彼女の下へ引き返してくる。

「どうした、筆頭。憂ゆう鬱うつそうだな」

　と声をかけてきたアルゴラに対し直接応えず、クシューシカは背後を振り返った。

　いま天幕の中では、どんな話が交わされているのだろうか。

　会話というか、レフレンシア様が一方的に捲まくしたてているだけかもしれないが。

　クシューシカはもう一度、ため息を吐いた。

「本当にあれでよかったのかな」

　アルゴラは、ふん、と小さく鼻を鳴らし。

「いいも悪いも、本人がそうしろと言っているのだから、そうするしかないのでは」

「まぁ、そうなんだが。しかし、万が一にもレフレンシア様を失うようなことになれば我々の痛手は計はかり知れないのだぞ。そこまでの危険を冒おかしてこの作戦を遂すい行こうすべきなのかどうか……わたしにはわからない」

「それも団長と副団長が必要と認めたことだ。我らがどうこう言っても仕方がない」

「それもアルゴラの仰おおせのとおりなんだが……」

「まぁまぁ、クシューシカ筆頭、大丈夫ですよ～～」

　聞いている者すべてを脱力させるような気の抜けた声でレオノーラが言った。

「あのレフレンシア様がそう簡単に死ぬものですか～～。任務を果たしたあと、あっさりと脱出して、けろっとした顔でわたしたちの前に姿を見せますって～～」

「だといいのだがな」

「それにしても、わざわざこんな茶番劇を。本当にあの女ひとは何を考えているんだか」

　ヨーコが吐き捨てるようにそう言うと、クシューシカが彼女を宥なだめた。

「そう責めるな、ヨーコ。たぶんガブリエラ団長のことを考えているのだ。団長は優しいからな。優しすぎるからな。それに、まだ経験も不足している。自分からは言いだせないだろうから、無理やりでも自分が最後の仕上げを行うという状況を作ってやろうという、いわばレフレンシア様の親心だよ」

「それで団長が、この先、いざというときに非情になれるのならいいのですが」

「団長に関しては、長い目で見守ってやるという態度が肝かん要ようではないかな」

「そんな悠ゆう長ちようなことを言っている場合ではないのではありませんか。白兎騎士団われわれがいま置かれている状況は」

「そうかもしれない。が、そこはそれ、あの団長のことだ、いずれ窮きゆう余よの一策を、起き死し回かい生せいの一手を捻りだしてくれるに違いないさ」

「……だといいのですが」

「我々は我々のやれることを精一杯やるだけだよ。さしあたっては、こちらに向かっているイリアスタ部隊の足止めだ。頼むぞ、アルゴラ、レオノーラ」

「元より承知」

「頑張りますよ～～」

　このとき、ガブリエラとレフレンシアのあいだでどんな言葉が交わされたのか、結局、クシューシカたちが知ることはなかった。
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　白はく兎と騎き士し団だんの足止め部隊は、イリアスタが中心となった都市国家連合軍の輜し重ちよう部隊を狙うよう命じられている。

　とはいえ、相手も警けい護ごの部隊を付けているから、輜重兵だけを相手にしていればいいというものではない。加えて敵の本隊が駆かけつけてきたら、あっという間まに衆しゅう寡か敵せずの状況ができあがる。そうなっては無事に逃げられるかどうか甚はなはだ怪しくなるわけで、もたもたしてはいられない。襲ったら、速やかに撤てつ収しゆうすることが肝かん心じんだ。

　もっとも、輜重部隊に大きな損そん害がいを与える必要などないので、撤収に関してだけならそれほど難なん易い度どは高くない。

　なぜ損害を与えなくてもいいのかといえば、この作戦の目的が、あくまでも時間稼かせぎにあるからで、要は相手の行軍速度を落とせばそれでいいのである。

　稼いだ時間を使って、奪うばった城じよう砦さいに魔術を仕掛けるための工事を進めておく。そこに仕込む魔術が敵に一泡吹かせるための種だから、工事の時間を少しでも多く稼ぎたいというのがガブリエラとレフレンシアの狙いだった。

　では、時間を稼ぐためにはどうするか。

　輜重部隊を襲えばいい。襲うだけでいい。

　イリアスタ軍首しゆ脳のうにしてみれば、輜重部隊が襲われたという事実が、より警護を厳げん重じゆうにしなくてはならないという意識に繋つながる。過去に痛い目に遭あっている分、どうしても輜重部隊に付ける兵員を増やさざるを得なくなる。

　そうなると、本隊だけが先を急ぐのが難しくなる。輜重部隊とあまり離れず、適てき度どな距離を保ちながら進軍するという選せん択たく肢しを指揮官は選ぶことになるだろう。あるいは、本隊で輜重部隊を警護しつつ進むという方法に切り替えるかもしれない。

　いずれにしても、ガブリエラたちが籠こもる城砦に向かっている敵部隊が到とう達たつするのが、おそらく数日間――長くても二、三日程度だろうが――遅れる。一日、二日で集結するところが、三日から最長で五日かかる。その三日から五日の日数が、ガブリエラやレフレンシアにはどうしても必要だった。

　敵には、城砦の構こう築ちくを進めるための日数を稼ぐと思わせておいて、その実、あの仕掛けのための工事を進め、いざというときに備えて仕掛けの発動を訓練しておくために。

　だからこそ、どの程度の被害を与えるかは二の次として、なんとしても敵輜重部隊を襲いたかった。

　となれば。

　正面から攻撃するのは無理なので、最さい精せい鋭えい部隊を編へん制せいし、敵の隙すきを衝ついて夜や襲しゆうを敢かん行こうするしかない。

　しかし、警戒している輜重部隊を敵の勢力圏けん内で襲う以上、危険で困難な任務になるのは確実だ。ガブリエラは襲撃部隊の指揮官にクシューシカを充あて、以下、アルゴラやレオノーラ、そして遊ゆう撃げき小隊に新しん雛ひよこ小隊など、戦闘能力に秀ひいでた者を集めて、実行部隊を編制した。

　本当ならヨーコも組み入れたいところだが、そうすると、もしも城砦に敵の先行部隊が攻撃をかけてきたときの防御戦に不安が残る。

　ガブリエラはヨーコ中隊を城砦に残すことにした。

　ちなみに「敵に一泡吹かせてから逃げる」作戦の名称を、ガブリエラやレフレンシアは「磯いそ蟹がに」と名付けた。

　今回ばかりは妥だ当とうな作戦名だというのが団員のあいだでは専もつぱらの評ひよう判ばんだった。




　　　　　２




　まずは敵輜重部隊の位置を特定しなくてはならない。輜重部隊だけではなく、城砦の周辺にいる敵部隊の現在位置と兵力も把は握あくしておかないと作戦の実行に支し障しようが出る。

　ガブリエラとレフレンシアは、幾いくつもの物もの見み班を城砦の周辺に送りだした。

　物見班は基本的に小隊単位で編制したが、ジアンやデイレィ、アスカやハイミオなど、偵てい察さつ能力に長たけた者には補ほ佐さを二人付けただけで一班として送りだした。彼女たちなら一人で数人分の働きをしてくれるという、ガブリエラの信頼の為せる業わざである。

　補佐の二人はあくまで伝令役で、索さく敵てき行動はジアンたちが単独で行った。そのほうが効こう率りつがいいからだ。

　あるいは馬で、あるいは徒歩で、城砦から散っていった物見班から、ガブリエラの下へ次々に報告がもたらされた。

　その日のうちに、ガブリエラやレフレンシアは、ルーアル・ソシエダイ軍部隊の配置、都市連合軍部隊の進行経路、各部隊の兵力など、大まかにではあるが把握を済ませることができた。
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　部隊司令所となっている城砦内の天てん幕まく。

　その中に野や戦せん卓たくが置かれ、卓上には大きな薄い布製の地図が広げられている。

　地図が布製なのは、布製のほうが安あん価かで持ち運びに便べん利りという理由からだ。捨てるにせよ燃やすにせよ、布製なら惜おしくはない。紙はまだ高価な貴き重ちよう品ひんなのだ。

　地図の上には、敵味方を示す小さな駒こまが置かれている。

　白はく兎と・ベティス側は白色、ルーアル・ソシエダイ側は赤色の駒だ。

　もっとも、地図上にある白色の駒は城砦に置かれた物のみだった。

　一方、赤色の駒は、城砦の周辺、あちこちに置かれている。その最終的な目的地は、もちろんこの城砦である。













　地図の載のった野戦卓を取り囲むように、白兎騎士団しろうさぎの幹かん部ぶが立っている。

　ガブリエラ、レフレンシア、クシューシカ、アルゴラ、ヨーコ、レオノーラなどだ。少し下がったところに遊撃小隊長のセリノスと新雛小隊長のアスカの姿もあった。

　ベティスの中隊長二人は遠えん慮りよがちに後方に控えている。なんといっても、この城砦を奪ったのは白兎騎士団しろうさぎなのだ。彼らの部隊はあくまで援軍であり、作戦の主導権は白兎騎士団しろうさぎが持っていた。

　白兎騎士団しろうさぎの幹部も一般団員も、全員が軽けい装そう鎧よろいを着込んでいる。

　先ほどジアン班からの伝令が走り込んできて、都市国家連合軍本隊の後方にいる輜重部隊の位置が特定できたところだった。

　地図に目を落としていたレフレンシアが低く唸うなった。

「なかなか際どいところだな」

　隣に立っているガブリエラも、そうですね、と頷うなずく。

「本当に『磯蟹』を実行してしまっていいのでしょうか？」

　ガブリエラが、もの問いたげな視線をレフレンシアに向けた。すると。

「まだ躊ちゆう躇ちよしているのかい、団長は」

「あの……」

「やっておこう。ただ逃げるだけなのも癪しやくだ、という感情論とは別に、敵に反撃をした、打撃を与えたという事実はほしいからね」

　ガブリエラは力なく頷いた。

「……ですね。ル・アンヘルに続けてこの城砦の奪取にも失敗したとなると、こちらが一方的に押されている、いいようにやられているという印象を周辺諸国に与えてしまいますし……」

「戦略的には避けたいからね、それは」

「ですが……」

　レフレンシアの横顔を見つめるガブリエラの目には不安の色が浮かんでいる。

　どれほど危機的状況に陥おちいっても、それを切り抜ける奇き策さくを平へい然ぜんと提てい案あんし、決然と実行してきたガブリエラにしては珍めずらしいこともあるものだ。

　レフレンシアが顔を振り向けた。彼女の目には、ガブリエラと違って優しい色合いが浮かんでいる。

　鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎを実質的に率いていたレフレンシア本来の厳しくも透とう徹てつした目ではなく、慈じ愛あいに満ちた母親のような目だった。

「わたしのことを心配してくれるのかい？　優しいね、団長は」

　違います。優しいのはわたしではありません。レフレンシア様、あなたのほうです。わたしがレフレンシア様を死地に追いやるような命令を下せないと考えて、「処しよ罰ばつ」という形を取って実行者に指名されるべく、あんな茶ちや番ばん劇げきを仕組んだのですから。すべてはわたしを悪者にしないため。わたしの負担を軽減するため。そのため自ら悪者になり、道化になり、最も危険な役目を買って出てくださったのですから。

　そんな優しいレフレンシアに、ガブリエラはどんな言葉をかければいいのかわからなかった。

　自分に目をかけ、才能を高く評価し、最後には団長にまで引っ張りあげてくれたレフレンシア。

　一回生に過ぎない自分の言葉に耳を傾かたむけ、その奇策を信頼し、採用してくれたレフレンシア。

　騎士団のことだけでなく、アグァローネ地方全体を見やる広い視野を持つと同時に、団員一人一人のことまで気にかけてくれるレフレンシア。

　そのレフレンシアを。今の白兎騎士団しろうさぎの精神的支柱であると同時に、未だに実質的な指導者でもあるレフレンシアを、もしかしたら失う危険がある。

　そんな作戦を実行してしまっていいのだろうか。

　白はく兎と・ベティス側への周辺国の評価。そんなものとレフレンシアを引き替えにできるのだろうか。

　ガブリエラの心は揺れ、千ち々ぢに乱れる。

　団長に狼ろう藉ぜきを働いた罰として、レフレンシアがこの作戦でいちばん危険な役割を負うことは、すでに決定している。いくらガブリエラが団長だといっても、これを引っ繰り返すことはできない。

　そもそもこれは、レフレンシア自身が言ったように、彼女にしかできないことなのだ。余人には代え難がたいことなのだ。

　であれば。

　ガブリエラとしては、レフレンシアを死地に追いやらないためには、作戦そのものを中止するしかない。

　けれど、そんなことが許されるのか。それはあまりにも個人的な感情ではないか。

　そう思う一方で、もしレフレンシアを失いでもしたら、その痛手は計はかり知れないとも思うのだ。

　白はく兎と騎士団にとっても。

　ベティス大公国にとっても。

　そしてガブリエラ自身にとっても。

　母親のような存在……とは言わない。言ったら、レフレンシアに殺されるだろうから。けれど一人っ子のガブリエラにとって、レフレンシアは姉のような存在となっている。

　ときに鋭えい利りで冷れい徹てつで、ときに優しく思し慮りよ深く、視野が広く、同時に個人への気配りも忘れないレフレンシアは、姉であると同時に、指導者として見習うべき存在でもある。

　いまレフレンシアを失ったら、きっとガブリエラは己の半身を喪なくしたような痛みと寂せき寥りよう感かんを覚え、後悔に身を苛さいなまれるだろう。

「磯蟹」作戦を実行したときのレフレンシアの生せい還かん確かく率りつはどのくらいだろう。

　二割か三割か。いや、もしかすると一割以下かもしれない。

　それでもわたしはこの作戦を実行しなくてはならないのでしょうか。あのとき「敵に一泡吹かせてから逃げましょう」などと言わなければ……こんな作戦を思いつかなければよかったのかもしれません。

　ガブリエラは心の底からそう思う。

　得意げに「敵に一泡吹かせて」などと言った自分を嫌けん悪おしたくなる。

　でも……わたしは……。

「団長」

　レフレンシアが優しくガブリエラの肩を叩いた。

「あまり気にすることはない」

「レフレンシア様……」

「だから、様付けは駄目だろ？」

　レフレンシアは、戯おどけた表情で片目を瞑つぶってみせる。

「人生とは出会いと別れの連続だよ。わたしが戻っても戻らなくても、いずれ団長とは別れるときが来るんだ。戻らなかったとしても、それが少し早まっただけさ」

「でも……そんな……」

「団長には苦労をかけるかもしれないけど、ここにはクシューシカもいる。アルゴラやヨーコもいる。レオノーラもいる。まぁ、あいつはいてもあんまり役に立たないかもしれないけど。本ほん城じように帰ればマクトゥシュやアナもいる。マクトゥシュには迷惑をかけるけど、もうしばらくは君を支えてくれるだろう。それに、君にはかけがえのない仲間がいるじゃないか。セリノスたちは、必ず君を支え、盛り立てていってくれるさ」

「レフレン……シア……さま……」

　目から涙が溢あふれるのをガブリエラは止とめられなかった。

「なぁに、わたしはそう簡単にはくたばらないよ。何しろわたしは盆ぼん地ちの魔女だからね。魔女はしつこいんだ。執しゆう着ちやく心しんが強いんだ。だから戻ってくるよ」

「あぅぁ……うぇぇ……」

　泣かせた。

　副団長が団長を泣かせた。

　団長は身も心も副団長のモノに？

　などという囁ささやき声が、天幕内にいた団員のあいだに湧わき起こる。

　しゃくり上げるガブリエラの肩を、レフレンシアが苦笑いを浮かべながら抱き寄せた。

「ほら、そんなふうに泣いていると、またあらぬ噂うわさを立てられてしまうぞ？」

「あぐ……えぐっ……」

「しようがないなぁ。泣き止やまないなら、また接吻ちゆ～しちゃうよ？」

「ひぇやっ？」

　ガブリエラはおののくようにばっと身を引いた。

　それを見て、レフレンシアがいかにも不満だという顔になる。

「なんだい。団長はわたしに接吻ちゆ～されるのがそんなに嫌なのか。傷つくな」

　下がったガブリエラは、あわあわと手を振りながら前に出てきた。

「あ、いえ、あの、そういうことではなく。全然なくて……」

「ん？　じゃあ、嫌じゃないんだね？　むしろ歓かん迎げい？　だったら喜んで……」

「いひぃぃ」

　すざぁっと、ガブリエラが後あと退ずさる。

　いちゃいちゃしてる。

　団長と副団長がいちゃいちゃしてる。

　人目も憚はばからずにいちゃいちゃだ。

　またも天幕内に囁き声が広まっていく。

「はいはい、団長も副団長も、いちゃいちゃするのは、夜、人目のないところで、二人だけで行ってください」

　見かねたクシューシカが二人のあいだに割って入った。

「双そう方ほうが合意の上なら問題はありませんしね」

「ごごごご、合意の上って、何を合意すると言うのですかっ!?　え？　違いますよっ？　クシュクシュクシューシカ筆ひつ頭とうも、いいいいいい加減なことを言わないでくださいっ！　といいますか、そんなことを言ってる場合じゃないですよぉっ！」

　混乱を来きたしたガブリエラが、クシューシカの胸を両手でぽかすかと叩いた。

「団長、そこを叩かれると困るんですが。鎧を着けているとはいえ、一応わたしも女子なので」

「あああ、あれ？　あれれ？」

「そうだとも、団長。クシューシカは叩かれるのは嫌いなんだ。もっとこう、優し～く揉もんであげなくちゃ駄目だよ。もちろん、鎧を脱がせてね」

「それもお断りですけどね！　それより」

　クシューシカは険しい目つきでレフレンシアを睨にらみつける。

「もう遊んでる場合じゃないと思いますが？　副団長」

「ああ、そうだね。悪かったよ」

　レフレンシアはクシューシカに向かって手を挙あげ、軽く頭を下げた。

「言いたいことはいろいろあるかもしれないけれど、今は目の前の作戦に集中しようよ、団長。これをしくじったら、わたしは無む駄だ死じにになってしまうじゃないか」

「死にって、死にって……副団長、さっき必ず戻ってくると言ったじゃないですか！」

　ガブリエラの目に、また涙が浮かんでいる。

「ああ、そうだった。ごめん、ごめん」

　レフレンシアはガブリエラにも頭を下げる。

「こう言い直そう。無事に戻ってこられたとしても、この作戦が失敗したのなら、骨折り損の草臥くたびれ儲もうけになってしまう……どうだい、これならいいかな？」

「…………」

　ガブリエラは赤い目のまま無言で小さく頷いた。

「では、本題に戻ろうか、クシューシカ」

「わたしは最初から本題にのみ集中したかったですよ、レフレンシア様」

「そう言うなよ。人生、たまには寄り道も大事だぞ？」

「レフレンシア様のように寄ってばかりでは、本道に戻ってこられませんよ」

「相変わらず融ゆう通ずうが利きかないなぁ、君は。そんな大きな胸を誇ほこっているのに」

「ですからっ！　胸の大小は関係ないでしょうっっ」

　レフレンシアを見るクシューシカの目が吊りあがっていて、髪の毛が逆立っていて、かなり恐かった。

　彼女はぎゅっと握った右拳を振りあげた。

　拳が怒りでぷるぷると震えているのが見て取れた。

「あぁ、わかった。わかったって。そんなに怒るなよ。君に殴られたら、わたしなんか一撃で死んじゃうだろ」

「あなたなら、殺されても死なないと思いますけど？」

「人を化け物みたいに言うなよ」

　ぶつぶつと文句を言いながら、レフレンシアは手にした細い指し揮き棒ぼうを地図の上に伸ばした。

「はい、ここ。ここにいるよ、輜重部隊が。周りの戦闘部隊との位置関係、及び周囲の地形を頭に叩き込んでくれよ、クシューシカ。アルゴラもレオノーラも」

　何かを言いたそうにしていたクシューシカだが、その言葉を呑のみ込こみ、気分を落ち着けようと深呼吸してから、ええ、と頷いた。

「言われるまでもない」

　アルゴラがそう応こたえると、レオノーラが高々と右手を挙げた。

「はぁい、覚えました～～」

「あとでこの地図を、小さい布に複ふく写しやして渡そう。ジアンやアスカにもしっかりと覚えさせておいてくれ」

「了解です」

「言っておくけど、あくまで足止めが目的だからね？」

「それも了解です」

　とクシューシカが重ねて応えると、レフレンシアはちらっとアルゴラのほうに視線を走らせた。

「あくまで足止めが目的だからね？」

「言われるまでもありませんよ」

　アルゴラはそう応えるが、彼女の言葉を頭から信じるような者はここにいない。

「もし余計なことをしてみんなに迷惑をかけるようだと……」

「だから。しませんよ」

　というアルゴラの言葉を無視して、レフレンシアは最後通つう牒ちようを突きつけた。

「今度は君の寝室に夜よ這ばいをかけるからね、アルゴラ」

　ぞわり。

　さすがのアルゴラも肌が粟あわ立だつのを禁じ得ない。

「絶対に……しませんよ」

　不本意ながら、そう誓わざるを得ないアルゴラだった。

「そうかい？　じゃあ」

　レフレンシアがクシューシカに向き直る。

「日没前に出撃してもらおう。準備を急いでくれないか」

「……了解です」

　クシューシカは諦てい観かんしたような、どこか達たつ観かんしたような不思議な表情になって、レフレンシアとガブリエラに向かって白はく兎と式の敬礼を送って寄よ越こした。




　　　　　４




　足止め部隊は、夕ゆう刻こくに出撃していった。

　城砦に残った団員は、敢あえて城砦に残っている工人たち――白はく兎と騎士団が支払う高額の工賃が目当てだ――と共に、城内での作業に没ぼつ頭とうしていた。

　元より、城砦を保持するのは諦あきらめているので、防御力を強化することはしない。ただ一泡吹かせて逃げるためだけに工事を進めている。

　もちろん、工人たちは工事をしているだけで、その後、そこで何が行われるかまでは知らない。というより、魔術を仕掛けることを彼らに知られてはならない。

　作戦の指揮を執とるのはレフレンシア。

　彼女の傍かたわらに付き従うのは、副団長付きの秘書官、ジュンエン・ジュエルハウデ。

　とはいえ、不思議なことに作業員や団員に細かな指示を出しているのはジュンエンで、レフレンシアは腕うで組ぐみをしたまま難しい顔で、その様を見守っているだけだった。

　そこへガブリエラが、団長付き秘書官のレオチェルリを伴ともなってやってきた。

「お疲れ様です、副団長」

「団長もお疲れ様だね」

「いえ、わたしは……あの、作業の進しん捗ちよく状況は如何いかがですか？」

「そうだね。この調子なら、あと三日あれば、なんとか仕込めるかもしれないな。予想以上に多くの工人が残ってくれたからね。金目当てってのもあるのだろうけど、かなり多くの工人がクシューシカに見み惚ほれたみたいでさ。巨乳の女は、こういうとき男を誑たぶらかし易やすくていいよな？」

「え……いえ、どうなんでしょう」

「団長だって、きっと誑かせるぞ？」

「いえいえ、わたしなど、クシューシカ筆頭の足下にも及びません」

「そうかな。足下には充分に及んでいるのじゃないかな？　どうだろう、わたしに揉ませてくれれば、実際、どのくらい及んでいるのかを確かめてあげるんだけど」

「お断りですっっ！　といいますか」

　ガブリエラが情けない顔になる。

「お願いですから、真ま面じ目めにやってくださいませんか」

「え？　今のはかなり真面目なお願いだったんだけど」

　ガブリエラはがっくりと肩を落とし、大きなため息を吐ついた。

「わたしがこんなにもレフレンシア副団長のことを心配しているのに……副団長は……どうしてそんなにいい加減なんですか……」

　と抗議するガブリエラの口調は、随ずい分ぶんと弱々しい。

「悪かったよ、団長。でもさ、そんなに思い詰めなくてもいいんだよ。いつものとおりにしていればいい。君が沈んだ顔をしていると、他の団員の気持ちも沈んでくるだろ？　組織の頂点に立つ者は、その辺にも気を配らないとね」

　言われることはわかる。レフレンシアのいい分は正論だろう。

　それでも。

　ガブリエラは納得できない。

　割り切れない。

　レフレンシアを死地に送ることが団長の務つとめだというのなら、団長になんかなりたくなかった。

　悄しよう然ぜんと肩を落とすガブリエラに向かって、レフレンシアはいつもと変わらない口調で呼びかける。自分がどれほど危険な任務に当たらなくてはならないか、わかっているはずなのに。

「二日。それだけを足止め部隊が稼いでくれれば、最低でもこれから三日は確保できる。なんとかなるはずさ」

　ガブリエラは、そんなレフレンシアの精神力の強きよう靱じんさに舌を巻く。感心する。感動すら覚える。いつの日か自分も彼女のように強い心を持つ人間になりたいと思う。そのためには、まだまだレフレンシアに師し事じしていたい。教えを請こいたい。導いてほしい。叱しかってほしい。

　それなのに……。

　最悪の場合には、それがもう二度と叶わなくなるかもしれないという想像が、ガブリエラの胸を締めつける。

　そんな彼女の思いを知ってか知らずか、レフレンシアはいつもの調子で言葉を継ついでいくのだ。その平静さが、ガブリエラには少し腹立たしかった。

　こんなに哀かなしい気持ちになっているわたしが馬鹿みたいではないですか。

　もっとも、それもレフレンシアの計算のうちなのかもしれない。そう思うと、余計にやるせなくなる。

「それにしてもゼンゼンの奴が凄すごいな。体を硬こう化かするあいつの『仙せん術じゆつ』がここまで使えるとは思っていなかった。呪じゆ札さつを仕込むためには狙った場所に正確に坑あなを掘らなくてはならないからね。道具を使わないのに、あいつが坑を掘る速さは驚異的だよ。まさに、この仕掛けを仕掛けるためにいるような奴だな。ジュンエンの知識とゼンゼンの能力があれば、三日でなんとかなるはずだ。だからさ、団長」

　レフレンシアは、ぽん、と軽くガブリエラの肩を叩いた。

「あとは連中が上う手まく敵の主力を足止めしてくれることを祈ろうじゃないか」

　失敗すればいいのに。そうすれば仕掛けを使う場面は来ません。わたしたちは尻しりに帆ほかけて逃げるだけですから、それならレフレンシア様を失う危険はなくなります。

　一瞬、そんなことを思ってしまったガブリエラは、しかし、レフレンシアに凝視され、慌てて視線を逸そらせて小さく頷いた。

「そ、そうですね。クシューシカ筆頭たちなら、きっと上手くやってくれるのではありませんか」

「団長、そんなに不安そうな顔をしなくてもいいよ。わたしだって命は惜おしいからね。進んで死ぬような真ま似ねはしないさ」

　逆に言えば、進まなければ……退さがってもなお逃げ切れない場合は、死ぬのも覚かく悟ごのうちだと……ああ、駄目。駄目だわ。思考が勝手に、どんどん悪い方へと向かってしまいます。

　ガブリエラは自分でも意外だった。

　わたし、もう少しものに動じない人間だと思っていたのですけれど。

　多くの団員の中のたった一人、レフレンシアを失うかもしれないと想像しただけで、ガブリエラは居ても立ってもいられないほどの焦しよう燥そう感かんに囚とらわれる。

　偉い大だいな先せん任にん幹かん部ぶへの尊敬とも違う。

　厳しい先輩への恐れとも違う。

　有能な副団長への憧あこがれとも違う。

　家族や親族に対する親しん愛あいの情とも違う。

　親しい友に対する友情とも違う。

　では、自分のこの気持ちはいったいなんだろうと、ガブリエラは不思議に思う。

　もしかするとそれは、恋人に対する恋れん慕ぼの情にいちばん近いのかもしれない。

　その可能性に思い至ったガブリエラは、顔を赤く染め、強く首を左右に振った。

　い……今は、そんなことを考えている場合ではありません！

　今でなければ考えてもいいのか？　という突っ込みが心のどこかで湧わき起こったが、そんな突っ込みは無視するしかない。

　とにかくガブリエラには、団長としてこなさなくてはならない仕事が山やま積づみになっているのだ。

「で、では、副団長、わたしは指揮所に戻りますので」

「うん。あとでわたしも顔を出すよ」

「行きましょう、レオチェルリ」

　鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎに入るずっと以前からガブリエラに仕えてきたレオチェルリには、主人の葛かつ藤とうが手に取るようにわかる。そのせいで彼女も心を痛めていた。

　しかし、いまレオチェルリにできることは何もない。

　そのことが彼女の気持ちを余計に暗くする。

「……はい、ガブリエラ様」

　どんよりとした空気を纏まとった主従は、覚おぼ束つかない足取りで指揮所が置かれている天幕のほうへと戻っていった。

　その背中を見送ったレフレンシアは、小さなため息を吐つく。

　やれやれ、ガブリエラにはまだ荷が重かったかな。でも、いずれは経験しないといけないことなんだ。子供はいつか親離れするもの。雛ひなはいつか巣立っていくもの。たとえそれが今日でなくても、明日あしたか明後日あさつてには。

　レフレンシアは、ふぅ、ともう一度ため息を吐つく。

　そうして、ガブリエラと出会ったときのことを思い浮かべる。

　あれは、たった一年ほど前のことなのだ。

　僅わずか一年足らずで、ガブリエラは団長にまで昇り詰めた。それがレフレンシアの引き立てによるものだとしても、才能と実行力と周囲の評価がなければ、どれほどレフレンシアが目にかけたとしても、ここまでは来られなかったはずだ。

　自分の第一印象の正しさが証明され、レフレンシアとしては満足だ。

　同時に、自分の期待以上のことを成し遂げたガブリエラには、驚くと共に惜おしみない称しよう賛さんを送りたい。

　そしてこうも思うのだ。

　雛ひよこから脱したとはいえ、まだガブリエラは若い。彼女が名実共に鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎを支え、導いていくような、そんな立派な団長になるところを見てみたい、と。

　そのためには「磯蟹」を成功させなくてはな。

　成功させるというのは、敵に一泡吹かせるのと同時に、レフレンシアが無事に白兎騎士団しろうさぎに帰き還かんするということを意味する。

　そうすれば、またガブリエラを弄いじって遊びながら、彼女の成長を目まの当たりに確かめることができるというものだ。

　さぁて、「成功」確率はどのくらいのものかな？　わたしの計算だと、三割くらいはあるはずなんだけど。万一、敵に捕まったとしても、戻る手段は絶無ってわけじゃないのだし。仕掛けに失敗して自じ爆ばくでもしない限り、そう悲ひ観かんすることもないはずさ。
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　イリアスタが主導する連合軍の輜重部隊は夥おびただしい松たい明まつを焚たいて野営していた。

　夜よる闇やみの中のこと、正確な数の把握は難しいが、昼間、ジアンからもたらされた報告によれば、およそ三、四百という兵数だったから、その数を信じていいように思える。

　そして、これも昼間の報告にあったとおり、輜重部隊と同程度の警護兵が付き従っているようだ。

　つまり、合わせて七百前後の兵がここにいる。

　となると、城砦に向かっている本隊には七、八百くらいしかいない計算になる。

　数日前にこの部隊を確認したときは、総勢千五百程度ということだった。今日までに後続部隊が合流したという報告はないから、兵数の配置は輜重部隊に七百前後、本隊に八百前後という推すい定ていで間違いないはずである。

　本隊と輜重部隊の兵数がほぼ同数というのは些いささか過か剰じよう警備と言えなくもないが、こうなると、僅か三十名ほどの足止め部隊で輜重部隊を襲しゆう撃げきするのは一苦労だ。

　小高い丘の上に腹ばいになったアルゴラが、呟つぶやくように言った。

「敵は随ずい分ぶんと慎重なのだな」

　さすがのアルゴラも、これでは手の出しようがない……と思いたいところだ、クシューシカとしては。

　アルゴラの隣で、やはり腹ばいになって眼下を覗のぞき込んでいるアスカが、アルゴラの呟きに応えた。

「ル・アンヘルで輜重部隊をこちらに壊かい滅めつさせられたのに懲こりたんじゃないですか？」

「そうかもしれんな」

「警備の兵が多いのも問題だが、それ以上に、これだけ煌こう々こうと松明を焚かれていると、闇に紛まぎれて接近というわけにもいかんな。さて、どうするか」

　二人と同様、地面の上に腹ばいになっているクシューシカはそう呟くと、眼下で赤々と燃える無数の炎を睨にらみつけ、難しい顔で考え込む。

「しかも、連中、平らな場所に野営してますしね。あれって、こちらに居場所を探られてもかまわないという前ぜん提ていなんですよね、クシューシカ様？」

　と、今度はジアンが訊きいた。

　いま丘の上には、足止め部隊の指揮官であるクシューシカと、ジアン、アスカ、アルゴラの四人がいた。残りは丘の下で待たい機きしている。

　これからの方ほう針しんを決めるためにも、クシューシカは自分の目で周りの状況を確かめたかったのだ。

「だろうな。こちらの兵力は見切っているということだろう」

「先行部隊の中から城砦の見張りを出していますよね。出撃してきた自分たちの存在がすでに知られてるってことはないですかね？」

「ばらばらに出たし、川を伝って移動したし、まぁ大丈夫だろう。それまでも物見部隊が出入りしていたわけだしな」

　とジアンに応えたクシューシカは、前方に据すえていた視線を横に振った。

「何か考えはあるか、アルゴラ？」

「いっそとつ……」

「突撃はなしだ。斬り込みもな」

「……とつにありませんよ」

　アスカは思わず噴ふきだしそうになるのを必死で堪こらえた。

「ジアンはどうだ？」

「そうですねぇ。こっそり近づいていって見張りを五、六人、殺やってくるっていうならできますけど、それじゃ駄目ですよね」

「そうだな。それはあまり意味がないな」

「ジアン先輩なら、五、六人といわず、五十人や六十人くらい殺やれるんじゃ？」

　とアスカが揶や揄ゆするように言うと。

「いやいや、それは無理。どんなに頑張っても二十人くらいかなぁ。それ以上殺やると、確実に気づかれて兵が集まって来ちゃうから」

　真顔で返すか。というか、二十人ねぇ。黒くろ猫ねこの手練れでも、そこまではいかないぞ。そういえば、黒猫が白兎騎士団しろうさぎを襲ったとき、こいつも現場にいたって話だったよな。ふっ、連中も運がなかったな

　アスカは思わず笑みが零こぼれそうになるのを必死で抑えた。

「アスカは？」

「え？」

　アスカが驚いた顔を向けると、自分を見ているクシューシカと目が合った。

「だから、何か考えはないかと訊いているんだが」

　騎士団の最高幹部様が、わたしみたいな下したっ端ぱに、そういうことを訊くかね。本当に変な連中だな、こいつら。

　と少し呆あきれるものの、驚かされはするものの、アスカのような自立的な人間は、訊かれて気分が悪いはずがない。自分が頼りにされていることの現れに思えるから。

　だからアスカは、割と真面目に答えた。

「え～～と、いっそ本隊のほうを襲うとか？」

　隣のアルゴラの目が輝いたのを感じて、しまった、余計なことを言ってしまったか？　と後悔するアスカだったが。

「ほう？」

　クシューシカも、意外そうな顔をしたものの、言げん下かに否定したりはしない。

　しっかし、こいつら本当に下の者の意見にも耳を傾けるんだよなぁ。不思議というか、おっかしな連中だよなぁ。

　そういうことは、外から見ているだけではわからない。これを知ることができただけでも、白兎騎士団しろうさぎに潜せん入にゆうしたかいがあったんじゃないかな、と思うアスカである。

　上じよう意い下か達たつが当然であるこの世界の人間にとって――むろんアスカにとっても――それは驚きであった。

　ただ、アスカの場合、意外と心地よい驚きであったことは否定できない。

　だからこそ彼女は、白兎騎士団しろうさぎの内部情報を手に入れたら、頃合いを見計らって退団しようと思っていたのに、ここまでずるずると騎士団暮らしを続けているのだ。

　なんかもう、膝ひざまでどころか、腰までずっぽりと白兎騎士団しろうさぎに浸つかってる感じなんだよなぁ。いいんだか悪いんだか。

　騎士団に留とどまれば留まるほど得られる内部情報は増えていくのだから、それはそれでいいのだが、しかし情報を売ろうとすれば、騎士団を辞めて、情報の買い手を探さなくてはならない。騎士団に在ざい籍せきしたまま買い手を探すのは不可能だ。

　いや、その前に、早く帰ってこいって、リンダに怒られそうなんだよな。

　リンダというのは、何でも屋を営いとなむアスカの共同経営者である。

　クシューシカが考え込んでしまったので、アスカがあれこれとりとめもなく考えていると、やがて。

「なるほど、意外といけるかもしれないな」

　と呟きつつ、クシューシカが顔を上げた。

「ああ、いける。いけるな、その案は」

　アルゴラは、完全に乗り気になっている。

「いえ……いけますか、本当に？」

「何を言っている。いけると思ったから、おまえも提案したのだろう？」

　とアルゴラに突っ込まれ、アスカは降こう参さんとばかりに内心で両手を挙あげた。

「まぁ、そうなんですけどね。こうあっさり認められるとは思ってなかったもので」

「何を言う。敵と斬り合える作戦なら、わたしは一回生の提案だろうと奴ど隷れいの提案だろうと蟻ありの提案だろうと真しん摯しに耳を傾けるぞ」

　ジアンが苦笑しているその横で、クシューシカが無言で右手を挙げ、固めた拳こぶしを振りおろした。

　ごんっ。

「痛つうっっ」

　鈍い音がしてアルゴラが後頭部に手を伸ばす。

　手っ甲を付けているとはいえ、兜かぶとの上からでも殴れてしまうクシューシカの拳の硬かたさには恐れ入る。

「おまえは少し黙だまっててくれ、アルゴラ」

「何も殴ることはないだろうに。このデカ胸暴力女は」

「なんだと!?」

　クシューシカが気け色しきばんだ。

「胸の大きいのを非難される筋合いはないな。むしろそこは女として誉ほめられてもいいところだろう？」

　そこ？　突っ込むの、そこですか、クシューシカ様!?

　隣でジアンが情けない顔になっている。

　っていうか、それに関しちゃ、自分、一生、誉められないよなぁ。くっ、夜空に瞬またたく星の光が目に染みるぜ。

「百ひやく薬やくの長ちようと言われる酒も、度が過ぎれば体に悪いのと同じですよ。胸も巨大すぎると体に悪い。というより、周りに迷惑だ」

　いやいや、迷惑を受けるのは自分級の寂しい胸の持ち主ですって。アルゴラ様のなら充じゆう分ぶんでしょ。

　などと密ひそかにジアンが突っ込んだ。

「あんた、俯うつぶせに寝てると、胸が大きすぎて上体が宙ちゆうに浮いているそうじゃないか」

「そこまで大きくはないっ。というより、それもう人間じゃないだろう！」

「だったら、あんたは人間じゃないんだ。きっと牛なんだよ」

「血に飢うえた狂きよう犬けんに言われたくはないな。というより、凶剣か？」

　クシューシカとアルゴラが額ひたいをぶつけんばかりにして、至近距離で睨み合っている。それはもう凄い迫力だった。

　しかし、今はそんなことをしている場合ではない。

　とばっちりを食うことを恐れたのか、アスカは知らん顔だし、ここは自分が仲ちゆう裁さいに入るしかないとジアンは覚かく悟ごを決めた。

　恐いけど。

「あの～～、すいません、クシューシカ様もアルゴラ様も、今は喧けん嘩かしている場合じゃないと思うんですけど？」

「む？」

　クシューシカはアルゴラから視線を外してジアンのほうへ向けてきた。顔ではなく、何な故ぜか胸元へ。

「……そうか。悪かったな、ジアン」

「その視線の意味はなんですかっ？　そして真顔で謝られてるっ？　どうしてっ!?」

「この手の話題は、ジアンやアフレアの前では禁句だったな」

「だからっ。いつ誰が決めたんですか、そんなことをっ!?」

　ジアンは泣きたくなった。

「えっと、話を戻したいんですけど、いいすか？」

　知らん顔で退たい避ひしていたアスカが、ようやく復ふつ帰きしてきた。

「本隊を襲うってわたしの提案、クシューシカ様、本気で採用するおつもりです？」

「上手くすれば、足止めの効果が発揮できそうだからな。それに、輜重部隊がこれだけ警戒厳重ということは、我々の襲しゆう撃げきを予想しているということだろう。逆に本隊のほうは警戒が手薄かもしれない。まさか相手も、我々が本隊のほうにちょっかいを出そうとするなんてことまでは想定していないだろうしな」

　さすがだね。そこまで読んでるか。

「もっとも、輜重部隊と同じように警戒しているかもしれないのだが、それでも本隊にちょっかいを出せば、連中、よりいっそう警戒するだろう。行軍も慎重になるだろう。もしかすると行軍速度を輜重部隊と同じ程度にまで落とすかもしれないし、輜重部隊と合流するかもしれない。それなら、我々の目的は達成されることになる」

「本隊への攻撃と敵部隊の足止め。つまり、正しい手段を行こう使しし、結果として戦術目標が達成されると。まさに二に兎とを追う者二兎とも得る、といったところか？」

　いえ、その手段が正しいのはアルゴラ様だけですから。

　と思うジアンだが、恐くて突っ込めなかった。

「本隊の位置を再確認するのが難なん儀ぎだが」

　そう言ってクシューシカは、ジアンとアスカのほうを見た。

「あ、はい、探ってきますよ。たぶん、この警戒ぶりなら、本隊だけが急いで先に進んでるなんてこともないでしょうし。昼間、報告があった位置からそれほど動いていないんじゃないかな。自分の足なら、二刻かそこらあれば戻ってこられるかと。雲が出てはいますけど、月明かりはありますしね。このくらい明るければ走れます」

「誰を付ける？」

「じゃあ、アスカ姉さんを」

「姉さんって言うな！」

「アスカお姉様？」

「だから。姉って単語を使ってる時点で、もう駄目でしょ!?」

「人生の大先達？」

「もっと駄目だろ、それは！」

「でもねぇ。自分よりずっと年上の人を呼び捨てにするとか、けっこう難なん易い度どが高いんですよねぇ」

「頼むよ。年上とか、強調しないでよ。一回生なんだから、呼び捨てにしといてよ」

「自分も、よく考えたらまだ一回生なんですよね」

「それでも先任、でしょうが」

「はぁまぁ。じゃ、アスカ、で」

　なんかしっくり来ないなぁと首を捻ひねりながら、ジアンはクシューシカに向き直った。

「アスカを借りてっていいですか？」

「いいよ。他に誰かいるか？」

「デイレィかなぁ」

「よし、わかった」

　と応えたのは、何故かアルゴラだった。

「わたしも行こう」

　うえぇぇ～～？

　ジアンとアスカは同時に顔を歪ゆがめるのだった。
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　ジアンとアスカは遠回しに反対した――正面から反対するのは恐いから――のだが、何故かどうしてか、本隊の位置特定のための物見班に自分も参加するというアルゴラの主張がクシューシカによって認められてしまった。

　厄やつ介かい者もの払いしたかったんですかね？

　したかったんだろうな。

　という会話がジアンとアスカのあいだでこっそり交わされたのは、クシューシカにもアルゴラにも絶対内緒だ。

　事実は少し違っていて、クシューシカは、本隊への攻撃を二段階に分けようと考えたのである。ジアンたち物見兼強きよう襲しゆう班とクシューシカ率いる第二波攻撃班の二つにだ。

　まずジアンたちが敵本隊の位置を特定する。

　その際、敵の警戒が攻撃可能な水すい準じゆんだったら、その場で奇き襲しゆうをかけてしまう。

　奇襲といっても、兵力に差がありすぎるから、それこそ見張りの兵を打ち倒すとか、野営している陣に火矢を打ち込むとか、そのくらいしかできないだろうが、それでかまわないとクシューシカは思っている。

　昼間に本隊の位置を確かめているので、ジアンたちを送りだしたあと、クシューシカ班も、そこを目指して移動できるのだ。

　敵の本隊が近くにいれば。そしてそこで騒ぎが起きれば。

　ジアン班からの伝令を待つことなく、クシューシカ率いる第二波攻撃班が一直線に敵本隊が陣を張っている場所まで急行できる。

　ごく少数の奇襲だから、本隊が大混乱に陥っているという可能性は低いが、それでも多少は慌てていることだろう。

　そこを狙って、クシューシカ班がもう一度攻撃をかける。

　複数箇所で時間差の攻撃があれば。

　夜闇の中の奇襲だから、敵は白兎騎士団しろうさぎ側の兵力を正確に把握できないはず。上手くすれば、戦力を過大評価してくれる。

　というのがクシューシカの狙いだった。

　その場合、第一次攻撃班にアルゴラがいるのなら、それはそれで有効だと、そういう判断だった。

　しかし、そこはクシューシカ。

　かつてアルゴラの上司だったのだから、彼女の危険さは誰よりもよく知っている。

「第一班、物見兼奇襲部隊の指揮は、アスカに任せる」

「うえぇえ？」

　いきなりクシューシカに指名されて、アスカが目を剝むいた。

「いえ、なんで、どうしてですっ!?」

　班長になってしまったら、いざというときにアルゴラの矢や面おもてに立たなくてはならないではないか。というか、確実に立つ局面が現れそうな気がする。

　アスカは全ぜん身しん全ぜん霊れいで辞退し、誠心誠意で以もつて説得にかかった。

「アルゴラ様が出で張ばるなら、班長はアルゴラ様でしょう？　雛のわたしにそんな大役がこなせるはずがないでしょう？」

「謙けん遜そんしなくてもいい、アスカ」

「いえっ。ぜんぜん謙遜なんかしていませんけどっ！」

「まず、アルゴラに指揮を任せるのは、この場合、危険すぎる」

　……それは認めますけど。

「今回の我々の戦術目標は、あくまで敵の足止め。だから敵に対しては『ちょっかいを出す』程度でいいのだ。しかし、その『ちょっかいを出す』程度の判断がアルゴラには難易度が高すぎるからな。十人だけで、いつの間にか敵の一個中隊を相手にしていた、なんて事態にはアスカもなりたくないだろう？」

　欠片かけらも微み塵じんもなりたくはないですね！

「だから、その辺の判断ができるだろうおまえに頼みたい」

「いやでも、べつにわたしでなくても、ジアン先輩とか、他に相応ふさわしい人がいると思いますけど？」

「ジアンやデイレィ、アルゴラには、戦闘に専念してほしいんだ。アスカには、いつ、どこにちょっかいを出すのか、出したあと、どの程度で退ひくのかということを、全体的な視点でもって判断してほしい。おまえならできるはずだよ」

「過分な評価、痛み入りますけど、でも」

「もちろん、迷ったときはアルゴラやジアンに相談してくれていい。全部自分で考えろとは言わないさ。だが、最終的な判断はアスカに任せたい」

　クシューシカの断固たる口調からは彼女の固い決意が窺うかがえる。アスカが辞退しようが説得しようが、クシューシカの決意は揺らぎそうもなかった。

　がくりと肩を落としたアスカは、はぁぁ～～、と長いため息を吐ついてからゆるゆると顔を上げた。

　命令されるんじゃなくて「頼みたい」なんて言われると、なんか断れそうに思っちゃうんだけど、そうもいかないみたいだなぁ、これは。

「ええ、はい、わかりました。第一班の班長、お引き受けします」

　クシューシカが破は顔がんした。

「頼んだぞ」

　う。爽さわやかな表情で笑うな、この人。

　不平とか不満とか、いろいろあるけど、とりあえずは自分を評価してくれたクシューシカのためにも一働きするかと、そう思うアスカだった。

「アルゴラもジアンも、それでいいな？」

「自分は、まったくかまわないっす。アスカ姉さんなら、機を弁わきまえた指示を出してくれると思いますし」

「だから。アスカ姉さんって言うなってば！」

「頼みましたよ、班長姉さん」

　こいつ……明らかに嫌がらせだよな。

　アスカがジアンを睨みつけるが、ジアンはどこ吹く風だ。

　一方、アルゴラは。

「ふふふ、戦闘に専念させてもらった以上、死んでもクシューシカ筆頭の期待に応えるつもりだ」

「いや、死ななくてもいいからな。というか、期待以上の働きは要いらないからな」

　とクシューシカに釘くぎを刺され、アルゴラは少し不満そうな顔になった。

「よし、丘を下りよう。下で待っている皆に新たな作戦指示を出さなくてはならん」
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　輜重部隊が宿営している場所から一刻ほど離れた平原に敵本隊がいた。

　ちなみに、この一刻というのは、アスカ以下、軽装の第一班十人の移動速度で一刻という意味だ。完全装備の大部隊ならもっと時間がかかる。ましてや今は夜中。普通なら歩くことすら考えないような時間だ。選ばれた十人が夜目が利くことを考こう慮りよに入れても、さすがの健けん脚きやくぶりである。

　では、ここで第一班の構成員を見ておこう。

　班長がアスカ。

　以下、アルゴラ、ジアン、デイレィ、アフレア、セリノスとノエルノード姉妹、フェレッラ、ハイミオはお馴な染じみの顔ぶれだ。他に一人、アルゴラ中隊から腕利きの隊員が選せん抜ばつされていた。

　ニーレという名のその隊員は、どちらかというとアルゴラ隊長のお目付役という意味合いが強かった。

　ニーレは、副隊長のビアンティティセスから、

「戦闘が始まっても隊長から目を離すな。もしも隊長が単たん騎きで敵陣に突っ込んでいこうとしたら、おまえは抱きついてでも嚙かみついてでも殴り倒してでも食い止めろ！　命を懸かけて止めろ！」

　と厳げん命めいされていた。

「わかりました。でも、隊長を殴り倒すとか、自分には不可能でありますが」

「じゃあ、刺し違えろ」

「そんな無茶な」

　ニーレが悲鳴を上げると、ビアンティティセスは、そうだな、と頷いた。

「つまり、そのくらいの覚悟で事に臨のぞめということだ。頼んだぞ」

「りょ、了解であります」

　などというやり取りがあったのは、もちろんアルゴラには内緒の上にも秘密だった。

「こちらもやたらに篝かがり火びを焚いているなぁ」

　宿しゆく営えい中の敵部隊を遠えん望ぼうしながら、アスカが呟いた。

　実際、部隊が宿営している周囲は、夕焼けに照らされているのかと思うくらいに赤く染まっている。

　赤い炎に照らしだされた数多あまたの天幕が、平地にびっしりと並んでいるのが見えた。

「こちらも輜重部隊と同おんなじか」

　ルーアル・ソシエダイ部隊の見張りの兵の姿が確認できるくらいに近づくと、アスカは班員に「伏せ」を指示した。

「どうする、アスカ班長？　ここはやはり突撃……」

　アルゴラに皆まで言わせず、アスカはぴしゃりと遮った。

「それはクシューシカ様に止められているでしょ」

「ちっっ」

　アルゴラは露ろ骨こつな舌打ちを返してきた。

　まったく、この女ひとはもう。

　アスカのほうこそ舌打ちしたい気分だ。恐くてできないが。

「とりあえずもう少し待ってから、火矢でも撃ち込みますか？」

　とジアンが訊いてきた。

　彼女が「もう少し待ってから」と言ったのは、後続の第二班が追いついてくる時間が必要という意味合いだ。

「これだけ篝火が焚かれていれば、逆に火矢を撃つために自分らが火を熾おこしても目立たないんじゃ？」

「だね。それで行こうか」

　ジアンの提案に頷いたアスカは、

「アルゴラ様の出番ですよ」

　と言っておく。

　アルゴラに出番があることを予あらかじめわからせておかないと、いつ彼女が暴発するか不安だからだ。

「む？　つまり、火を熾しても目立たないくらいまで敵陣に接近するということだな？　それで見張りが邪魔だと」

　相変わらず理解が早くて助かるな～～。さすがに選び抜かれただけのことはあるね、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの団員は。

　騎士団に入ったあと、様々な団員と話をする機会があったが、アスカはまだ間抜けな団員に出会ったことがない。

　まぁ……「馬鹿」はいるんだけどさ。アルゴラ隊長みたいな剣術馬鹿とかさ。

　そんなことは恐くて決して口にはできないが。

「そういうことです」

「では、行くか」

　剣を抜こうとするアルゴラの右腕に、ニーレが取りすがった。

「隊長、まだ早いです。後続班が近づいてからですよ」

　アルゴラはまた舌打ちして右手を剣の柄つかから離した。

　まったく、どんだけ斬り合いたいんだ、この女ひとは。

　アスカは軽く頭痛がしてきた。

「で、どのくらい待てばいいのだ、班長？」

「そうですねぇ。四半刻……ってところですかね。おそらく第二班とは、そのくらいの時間差ができていると思うんですよ」

「そうか。わかった。では待とう」

　意外にあっさりとアルゴラが退ひいてくれたので、アスカは安あん堵どの息を漏らす。

　まぁ、四半刻待てば確実に斬り合いが始まるから、それで余裕があるんだろうな。

「えっと、じゃあ、待ち時間を利用して少し場所を移動したいんですけど」

「ん？」

　アルゴラが眉まゆを顰ひそめた。

　アルゴラだけでなく、アフレアやハイミオ、フェレッラなども首を傾かしげている。

「いえ、ここだと天幕には少し遠いので。火矢を撃っても、天幕に届かないと敵さんも慌ててくれないでしょ？」

「なるほど、そう言われるとそうだな」

　アルゴラは納得の顔だが。

「あたしの魔術なら、ここからでも充分に届くけど？」

　とアフレアが訊いてきた。

「あんたたち魔術士組は、わたしと一緒に少し後方に控えていてもらって、アルゴラ様以下の襲撃部隊にはもう少し近づいて火矢を撃ってもらいたいってことですよ。魔術と火矢の二段攻撃のほうが打撃を与えられますからね。あ、心理的な打撃って意味です」

「そうね。了解」

　アフレアはあっさりと引っ込んだ。

　ちなみに、アフレアの隣には戦闘服姿のシゥビーニュが控えている。というか、彼女の場合、戦闘服は「革かわ帯おび」を体に巻きつけただけだから、「服」というには少し寂しいのだが。

「ってことで、もう少し天幕に近い場所を探します。わたしとアフレア、フェレッラはそこで待機。アルゴラ隊長以下の七名は陣地に接近。見張りを無力化して陣の外周部に潜り込み、火を熾して火矢を用意。アフレアの攻撃魔術を合図にして火矢の射撃開始。攻撃時間は最大で十二分ぶん時じ」

　十二分時とは、半刻（一時間）を十二等分した長さだから、約五分間である。

「天幕が一つでも二つでも燃えればよし。たとえ燃えなくても、この場は撤てつ収しゆう。一旦離れて東回りで移動。別の場所から、もう一度、火矢と魔術で攻撃。その頃には第二班が行動を起こしているはずだから、第二班の攻撃を確認したら第三波を敢行。二班の攻撃が確認できなかったら二波までで撤収と、そういう流れでいきます。敵の反撃が予想外に早く鋭かった場合は、一波で撤収する場合もあり得ます」

　早口で一気に説明を終えたアスカは、そこでアルゴラに目をやり、今度はゆっくりとした口調で訊いた。

「いいですか、アルゴラ様？　わかりましたか、アルゴラ様？」

「どうして二回も念押しをされるのかがわからないな」

　わかってないのはあんただけだよ！

　恐くて口に出しては突っ込めないから、アスカは内心で鋭く突っ込んだ。
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　夜闇の中、ジアンやアルゴラたちが敵陣への侵入のため離れていった。

　七人を見送ったアスカ、アフレア、フェレッラは、魔術攻撃の準備を始める。

　といっても、実際に魔術攻撃をするのはアフレアとフェレッラの二人。アスカは二人の護ご衛えいだ。

　魔術の呪文を詠えい唱しようするときは、どうしても無む防ぼう備びになりがち。もし巡じゆん回かい経けい路ろを外れた敵兵が現れたりしたら、あまり愉ゆ快かいなことにならない。アスカはそういう万一に備え、周囲の気配を探り、同時に敵陣営の様子も見張るという厄介な役目に就いた。

　といっても、護衛役はアスカだけではない。ここにはアフレアの使し役えきする魔術人形、シゥビーニュもいる。

　アフレアのような高位の魔術士は、そこにいるだけで己の分身ともいえる魔術人形に魔力を供給し続けるから、アフレアが攻撃魔法の呪文を練ねっているときでも、シゥビーニュは自在に動けるのだ。

　革帯をぐるぐると体に巻きつけ、大きな鎌かまを手にしたシゥビーニュを、アスカが感心した顔で見やっている。

　このちびっ子、魔術を使いながら魔術人形を同時使役できるのか。凄いな。

　遊撃小隊の中では、ジアンやデイレィとはよく話をするアスカだが――やはり自分と同じような体術の使い手という親近感がある――アフレアとは、それほど親しく話したことはない。

　彼女が魔術を駆使するような場面を眼前で拝おがむ機会などそうはないから、魔術人形と共に実戦に参加するアフレアをアスカが見るのは初めてだ。

　感心した顔のアスカが、アフレアとシゥビーニュとを交互に見やっていると。

「班長さんヨ」

　シゥビーニュから名前を呼ばれた。

　高いんだか低いんだかよくわからない、不思議な声の響きだ。

「なに？」

「あたいガそんナニ珍めずらしいカい？」













「んっと、そうだね、珍しいね。っていうか、あんたみたいな戦闘力の高い魔術人形を拝む機会なんて滅多にないし」

「あたいノ戦闘力が計レるのカい？」

「まぁ……だいたいね」

「あんタもデキそうだナ」

「まぁ……多少ハネ」

「あたいノ口調を真ま似ねルなヨ」

「はは、悪い悪い。でも、面白い喋しやべり方だね」

「これハ……自分の思い通りニャならなイもんだカラな」

「どういう意味？」

「いや、とくニ意味ハないのサ。それヨり」

　シゥビーニュが小さな体を回した。

「ご主人、魔術の準備ハ万端調ととのったみたイだゼ」

「もう？　早いな」

　アスカが顔を巡らせると、なるほど、アフレアのほうは呪文の詠唱を終えて、練りあげた魔力を保持している状態だった。

　もう一人、フェレッラのほうの詠唱はまだ続いている。

　ふつうは、魔力を練りあげたところで魔術を発動させる。いつでも発動できる状態で魔術を保持しているのは、かなり大変なことなのだ。しかしアフレアは、それを楽々とやってのけている。

　その事実を見るだけで、魔術士としての実力はアフレアのほうが数段勝まさっているのがわかる。

　フェレッラも凡ぼん庸ような魔術士ではない。自分が指揮する新雛小隊に所属しているから、アスカはそのことをよく知っている。しかし、アフレアは並みの魔術士とは次元が違う存在のようだ。

　盆ぼん地ちの魔女レフレンシアと同等とは言わないけど、かなりの実力者だよな、こいつ。こんな奴が、どうして鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎに入団したんだろう？　一人でも充分にやっていけるだろうに。っていうか、これだけの腕の魔術士、どこに行ったって引く手数多あまただろうに。

　アフレアとシゥビーニュの過去の経けい緯いを知らないアスカには、それが不思議だった。

　アフレアは師匠の消息を捜し、師匠の仇かたきを捜すために、この地で名高い鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎに入団したのだ。

　その理由をアフレアが話したのは今のところデイレィだけだ。彼女が他の誰かに話したのか話していないのかはアフレアも知らない。が、話したとしても、知っているのは同期生の数人に限られるだろうから、アスカが知らなくても当然だった。

　にしても、元雛小隊の奴らって、本当に水すい準じゆんが高いよなぁ。ジアンだって、わたしと同等かそれ以上の腕の持ち主だし。あの若さで、あり得ないだろ、ふつう。

　アスカは訓練と称してジアンと拳を交えたことがある。もちろん「訓練」だから、命を懸けるような本気の戦闘とは別物だが、それでもジアンの実力は嫌というほど見せつけられた。

　デイレィだって戦闘力はそんなに変わらないし、あの双ふた子ごだって侮あなどれない実力を隠し持ってるみたいだし、あと、あの巨乳、あいつも毒や薬の専門家だし。

　アスカが言う「巨乳」とは、ウェルネシアのことである。

　あんだけ揺れる胸ってのも、あり得ないだろ。見てるだけで腹立つんだけど……って、今はそういう話をしてる場合じゃないな。

　アスカは、さらに元雛小隊員の顔を思い浮かべる。

　今はもういないけど、あのでっかいの、マクシミリエヌス家のお嬢じよう様さま、ドゥイエンヌだっけ、あいつもでかかったよなぁ。身長とか態度とか胸とか胸とか……って、だから胸から離れろよ、わたし！

　思わず自分突っ込みをしてしまうアスカだった。

　まぁ、とどめはなんといっても、現団長、ガブリエラ様なんだけど。類は友を呼ぶというか、水準の高い奴は同じように水準の高い奴を呼ぶことがあるって話を聞くけど、あいつら見てると、さもありなんって気がしてくるわ。っていうか、偶然集まっただけなんてのが信じられないわ。人知の及ばないところで何か特別な意思が働いてるのかって疑いたくなる。

　周囲への警戒を怠おこたらず、アスカがそんなことを思っていると。

　フェレッラのほうも呪文の詠唱を終えようとしていた。

「赤き光の永えい劫ごうたる栄光、闇を裂き黄よ泉みを割さき、燃やせ黙もだせ、現うつし世よも地界も天界も、夜や天てんに咲けよ、火ほの花かの大輪！」

　詠唱を終えたフェレッラが、ちらっとアフレアに視線を向けた後、魔術を放った。

　無数の炎が赤い航こう跡せきを残して空に飛んだ。

　アフレアも保持していた魔力を解き放つ。

　彼女の小さな指先が発光した。

　彼女は目の前の地面に並べた十枚の呪札に両手の指を押し当てる。

　いきなり呪札が燃えあがった。

「弾はじけろ流りゆう星せい、墜おちよ天から！」

　アフレアが指を離すと同時に、呪札が宙に浮かび、ゆっくりと上昇していく。

　燃える呪札は一定の高さに達すると、いきなり爆はぜた。

　十個の炎は激しく燃える光球となって急上昇を始め、天空で大きく膨らんだ。

　この段階になると、さすがに見張りの兵が異変に気がつく。

　不寝番に立っていた兵が騒ぎだした。

　それで寝ていた兵も目を覚まし、何事かと起きだしてくる。

　そのとき、無数の燃える礫つぶてとなったフェレッラの魔術がルーアル・ソシエダイ軍部隊の天幕に降り注いだ。

　天幕の幾つかに火が点き燃えあがると、騒ぎが大きくなっていく。

「なんだ!?」

「何が起きた!?」

「敵襲か!?」

「流れ星が墜ちてきた!?」

「まさか！」

　何が起きたかわからずに右往左往する者。

　とりあえず天幕の火を消そうと水みず桶おけを取りに走る者。

　降ってくる流れ星から身を守ろうと頭上に盾を掲かかげて逃げだす者。

　宿営地の片かた隅すみで起きた混乱は次第に別の場所へと広がっていく。

　敵の夜襲にはある程度の心構えをしていたものの、まさか空から流れ星が降ってくるなどという事態は想像もしていなかったので、兵たちは度ど肝ぎもを抜かれてしまう。

　だが、少しして落ち着きを取り戻す兵たちも現れた。

「本当に流れ星が？」

　夜空を見上げた数人の兵が天空に浮かんでいる巨大な火の玉に気づいた。宿営地では無数の篝火が焚かれていて明るいので、天空の光球に気づくのが遅れたのだ。

「なんだぁ、あれはぁ!?」

　それは流れ星などという生なま易やさしいものではなかった。

　夜空に輝く灼しやく熱ねつの光球が宿営地に向かってゆっくり落下を始めると、兵たちは絶叫を放ち、逃げ惑う。

　途中から落下速度を上げた燃える光球は、直ぐに地面に激突した。

　辺りは目も眩くらむような眩まばゆい光に満たされ。

　大地が揺れた。

　直撃を受けた幾つかの天幕が兵士ごと吹き飛び。

　直撃を免れた天幕も、爆風で薙なぎ倒される。

　もはや燃える天幕を消火するどころの騒ぎではなかった。

　アフレアの放った魔術の威い力りよくを目の当たりにしたフェレッラとアスカは、呆気に取られた顔で敵陣の混乱を見ていた。

「今ので小隊三つくらい吹き飛んだんじゃないかな？」

　とアスカが呟くと。

「いえ……五個小隊くらい、逝いっちゃってませんかね？」

「凄いな」

「凄いですよね」

「おいオい、あの程度デ驚いてルナよ」

　二人の傍らでシゥビーニュが自じ慢まんそうに胸を張る。

「ご主人ニとっちゃ、あノくらいは朝飯前ナンだゼ」

「なんかもう、アルゴラ隊長たち、要らないんじゃないかな？」

　宿営地の一角が完全に吹き飛んでいるのを遠望しながら、アスカが首を捻った。

　しかし。

　さすがにイリアスタ軍はよく訓練されている。

　アフレアとフェレッラの魔術攻撃の威力は大したものだったが、それが単発攻撃だということがわかると、直すぐに組織だった消火作業が始まった。

　同時に、被害状況の把握や負傷兵の救きゆう護ごなどが手際よく進められていく。

　イリアスタの兵士に引っ張られるように、混乱していた他の都市国家の兵たちも落ち着きを取り戻していった。

「へぇ、なかなかの練れん度どだな。ルーアル・ソシエダイ兵でなくても、この程度には訓練されているのか。これを間近で拝おがめただけでも、ここに来たかいがあるってものだね。こうなってみると、アルゴラ隊長たちの第二波攻撃とクシューシカ様たちの第三波攻撃が効果的かな？」

　アスカがそう独りごちた次の瞬間、暗がりの中に放物線を描く赤い軌き跡せきが幾つも浮かびあがった。

「お、どんぴしゃの時じ機きでのアルゴラ様たちの攻撃」

「ねえ、アスカ班長」

「なんですか、アフレアさん？」

「少し場所を移動しておいたほうがよくない？　もし魔術が発動する瞬間を見てた兵士がいると、ここへ物見が送られてくるかもよ」

「それほど気の利いた兵士がいるとも思えないですけど、まぁ、念には念を入れておきましょうか」

「アスカ班長、どこへ行くの？」

　とフェレッラに訊かれ、アスカが闇の中を飛んでいる火矢に目をやった。

「アルゴラ様たちを追いかけよう」

「危なくない？　反撃があるとすれば、まずジアンたちのところへ行くでしょ？」

　と今度はアフレアが訊く。

「あの様子なら大丈夫でしょ」

　攻撃は魔術による一撃だけと思っていた都市国家連合部隊は、またもや虚きよを衝つかれ、再び混乱し始めているのが手に取るようにわかった。

　篝火は盛んに焚かれたままだし、天幕はあちこちで盛大に燃えているし、相変わらず辺りは昼間のように明るいのだ。兵たちの動きは手に取るようにわかる。

　そのとき、宿営地の反対側で喊かん声せいがあがった。

「クシューシカ様の後続隊も来たみたいだね。となれば、わたしらはもう用なしだな。よし、とっとと移動しよう」

　アスカは、アフレアとフェレッラ、それにシゥビーニュを引き連れてその場を離れ、火矢による攻撃を断続的に続けているアルゴラたちを追いかけて夜闇の中を走った。
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　夜襲を終えた第一班と第二班が、予め定めてあった城砦近くの合流点まで戻ってきた。

「アスカ、状況報告を」

「はい、クシューシカ様」

　クシューシカの前に立ったアスカが、魔術と火矢による攻撃の経過と結果を報告し、負傷者がいないことをつけ足すと、クシューシカは、

「よくやってくれた。ご苦労さん」

　と言って、アスカたちを労ねぎらってくれた。

「上手くいってるのは直ぐにわかったよ。我々が近づいていったときは、すでに宿営地の一角が派手に燃えていたからな。空で輝く光球もいい目印になったし、敵兵の注意は魔術攻撃や消火に向いていたし、楽々と接近できた」

「では、そちらの攻撃も上手く行ったんですね？」

「ああ、思った以上に仕事は楽だったな。何しろ都市国家連合の兵は剣や槍やりの代わりに水の入った桶やら瓶かめやらを抱えていたからな。わたしは適当に槍をぶん回して、二十人くらい吹っ飛ばしてきた。みんなも同じくらいぶっ飛ばしてきたんじゃないか？」

　二十人くらいって……気軽に言っちゃってくれるな、この女ひとも。まぁ、アルゴラ様も似たようなもんだったけどさ。いったいなんなの、白兎騎士団しろうさぎって。どいつもこいつも怪物みたいな奴ばっかじゃん。なるほど、襲った黒くろ猫ねこが一いつ蹴しゆうされたってのも頷けるわ。ま、一蹴されようが皆殺しにされようが、ざまぁみろとしか思わないけど。

　元黒猫の名うての暗殺者だったアスカだが、今では黒猫と敵対する関係だ。黒猫と、というより、今の黒猫を率いているエスカ・ルディアと敵対していると言い直したほうがいいかもしれない。そしてエスカは……アスカの実の妹だ。

　この秘密を知っている者は、共同経営者のリンダ以外にはいない。

　ん～～、しっかし、いずれそのうち、白兎騎士団しろうさぎの誰かに知られそうな気がするんだよなぁ。どうすっかなぁ。

「どうした、アスカ？　心ここに在あらずのようだが？」

「あ～～、いえ、なんでもないですよ、クシューシカ様」

「そうか？　まぁ、いい」

　クシューシカは、アスカの背後に居並んでいる第一班の面々に目を向けた。

　いちばん不安だった、もっとも心配していた、最高に危き惧ぐしていたアルゴラの暴走は杞き憂ゆうに終わっていた。どういう風の吹き回しか、アルゴラはアスカに言われたとおりのことを……というか、言われたとおりのことしかやらなかった。

　それがアルゴラの気まぐれの為せる業わざなのか、それとも今回は気分がよかったのか、機嫌がよかったのか、それはわからない。わからないが、結果がよければ、とりあえずアルゴラが何を考えたかは問わないと、そう思うクシューシカである。

「皆もご苦労だったな」

「クシューシカ様も、ご苦労様でした！」

「城砦へ向かっている都市国家連合部隊の足止めは成功したと言っていい。レフレンシア様はなんとかして一日、二日は稼ぎたいと仰っていたが、あの様子だと確実に二日、上手くすると三日は稼げたのではないかとわたしは思っている。ということは、仕掛けを仕込むだけの時間が確保できたわけだ。我々は無事に任務を成功させたのだ」

「よっしゃ！」

「やったね！」

「成功成功！」

　第一班の班員のあいだから弾はじけるような声が湧わきあがる。

　上官が話してる最中に騒ぐか。これも面白いというか、不思議というか。白兎騎士団しろうさぎって変わっているよなぁ。

　アスカは感心するやら呆れるやら。

「だが、喜んでいる場合ではないぞ」

　クシューシカの一声で、たちまち辺りは鎮しずまった。

「直ぐに城砦まで引き返し、仕掛けの手伝いをしなくてはならない。同時に、手伝ってくれている工人たちに工賃を支払い、彼らを無事に逃がす。逃がしたら、今度は我々が撤収する準備にかからなくてはならない。まだまだ休む暇ひまはないぞ」

「う～～っす！」

「では、城砦まで戻る。行軍隊形に戻ってくれ」

　こうしてクシューシカ率いる足止め部隊三十名は無事に任務を果たすことができた。

　この間かんも、城砦に残ったガブリエラやレフレンシアは、敵に一泡吹かせるための工事と仕掛けを着々と進めていたのである。
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　夜襲から戻った足止め部隊を城砦で出迎えたガブリエラとレフレンシアは、団員一人ずつに労いの声をかけてから、クシューシカを指揮所に誘った。

　ちなみに、これはレフレンシアが率先して行ったことで、ガブリエラは、なるほど、組織の頂点に立つ者はこういうところにも気を配らなくてはならないのですねと、感心しきりだった。

　レフレンシアのすることは、見ているだけで勉強になると思う。

　それだけに、もしも万一レフレンシアを失うようなことがあれば……と、そう思うと気が重くなる。心が暗くなる。

　が、そんな気持ちを団員に知られてはならないよとレフレンシアに釘を刺されているから、ガブリエラは努めて明るい表情でクシューシカに声をかけた。

「ご苦労様でした、クシューシカ筆頭」

「いえ、それほどでもなかったですね」

　三人は床しよう几ぎに腰を下ろす。

　天幕内の片隅にはガブリエラの秘書官レオチェルリが控えているが、レフレンシアとクシューシカの秘書官は姿が見えない。

「アフレアの魔術が効果大といいますか、威力絶大といいますか、本隊の指揮官や幹部たちも態勢を立て直すので精一杯で、こちらは楽勝で接近できましたし」

「そうか。まぁ、アフレアなら当然だろうな」

「それでも。そのアフレアでも駄目なんですね？」

　とクシューシカがレフレンシアの顔を覗き込む。

「駄目だろうな。というか、やはりわたしでないと無理だろう」

「……ですか」

　クシューシカは腕組みをして難しい顔で考え込んだ。

　代わってガブリエラが上体を乗りだしたが、その表情には苦悩の翳かげが透けて見える。

「クシューシカ筆頭のお話だと、あと二日か三日は稼げたようです。これで日数的には問題ありませんか？」

「問題がないことはないけどね、団長。でも、贅沢は言っていられないから、この辺で手を打つよ。工事のほうはジュンエンが上手く進めてくれている」

「……のようですね」

「いやぁ、山やま士し一族出身の彼女を秘書官に抜ばつ擢てきしたのは単なる偶然なんだけど、ここに来て、その偶然が恐ろしいほどの効果を発揮してくれたな」

　それも、レフレンシアの冴さえ渡る直感の為せる業……ということなのだろうか。

「あとはルーアル・ソシエダイ軍の司令官に交こう渉しようを持ちかけて、上手く舞台の上に引っ張りださないとな」

「それがいちばんの難なん題だいのように思えるのですが」

「そうでもないよ、クシューシカ」

「そう……なんですか？」

「その辺の駆け引きは、わたしに任せておいてくれればいい。なんとでもするさ」

　たしかにレフレンシア様ならなんとでもするのだろうけど。

　今の白兎騎士団しろうさぎを見渡しても、そんな寝技ができるのはレフレンシア以外にはいないわけで、そこがクシューシカのいちばんの不安の種だ。

　彼女は彼女で、もしも万が一、この作戦に失敗して白兎騎士団しろうさぎがレフレンシアを失うようなことがあったらと、そのことを強く恐れている。

　アルゴラやヨーコがいるから、仮にクシューシカがいなくなっても、戦闘に関してはなんとかなるだろう。

　レフレンシアがいれば、仮にガブリエラがいなくなっても、団の指揮や作戦の発案、遂すい行こうもなんとかなるだろう。

　しかし、レフレンシアの代わりを務められる者は誰一人としていないのだ。

　平時だったら、ガブリエラの成長を辛しん抱ぼう強く待てるかもしれない。

　だが、今は戦時だ。

　敵は待ってくれない。

　味方も待ってはいられない。

　何が何でも「磯いそ蟹がに」を成功させて、なおかつレフレンシア様には生せい還かんしてもらわなくてはならないと、クシューシカは強くそう念じるのだった。

　クシューシカの思惑を知ってか知らずか、レフレンシアはいつもの怜れい悧りな表情と淡々とした口調を崩さずに言葉を継ついだ。

「それより、保ほ護ご色しよくから有力な情報がもたらされたんだ」

「え？」

　クシューシカが目を瞠みはった。

「君たちがいないあいだにレオノーラのところへ報告が届いてね。いやはや、あいつはあいつで抜け目がない」

　レフレンシアは、くすくすと笑った。

「どんな情報なんですか？」

　クシューシカが身を乗りだすと。

「ル・アンヘルを陥おとした部隊の指揮官が特定できた」

「本当ですか!?　情報の確度は？」

「八割方、間違いないと思っている」

「かなり信頼のおける情報なんですね。で、敵の指揮官、どんな奴だったのです？」

「アリアンレイ・アシッドゥ・アッサンラー。それが指揮官の名前だ。ルーアル・ソシエダイ王国での地位は『大だい平へい原げん調ちよう略りやく担当官』らしい」

「軍の将軍ではないのですか」

「大平原の平定という戦略上では、将軍よりも上にいると見て間違いないな。つまり、大平原での戦闘行為のみならず、外交や誘ゆう降こうなども彼女が指導しているわけだ」

「彼女！　そいつは女なのですか」

「かなりの美人だそうだ」

「いえ……美人かどうかは、この際、関係ないのでは？」

「何を言うか、クシューシカ。これから交渉の相手をしてもらうんだそ、美人のほうがいいに決まっているだろ」

「……はぁ、そうなんデスか」

「そうだよな、ガブリエラ？」

「え？　えぇぇ？　その手の話題をいきなりこちらに振らないでください」

　レフレンシアは、え～～、と意外そうな顔になる。

「わたしと敵の美人司令官が、これからいちゃいちゃと交渉を始めるんだぞ？　団長は妬やいてくれないのかい？」

「いちゃいちゃと交渉って、意味がわかりません！」

「団長に一票！」

「冷たいなぁ」

　レフレンシアは、わざとらしくため息を吐ついた。

　クシューシカも、負けずに大きなため息を吐く。

「レフレンシア様、お願いですから真面目にやってくださいよ」

「心外だな。これでもけっこう真面目なのに」

「けっこうではなく。完全に、あくまで、最初から最後まで、どこまでも、徹てつ頭とう徹てつ尾び、真面目にやって、く、だ、さ、い！」

「はいはい、わかったよ」

「で。その大平原調略官とかいうアリアンレイ、どのような人物なのです？」

「そこまではわからない」

　クシューシカが情けない顔になった。

「わからないのですか」

「いくらウチの保護色が優秀だといっても、この短期間に個人の資質や性格まで調べるのは無理だろう、さすがに」

「そうです……ね」

「その辺は出たとこ勝負だな。なぁに、交渉事となれば、わたしの得意分野だ。相手の性格や資質を素早く読み取って、相手に合わせた交渉をやり遂げるよ」

　たしかにレフレンシア様ならやれるだろう。というより、やってもらわないと。

　クシューシカは、思わずレフレンシアに手を合わせて拝みたくなった。

「代わりにと言ったらなんだけど、もう一つ、重大な情報が飛び込んできている」

　というレフレンシアの言葉に、クシューシカは、え？　と顔を上げた。

「それは？」

「グレン・ダ共同都市の首脳が、一人、二人、いや、もしかすると三人くらい暗こ殺ろされたらしい」

「な、なんですって!?」

　クシューシカが目を見開き、息を呑む。

「間違いないのですか!?」

「こちらは本城に残ってるマクトゥシュからの伝令が伝えてきたから、確実な情報だ。白兎騎士団しろうさぎの主力が大平原に出張っている隙を衝つかれたってところだね。そして、悪い報せはそれだけに留まらない」

　クシューシカが、もう辟へき易えきだという表情になる。

「まだ何かあるのですか」

「グレン・ダ共同都市とシギルノジチ経きよう国こくが友好条約を結んだそうだ」

「！！！！」

　クシューシカは、思わずその大おお柄がらな体を床几から浮かせていた。

　そうか。団長の顔色が悪いのも、レフレンシア様のことを心配しているというだけではなかったのか。

「友好条約といっても、その内容は『飢き饉きんや疫やく病びようなどでどちらかが食しよく糧りようを必要としたときは、お互いに融ゆう通ずうしあう』というものらしいけどね」

「そこだけ聞くと、真っ当ですね」

　どさりと床几に腰を落としたクシューシカが呻うめくようにそう言うと、レフレンシアが、ふふん、と鼻で笑う。

「そう。ここだけを聞けばね。ここで重要なのは飢饉や疫病、など、というところだ。なぁ、団長」

　ガブリエラが思い詰めたような表情で頷いた。

「ええ。『など』と書かれているのなら、当然、飢饉や疫病以外の事態も想定に入れているはずです。少なくともシギルノジチ側だけは」

　クシューシカが二人の顔色を窺うように言った。

「つまりそれは、シギルノジチが遠えん征せいするときに兵ひよう糧ろうを確保するための策であると？」

「うん、そういうことだね」

　クシューシカが的確な指摘を寄越したので、レフレンシアが満足そうに頷いた。

「容よう易いならざる事態ですね」

「まったくだ。グレン・ダ共同都市と友好条約を結び、遠征時の移動経路と兵糧を確保する道筋をつけた以上、奴らにとっての問題は半ば解決したも同然。シギルノジチは、近いうちに必ず軍事行動を起こすぞ。そのために首脳を暗あん殺さつし、脅おどしをかけて、条約を締てい結けつさせたのだからね。奴らの狙いは、ずばり、クセルクス盆地だ」

「狙いはルーアル・ソシエダイと同じですけど、やり方が両りよう極きよく端たんですよね」

　とガブリエラが言った。

「まったくだ。ルーアル・ソシエダイは正面突破で大平原を押さえ、部隊の移動経路と兵糧を確保しようとした。一方のシギルノジチは、裏から手を回し、効率のいい方法で移動経路と兵糧を確保しようとした。ただ、大平原の過半を押さえてしまえば、自陣営の勢力を飛ひ躍やく的に伸しん張ちようできるから、ベティスにも大きな圧力をかけられる。ベティスと雌し雄ゆうを決しようとするルーアル・ソシエダイにとっては一石二鳥だ。べつに無む駄だな労力を払っているわけじゃない」

「それぞれの戦略、大たい局きよく観かんが表れていて面白いですよね」

「いや、面白がってる場合ではないだろう、団長」

　クシューシカが少し呆れ気味に指摘すると、ガブリエラは慌てて、あ、すみません、と頭を下げた。

　やれやれ。この状況で相手の出方を面白がるなんて、神経が細やかかと思えば意外と大胆不敵で、不思議な女おんなだな、団長は。

　呆れる一方で少し感心してしまうクシューシカだった。

「たしかに笑い事じゃないな」

　重々しい口調でレフレンシアがそう言うと、ガブリエラは、え？　と驚いた顔になる。

「わたし、笑ってはいませんけど。ぜんぜん笑ってはいませんよ？」

「いやいや、顔や態度が真面目に見えても、腹の中では笑っているだろ？」

　ガブリエラが憤ふん然ぜんとした顔で抗こう議ぎする。

「中だろうと外だろうと、笑ってなどいません！」

「本当かい？」

「本当です。こんな危機的状況で笑えるはずがないではないですか」

「さっき『面白い』って言ってなかったか？」

「で……ですからそれは、相手の戦略がわかって興味深いという意味での『面白い』であって、可お笑かしいという意味ではありません」

「わかった、わかった、そういうことにしておこう」

「しておくのではなく、事実、そういうことなのです」

　ガブリエラは、なおも抗議を続けるが、レフレンシアも負けずに言い返し、なんだか口くち喧げん嘩かみたいになってきた。

　クシューシカはこめかみに手を当て、ため息を吐つき、二人の言い合いを横目に新たにもたらされた情報の意味するものを吟ぎん味みした。

　シギルノジチとグレン・ダ共同都市が友好条約を結んだ影響は、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎにとって計り知れない。戦略的な側面から言えば、この城砦を奪とったか奪られたかということなど、グレン・ダ共同都市がシギルノジチ陣営に取り込まれたことを思えば、じつに些さ細さいなことだった。

　クセルクス盆地への足がかりを確保したシギルノジチ経国は、近々、間違いなく軍事作戦を開始するだろう。それはレフレンシアが指摘したとおり、兵をクセルクス盆地へ送り込むことだ。

　そうなれば、白兎騎士団しろうさぎとしても主力をいつまでも大平原に置いておくわけにはいかない。どころか、すべての兵力を本城周辺に集中させたとしても、侵しん攻こうしてくるシギルノジチ軍に対抗できるかどうか。

　クシューシカは背筋が薄ら寒くなるのを感じた。

「団長、副団長」

　表情を硬かたくしたクシューシカが静かな声で呼びかけると、まだ言い合いを続けていた二人の口の動きが、ぴたりと止まる。

「シギルノジチのクセルクス盆地への侵攻、いつ頃になるとお考えです？」
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「やぁ、ご苦労さん、アスカ」

　城じよう砦さい内に設しつらえてある天てん幕まく内では最高幹かん部ぶ三人――ガブリエラ、レフレンシア、クシューシカ――がアスカを待ち構えていた。クシューシカは軽けい装そう鎧よろいを着けているが、ガブリエラとレフレンシアは長なが裳もと兎うさ耳みみ帽ぼう子し姿だった。

　やはり軽装鎧着用のアスカは、心が締しめつけられるような悪い予感がして思わず回れ右をしたくなったが。

「えぇっと、どんなご用でしょうか」

　かろうじて自じ制せい心しんを働かせ、なんとかその場に踏み留まることに成功した。

「そんなに警けい戒かいするなよ」

　とレフレンシアが情けない顔になる。

　いやいや、あんたたち三人に単独で呼ばれて警戒しない団員がいたら、それはただの馬ば鹿かでしょ！

　と内心で突っ込んでおいてから、アスカは自分の動どう揺ようを悟さとられないようにと、努つとめて平静な口調で応こたえた。

「別に警戒なんてしていませんよ。いくらなんでも取って食われるわけじゃなし」

　ガブリエラ、レフレンシア、クシューシカが互いに顔を見合わせた。

　その態度に、アスカの脳内警報の音量が急激に高まっていく。

　え？　噓うそ？　わたし取って食われるの!?

　レフレンシアがアスカに視線を戻した。

　彼女の顔には悪意の籠こもった薄い笑みが貼はりついている。

　うわぁぁぁ、マジかぁぁぁ!?

　アスカはその場にしゃがみ込んだ。

　左手を腹に置き、右手で頭を押さえ、呻うめくように声を絞りだす。

「あ痛いたたたた、急に激しい腹痛が。頭も割れるように痛いし、嘔おう吐と感かんも酷ひどい」

　アスカはちらっと上目遣いに三人を見やった。

「ちょっと救急分隊のとこに行って、薬もらってきてもいいすか？」

「それは大変だな」

「ええ、もう、すんごく大変なんすよ。この感じだと、少なくとも四、五日は起きあがれないんじゃないかなぁ？」

「よし、わかった。じゃあ、話のほうは手っ取り早く済ませるよ」

　やっぱ駄目かぁぁぁ。

「はい、そこに座って」

　レフレンシアが、空いている床しよう几ぎを指し示した。

　ふらふらと立ちあがったアスカは、よろよろとよろめくように歩き、腰が抜けたかのようにどさりと床几に腰を落とした。

「で、なんのご用ですか？」

　とふて腐くされた顔で訊きく。

「わたしと一緒に旅に出てくれないか」

「は？　副団長と旅……ですか？」

　どういうことだ、それは？　この重大な局面で副こ団い長つがどこかへ出かける……なんてあり得ないだろ。いや待てよ。こういう局面だからこそ、副団長が自ら援えん軍ぐん要よう請せいに？　いやいや、そんな時間的な余よ裕ゆうがあるとは思えない。いったい何しようっていうんだ。というか、どこに旅しようっていうんだ!?

　アスカは探るような視線を、そっとレフレンシアの胸元辺りに――顔を見てしまうと目が合いそうで恐いから――這はわせる。

「いったいどこへ行こうっていうんです、この非常時に？」

「この非常時に行くところなんて、決まっているだろ？」

　へ？　決まってる？

　アスカは、つい視線を上げてしまった。

　当然のように、レフレンシアと目が合った。

　その瞬間、レフレンシアが、にた～りと笑った。

　アスカの全身に鳥とり肌はだが立つ。

「地獄へ、だよ」

「いぃやぁあ～～っっ！」

　さすがのアスカも悲鳴を抑えることができなかった。
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「というのが『磯いそ蟹がに』の全容だ」

　作戦のおおまかな説明を終えたレフレンシアが、いつもと変わらぬ顔と態度でアスカに告げる。

「わたしも鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの副団長として交こう渉しようの場に臨のぞむつもりだから、一人だけでというわけにもいかないんだ。そこで随ずい員いんがほしいと、そういうことなんだよ」

　アスカは自分の胸を指し示しながら、レフレンシア、ガブリエラ、クシューシカの順に視線を動かす。

「ジュンエンは、わたしの秘書官という立場から、どうしても残ると主張するので頼むことにした。さて他には……と考えたとき、こういう際どい場面でのわたしの随員、君以外には思い浮かばなくてね」

　レフレンシアがそう言うと、ガブリエラは真面目な表情で、クシューシカは深しん刻こくそうな表情で、こくりと頷うなずいた。

　アスカは半ばやけくそになって訊く。訊いても無む駄だだろうなと思いながら。

「なんでわたしなんですか？」

「腕が立って度胸があって経験もあって頭も切れる。そんな団員は、残念ながら白兎騎士団しろうさぎにもあまり多くはないんだ」

　ジト目になったアスカが軽く頭を引く。

「……お世せ辞じを言っても何も出ませんよ」

　レフレンシアは両手を広げ、右手で自分の胸をとんとんと軽く叩き、もう一度、両手を広げた。

「おいおい、アスカ。このわたしがお世辞なんかを言うと思うかい？」

　じつにわざとらしい仕し草ぐさだった。

　思いませんねぇ。嫌みとか皮肉とか罵ば倒とうとかなら、いつも聞いてる気がしますけど、お世辞は聞いたことがないな。

「何か言いたいことがあるなら、聞くよ？」

「ないですよ！」

「君に匹ひつ敵てきする腕の持ち主ってことになると、まずジアンが挙あげられるんだけど、ほら、あいつの場合、腕は立つけど、ちょっとばかり頭の働きが弱々しいだろ？」

　ぷっっ。

　思わず噴ふきそうになるのを、アスカは必死で堪こらえた。

「ハイミオに至っては、頭が虚きよ弱じやく体質だし」

「ぶはっっ」

　アスカは堪たまらず噴きだしてしまった。

「デイレィは、こういう首しゆ脳のう同士の会かい談だんに出席するには少し地味目だし」

　いや……地味とか派手とかで随員の候補者選ぶなよ。

「かといって、隊長連を道連れにはできないし」

　あたしなら道連れにしてもいいのかよ!?

「どのみちアルゴラなんかを会談に連れていったら、十二分ぶん時じも経たないうちに交渉は決けつ裂れつだ」

　そりゃぁ……そうだ。

「ヨーコはヨーコで、顔つきが陰いん気きだし」

　だから。地味とか派手とか陰気とか陽気とかで随員を選ぶなよ！

「レオノーラは……たぶん、相手が馬鹿にされていると思って交渉決裂だ。まぁ、使者くらいになら使えるんだけど」

　……白兎騎士団しろうさぎ、意外と人材がいないもんだな。

「敵の司令官との交渉となると、本当なら団長やクシューシカに出てもらうのが望ましいんだけど、この場合はもちろん出せない」

　だよなぁ。団長や番隊長筆ひつ頭とうが副団長と一緒にいなくなったら、白兎騎士団しろうさぎもお終しまいだもんな……って、わたしなら一緒に消えてもいいってことかよ。いやまぁ、そうなんだろうけど。

　アスカがとても情けなさそうな顔になった。

「ええ、そうですね。わたしがどうなろうとも、間違っても団の未来なんかを左右しませんものね」

「逆だよ、アスカ」

「はい？」

「団の未来を左右するために、この作戦は成功させたい。だから君の力が必要なんだ」

　く……こいつ、ときどき真顔でこっちの心に響く言葉を吐はくんだよな。ちくしょう、狡ずるいぞ。そんなこと言われたら、逃げられないじゃないか。

　アスカは大きなため息を吐つくと、ゆるゆると顔を上げ、レフレンシアを見た。

　こいつと一いち蓮れん托たく生しようっていうのは、あまりいい気分じゃないけど、盆ぼん地ちの魔女に見込まれたんだと思えば、納得はいかなくても諦あきらめはつく……かな。

　アスカは引き攣つったような笑みを浮かべた。

「えぇえぇ、わかりました。お供ともさせていただきますよ、副団長様」

「うん、助かるよ。ありがとう」

　一方、レフレンシアは嬉うれしそうな笑みを浮かべるのだった。

　頼み事を部下が受けたからって、ありがとうなんて言うか？　っていうか、ふつうは命令するだろ。わざわざ頼む形にするって……。それに、なんだ、この爽さわやかな笑顔は。そんなふうに笑われたら頑張りたくなっちゃうじゃないか。こいつ、団員誑たらしだよなぁ。白兎騎士団しろうさぎは女しかいないから、ある意味、女誑しだよな。

　と思ったとき、アスカにピンと来るものがあった。

　そうか。団長もレフレンシアこいつに誑された口なんだな。

　同どう病びよう相あい憐あわれむといった親近感の籠った目をアスカがガブリエラに向けると、彼女は、んんん？　と首を傾かしげる。

　アスカは慌てて視線をレフレンシアの胸元に移動させる。視線は合わせたくないから、やっぱり胸元だ。

　こいつなら、女だけでなく男も誑せそうだよな。それも、とびきりの男をさ。さて、どうなんだろうね。白兎騎士団しろうさぎを辞めたあとのこいつの行く末には少し興味があるな。

　そう思ったものの、レフレンシアに未来があるのかどうか怪しいものだということをアスカは思いだす。そしてそれは、自分に未来があるのかどうか怪しいことと同義だということも思いだす。

　なんでこんなことになっちゃったんだろうな～～。

　アスカは自分が白はく兎と騎士団のために命がけで働いているという現状に、どうにも納得がいかない。

　内部に潜もぐり込めば重要な情報を手に入れることができる、その手の情報は、とびきり高値で売れる……なんて欲張っちゃったのが運の尽きか。

　ことここに至っては引き返すことなどできない。逃げだすこともできない。ならば、最後までつき合うしかないと、アスカはそう覚かく悟ごを決めた。

　いったん覚悟を決めれば、自分でも意外なほど心が落ち着くのを感じた。

　自分が当事者になることはさておき、「磯蟹」作戦の成否にも興味がある。

　本当に、ガブリエラやレフレンシアが狙うことが上う手まくできるものなのか。

　盤ばん上じようを見渡せば、ここで行われることは、地方の小砦の奪とり合いでしかない。戦争の行方を大きく左右するようなものではない。

　しかし、この「磯蟹」作戦が成功するようなら、たとえ今どれほど不利であっても、最終的にはベティス・白はく兎と連合が勝利するのではないか。

　アスカはそんな予感すら覚える。

　っても、どうやってこの局面を乗り越え、どうやって最終的な勝利を得ればいいのか、その道筋はさっぱり見えないんだけど……ま、そういうのは団長や副団長が考えることだよな、うん。わたしは二人のお手並み拝はい見けんといくしかない。

　改めてもう一度、レフレンシアとガブリエラから作戦の詳細を聞かされたアスカは、絶望と期待と未み練れんと興味と諦てい観かんと執しゆう着ちやくという相反する感情に揺さぶられながら三人の前から退出していった。

　相変わらず、とんでもないことを考える奴らだなぁ。つき合うこっちの身にもなってくれっての。

　そんな不平を心中で垂れ流しながら。
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　翌日。

　突とつ貫かん工事で何本もの縦たて坑あなや横よこ坑あなが掘られているのを横目にしつつ、ガブリエラとレフレンシアは、ルーアル・ソシエダイ軍に使者を立てた。

　本当ならアリアンレイという司令官に向けて送りだしたいところだが、彼女が今どこにいるのかまでは特定できていない。仕方がないので、使者にアリアンレイ宛あての親しん書しよを持たせ、近くにいるルーアル・ソシエダイ軍部隊の陣じん営えいに送りだした。

　ここで改めて周辺の敵部隊の配置を見てみよう。

　ルーアル・ソシエダイの先行部隊は城砦を通り過ぎて、西方に進出している。

　城砦に籠る形の白兎騎士団しろうさぎとマナティウス方面のベティス軍との連絡を遮しや断だんしようという意図が見て取れる。ベティスの後ご詰づめが少数なら、そこで阻そ止しするつもりだ。

　その数、およそ一千。

　他にも、コリントゥス方面から進出してきた部隊が城砦を見張る形で近くに陣を敷しいている。こちらも一千ほどいるだろう。レフレンシアは、この部隊に使者を向かわせたのである。

　使者を迎え入れた部隊指揮官は、アリアンレイ宛の親書を受け取り、困こん惑わくした。

　大だい平へい原げんで軍事行動中のルーアル・ソシエダイ軍の、いわば最高司令官であるアリアンレイに宛あてた親書であるから、彼の一存でどうこうできる類たぐいの物ではない。

　使者の話では、親書の中身は「城砦の明け渡しに関すること」らしいから、なおさらだった。

　仕方がないので部隊指揮官は、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの使者をアリアンレイの下まで送り届けることにした。

　もっとも彼も、アリアンレイがこちらに向かっていることは知っていても、今どこにいるのかまではわかっていない。とりあえず白はく兎との使者を案内する部下に、

「アリアンレイ様に先行する形でこちらに向かっているイリアスタ主しゆ導どうの都市国家連合軍部隊まで出向いて、アリアンレイ様の居場所を確かめるように」

　と申し渡して送りだしたのだった。
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　取り急ぎル・アンヘルの仕置きを済ませたアリアンレイは、このとき、直属の五百を率いて大平原を南下中だった。

　彼女が向かう先は、もちろん鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎに奪うばわれた城砦である。

　ベティス大公国と鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎに奪とられたル・アンヘルを奪とり返し、さらに今、白兎騎士団しろうさぎに奪とられた城砦を奪だつ還かんできたなら、周辺諸国に対してまたとない喧けん伝でんの機会を得ることになる。

　大平原における両勢力の均きん衡こうが、ルーアル・ソシエダイ王国側に傾かたむいたと、強く印象づけられる。

　それは小さな城砦を奪とったか奪とられたかという局所的な話ではなく、大平原での覇は権けん争いの行く末に影響を及ぼすほどの要因になるとアリアンレイは考えている。

　だからこそ彼女は、城砦の規模に比べれば過か剰じよう反応ではないかと思えるほどの兵力を集めたのだ。

　そもそもその城砦は、まだ完成すらしていなかった。敵に壊されたとしても、ルーアル・ソシエダイ軍にとってはさほど大きな痛手とはならない。

　しかし、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎに居座られるとなると話は別だ。

　そのまま城砦を修しゆう復ふくされ、ベティス側に運用されては具合が悪い。

　何より、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの名声が今以上に上がるのはなんとしても阻止したい。

　たかだか五、六百の兵力しか持っていない鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎが、数千の兵力を展開しているルーアル・ソシエダイと互角に戦っているなどという印象を周辺諸国に持たれるだけで、ルーアル・ソシエダイとしては大きな失点となる。

　そのような風ふう評ひようが大平原の人々の口に上ることだけは許してはならない、というのが大平原調ちよう略りやく担当官としてのアリアンレイの立場だった。

　そこでアリアンレイは、周辺諸国の耳じ目もくを集めるために、完成前の小さな城砦を奪還する作戦には不ふ釣つり合いなほどの兵力をかき集めたのだった。

　ところが。

　アリアンレイの部隊は行軍途中で、先行しているはずのイリアスタが率いる都市国家連合軍部隊と輜重部隊に追いついてしまった。

　予定ではすでに城砦の近くまで進出しているはずの部隊が、何な故ぜまだこんなところをうろうろしているのかと不ふ審しんに思ったアリアンレイは、直すぐにイリアスタ軍の指揮官を始めとする幹かん部ぶ連れんを呼んだ。

　本陣で彼らの話を聞いたアリアンレイは、部隊が何者かの夜や襲しゆうを受けて損そん害がいを出したため、その後は輜重部隊の移動速度に合わせてゆっくりと南下している最中であることを知った。

　行軍中であるため、アリアンレイは鎧よろい姿である。兜かぶとは被っていないので、背中に垂らした長く艶つやのある黒髪が白しろ銀がねの鎧によく映えている。

　夜襲を受けた報告を聞かされたアリアンレイは、内心で自じ嘲ちようの笑みを浮かべる。

　我が軍はそれほど夜襲を仕掛け易やすいと思われているのかしら。

　もっとも、人的損害はそれほどでもなかったので、今後の作戦行動に支し障しようが出るわけではない。

　問題があるとすれば、警戒していたにも拘かかわらずに夜襲を許し、敵は無傷で引き揚あげていったという事実から来る、味方の兵の心理的な敗北感。

　じっさい、夜襲を受けた後の連合軍部隊は、慎しん重ちようにもほどがあるという警戒ぶりで、そのため行軍速度が極きよく端たんに落ちてしまったのだ。

　報告を聞き終えたアリアンレイは、端たん麗れいな顔に薄い笑みを浮かべる。

「何者かの夜襲。何者か、ね」

　威い力りよくのある魔術攻撃。そして夜襲を受けた部隊の指揮官が、敵の特定もできないほど鮮あざやかな攻撃と速すみやかな撤てつ収しゆう。そんな真ま似ねができる勢力は限られている。というより、一つしかいない。

　そのような敵は鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎ以外にはいません。

　アリアンレイは連合軍の幹部を待たせておいて、副官のレッセルを呼んだ。少し気になることがあったので、彼に話をしつつ考えをまとめようと思ったのだ。

「気になることですか？」

　呼ばれた副官が訊き返す。

「鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎ、いつもながら大だい胆たん不ふ敵てきな連中です。おかげでわたしの構想が崩れてしまいました」

　アリアンレイが言うように、彼女の腹づもりでは、すでに城砦は味方の部隊に包囲されているはずだった。

　副官が心配そうな顔で訊いた。

「コリントゥスから呼んだ部隊は、城砦付近にまで進出しているはずです。西方へ進出させた部隊は少し離れすぎています。各個撃破される虞おそれはありませんか？」

　副官の指摘はもっともだ。その危険を減らすために連合軍部隊を援軍として進ませていたのだから。

　アリアンレイは瞬時、考える素振りを見せたが、直ぐに顔を上げ、副官に応えた。

「それは大丈夫でしょう」

「大丈夫ですか」

「夜襲を敢かん行こうしてきたのは、正面切って戦うほどの兵力がないことの裏返しです。今回も一撃加えただけで即離り脱だつしていったわけですから、いくら相手が鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎであっても、簡単に撃げき破はされることはないでしょう。先行部隊には、万一、白兎騎士団しろうさぎの部隊が討って出てきたら戦わずに退ひきなさいと言ってありますし、何より連中は城砦の強化に忙しいはずですから、全軍で野や戦せんに討って出るほどの余裕はないでしょう」

　言われてみれば、なるほどという指摘だった。それで副官が安あん堵どの息を吐はく。

「そうですね。作業は工人にやらせるにしても、監かん督とくはしなければなりませんからね」

「これが山さん岳がく地帯であれば、移動中に不ふ正せい規き戦せんを繰り返されることもあり得るので厄やつ介かいなのですが、幸いここは大平原。少数であっても移動は目につき易い上、逃げ隠れする場所もありませんからね。反撃を受けて死傷者が出れば、ただでさえ兵力の少ない白兎騎士団しろうさぎは城砦を守る兵力すら確保できなくなります」

　アリアンレイが気にするのは、そこではない。

「仰るとおり、連中にとっては城砦の確保こそが最重要課題のはずですね。では、どうしてわざわざ夜襲をかけてきたのでしょう？」

「そう、そこね、わたしが気になるのは」

　アリアンレイは我が意を得たりと頷いた。

「城砦の確保のための人員を割さいてまで危険な夜襲を敢行した。しかも、わざわざ遠くまで出で張ばってきて、行軍中の連合軍部隊を。同じ夜襲をかけるのなら近くにいる部隊を狙ったほうが簡単で効率がいい。にも拘らずここまで遠征をしてきた。ということは、夜襲をかけざるを得ない事情を向こうは抱えていたことになります。逆に言えば、近くの部隊に夜襲をかけたくない事情をね」

　さすがにアリアンレイは鋭い。

　もし白兎騎士団しろうさぎが近くに布ふ陣じんしてる部隊に夜襲をかければ、怒った相手が城砦を攻撃してこないとも限らない。そうなっては、魔術の仕掛けを仕込むどころではなくなる。ガブリエラとしては、近くで城砦を見張っている部隊には、そのままおとなしく見張っているだけにしておいてほしかったのだ。

　その辺の事情まではアリアンレイにも想像ができない。

　アリアンレイの指摘に副官は首を捻ひねった。

「かけざるを得ない事情……ですか」

「城砦の近くの部隊ではなく、城砦に向かっている部隊を襲ったという事実に、答えが隠されているような気がするのですけど」

　あちらを、ではなく、こちらを……か。

　副官には、アリアンレイの言わんとするところが今一つ理解できなかった。

　自分に理解できるほど事は浅くないと、そういうことなのかな。

　アリアンレイほどの頭脳を以もつてしても一ひと筋すじ縄なわではいかない相手。それが鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎという存在だ。である以上、彼が敵の意図を見抜けるほど甘くないのだが、そうはいってもアリアンレイの副官を任されている身としては、お手上げですとも言えない。

　副官は、その事情を、敵の狙いを推おし量はかってみた。

「いちばんあり得るのは、こちらの部隊の足止めをしようとした……という可能性だと思うのですが」

　アリアンレイは、ぴくりと眉まゆを動かした。

　人によっては「出過ぎた真似をするな」と言うところだが、彼女はそういう質たちの指揮官ではない。むしろ部下が考えることを歓かん迎げいするほうだ。この副官には、そういうことをこそ期待している。

「足止めしてどうするの、レッセル？」

「城砦が包囲されてしまうまでの時間的な余裕を捻ねん出しゆつし、その間に城砦の修復、強化を図はかる……のではありませんか」

「いいところを衝ついているわね」

　とアリアンレイは応えた。

　しかし、副官は。

　大外れでもないが、正解でもないか。

　アリアンレイの副官を務つとめ始めて、まだそれほど時間の経っていないレッセルだが、このようなときの上官の反応についてはだいたい理解している。

　推測が正せい鵠こくを射ているのなら、彼女はずばり、そう言うはずだった。

「ふつうに考えれば、そういうことね。でも、足止めができたとしても、稼かせげる日数はせいぜい数日でしょう。一旬日も稼げるわけではないわ。たかだか数日で、三千、四千の包囲軍を跳ね返せるほど、城砦を強化できるかしら。あの城砦は、そもそも完成していなかったのよ？」

　言われるとおりだな。しかし、時間を稼ぐという方向性は間違っていないはず。

「では……逃げるための時間を稼ぐつもり、でしょうか」

「ただ逃げるだけなら、時間稼ぎなどしていないで、さっさと逃げたほうが早いのではなくて？」

「ああ、仰るとおりですね」

　副官は軽く両手を挙あげ、首を左右に振った。

　わたしには、これ以上の推すい察さつは無理だな。アリアンレイ様に正解を教えてもらおう。

「アリアンレイ様は、その理由をどう考えられているのですか？」

「わたしは」

　アリアンレイは、そこで一瞬、口ごもった。

　アリアンレイ様にしては珍めずらしい、とレッセルは驚く。

「わたしにも敵の着手の意図が読めない……というのが正直なところね」

「わからない……のですか!?」

　それこそ驚きだと、レッセルは目を見開いた。

「どうして時間を稼ごうとするのか。いま言ったように、逃げるためだとか城砦を強化するためだとは思えないから、不思議なの。不可解なの」

「あ、だとすると」

　レッセルは大事なことを見落としていたことに気づいた。

「ベティスの後詰めが間に合うだけの時間を稼ぐというのはありませんか？」

　アリアンレイは小さく頷いた。

「可能性としてはあります。ただ、西方の攪かく乱らんが上手くいってますから、大平原に駐ちゆう留りゆうするベティス軍は、その数を減らしています。ただでさえ苦しいときに、あんな小さな城砦を確保するためにベティスが援軍を出すかしら」

「そう……ですね。ベティスにとって、そこまでの価値があるとは思えませんね」

「こちらに使わせたくないというのはわかります。ならば、陥おとしたのですから、徹底的に破壊して、さっさと逃げてしまえばいいだけの話。たとえここで確保したとしても、あそこはすでにこちらの勢力圏けん内ない。この先も城砦を保持しておこうとすれば、守備兵が千では足りないでしょう。二千以上の兵力を入れておかなくてはならないわけで、今のベティスにそんな余裕はないはずです。それに」

　アリアンレイは言葉を切って、もう一度、何かを考えるような素そ振ぶりを見せた。

「……わざわざ連合軍部隊に夜襲をかけてきたというのが気になるわ。城砦の周辺にはもっと兵数が少ない部隊が二つ展開していたのに、そちらではなく行軍中のこちらを。先ほど言ったように、白兎騎士団しろうさぎにはこちらを襲った理由があったはずだわ」

「すみません。お恥ずかしいことですが、これ以上の推察は、やはりわたしには無理のようです」

　アリアンレイは肩をすくめてみせる。

「べつに恥ずかしくはありません。わたしもわからないのですからね」

　アリアンレイは問題点を洗いだし、思考の整理をしてみたものの、結局、敵の狙いを看かん破ぱすることはできなかった。

「ですが、城砦に着く頃には敵になんらかの動きが出ていることでしょう。そうすれば敵の狙いもはっきりしてきます。まずは、行軍の速度をもう少し上げなくてはね。もう一度、各部隊長と幕ばく僚りようを集めて、レッセル」

　副官が弾かれるように床几から立ちあがったそのとき。

「アリアンレイ様！」

　天幕の外で呼ぶ声が聞こえてきた。

　声の様子に切せつ羽ぱ詰まったものを感じて、アリアンレイは副官に向かって頷いた。

　急いで副官が天幕の出入り口まで進みでて、報告に来た部下と相対した。

「どうしたか？」

「それが、コリントゥスから城砦へと進んだ部隊からの急きゆう使しが連合軍部隊の本陣を訪おとずれまして、アリアンレイ様をお捜しだということで、先ほどこちらへやって来ました」

「コリントゥス方面部隊からの急使？」

　レッセルが振り返ると、アリアンレイも怪け訝げんそうな表情になっていた。

　レッセルはもう一度、部下に向き直る。

「いったいなんの用向きだ？　まさか、白兎騎士団しろうさぎの攻撃を受けているなどと言わないだろうな!?」

「いえ、そうではありません。友軍の使者は、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの副団長からの使者を伴っているのです。なんでも、アリアンレイ様宛の親書を持参しているとか。どのように取り計らいましょうか？」

「なんだと!?」

　驚きの表情を浮かべて、もう一度、副官が振り返った。

　いつも冷れい静せい沈ちん着ちやくなアリアンレイも驚いている。その証拠に、彼女は我知らず床几から腰を浮かせていた。

「どういたしますか、アリアンレイ様!?」

「もちろん引いん見けんするわ。直ぐにここへ連れてきて、レッセル」
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　鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎ独特の兎うさ耳みみ兜と軽装鎧に身を包んだ使者の姿を拝おがもうと、ルーアル・ソシエダイ軍の兵たちが人ひと垣がきを作っている。

　そんな中、副官レッセルに連れてこられたのはレオノーラだった。

　二人の随ずい員いんを連れたレオノーラが、鈴すず生なりになっているルーアル・ソシエダイ軍兵士に向かって愛あい想そよく手を振ると、兵のあいだからどよめきが起こった。

「お～～、美人だな」

「鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎ、見み目め麗うるわしい女しか入はいれないってぇのは本当みたいだな」

「っていうか、随分と緩ゆるい態度と顔つきだな？」

「緊張の欠片かけらも見えないな」

「あんな可愛い顔して、凄すごい度ど胸きようだ」

　などという囁ささやき声が湧わき起こった。

「うへへ～～、可愛いって言われちゃったよ～～？」

「レ、レオノーラ様、前を見て歩いてください、前を見て」

　いつもと変わらぬレオノーラに比べ、随員の二人は緊張に身を固くし、敵兵から注そそがれる視線に身をすくめ、ぎこちない足取りで歩いている。

「こちらでございます、レオノーラ殿」

「ありがと～～、レッセルちゃん」

　ずるっ、と副官がずっこけた。

　ちゃん呼ばわりされたのは、軍に入って以来、初めてだな。しかも、敵から。

「レッセルちゃんって、美男子だね～～」

「あ～～、いえいえ、べつにそういうことはないのでありまして……」

　顔を赤くして、あわあわと両手を振り回すレッセルを見て、レオノーラが内心で笑いを漏もらす。

　彼女は傍らの二人に囁いた。

「初うい々ういしくていいよね～～。連れて帰りたくなっちゃうよね～～？」

「なに馬鹿なこと言ってるんですか！」

「真ま面じ目めにやってください、真面目に！」

「そんなに怒らなくても～～」

　レオノーラがしんなりと肩を落とす。

「あの、ど、どうぞ、天幕の中へお入りください」

「あ、すみません～～。ではぁ、失礼します～～」

　へこへこと頭を下げたレオノーラは、腰を折り、天幕の出入り口を潜くぐった。
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　中で待っていたのは、長い黒髪が美しい女性だった。

　レオノーラは、あからさまにならない程度に視線を向けて相手のことを観かん察さつする。

　黒髪かぁ。でも、ジアンみたいな東方の大陸出身って感じじゃないよね～～。中央の大陸出身か、それともバスティア大陸の東部地域の出身なのかなぁ。出身地はともかく、いかにも切れ者って雰囲気だね～～。

　天幕に持ち込まれた折り畳める木製の椅い子す――ただの床几よりは立派だ――に座っていた黒髪の女は、レオノーラが入ってくるのと同時に立ちあがった。

　彼女の横にも背後にも護ご衛えいの兵士が立っている。

　レオノーラは当然、すでに剣を預あずけているし、随員の二人も同様だ。

　正式な使者を迎えるのだから護衛兵も剣は抜いていない。しかし、レオノーラたちが少しでも不ふ審しんな動きを見せれば、即座に剣を抜いて斬りかかってくるだろう。

　天幕の向こうにも、何人もの兵が潜ひそんでいる気配をレオノーラは感じ取っていた。

　これだけ物もの々ものしい警備が敷かれているのだから、あの女が部隊の最高指揮官だとレオノーラは確信する。そして同時に、安堵の息を吐はく。

　いろんな人のところをたらい回しにされたら堪たまらないものね～～。

　やはり「鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎ副団長からの使者」という名乗りが効いたのだろう。

　まぁね～～、レフレンシア様ってば、有名人ですもんね～～。

　情報組織である保ほ護ご色しよくを担当しているレオノーラは、各地、各国の鋼鉄の白兎騎士団じぶんたちに対する評価、評判をよく知っている。

　敵味方問わず、外部の人間のあいだでは、いま鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎを率いているのは、実質的には副団長のレフレンシア・レブローニュ・スキピアノスである、という評価で固まっている。

　そんなことないのにね～～。みんな、今の団長の危険さを知らないからね～～。

　むしろ、知られてないからこそ、ガブリエラの奇き策さくが威い力りよくを発はつ揮きするのではないか。レフレンシアならそこまで読んで、自分が昇しよう格かくするのではなく、一回生を団長位に就つけるという奇策を放ったのかもしれない。

　団長も奇策が得意なら、副団長も奇策に加えて騙だましや誑たらしや抱き込みが得意だなんてね～～。このままだと、栄えある鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎも変質しちゃうかも～～。

　それならそれでもかまわないと、レオノーラは思っていた。

　先輩たちがどう思うかはわからないが、こんな戦時に、こんな非常時に、伝統や格式では生き残れないことをレオノーラは弁わきまえている。

　もっとも、奇策が得意のガブリエラや大たい局きよく観かんに優れたレフレンシアを指導者に戴いただいていても、白はく兎と騎士団がこの危機を乗り越えられるかどうかはわからない。いま白はく兎と騎士団が置かれている状況は、それほど厳しいのだ。

　まずは目の前のこいつをどうにかしないとなりませんね～～。ル・アンヘルを陥おとしたっていうアリアンレイ様を～～。

　けれど、それはレオノーラの仕事ではない。アリアンレイをどうにかするのは、ガブリエラとレフレンシアの仕事だ。

　レオノーラは、二人が組み立てた筋書きが実現できるように下した拵ごしらえをすること。

　さぁて、上手くやらなくてはね～～。
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「ご苦労です、使者殿」

　というアリアンレイの呼びかけに、満面の笑みを浮かべてレオノーラが、

「はい、ご苦労でした～～」

　と返すと、さすがのアリアンレイも驚きの色を見せた。

　驚きの色は直ぐに消えたが、レオノーラはそれを見逃すほど凡ぼん庸ようではない。

　うちのレフレンシア様に比べると、まだ感情の抑よく制せいが甘いですかね～～。もっとも、盆地の魔女と比ひ較かくしちゃ、誰だって甘いんですけど～～。

　レフレンシアと比較して「甘くない」者がいるとすれば、徹てつ頭とう徹てつ尾び、話し方から態度や表情すべてを作っているレオノーラ自身くらいのものだろう。

　レオノーラは、幼い頃からそうやって優秀な妹との差別化を図って生きてきたのだ。彼女の「作り」は付け焼き刃ではない。

　というレオノーラの個人的な事情はさておいて。

「わたし、レオノーラ・エレマル・サイクスといいます～～。白はく兎と騎士団では警けい邏ら隊の隊長を務めています～～、よろしくお願いします～～」

　レオノーラはアリアンレイに対して深々と腰を折って挨あい拶さつを寄よ越こした。

　たしかにレオノーラ、警邏隊の隊長だが、特とく務む分隊の隊長も兼けん任にんしている。が、そちらは黙だまっていることにする。

「副団長のレフレンシアがいつもお世話になっております～～」

「いえ……世話をした覚えなどありませんが」

「あ～～、そうでした、ね～～」

　なんですか、この女は。これが使者？　どういうつもりです、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの副団長。まさか、嫌がらせ……のつもりではないでしょうね。













　とアリアンレイが思ってしまうほど、レオノーラの言動はふつうではなかった。

　とはいえ、相手を怒らせてしまうほど巫ふ山ざ戯けてはいない。そこがレオノーラの真しん骨こつ頂ちようというか、芸の細かいところではあった。

「とりあえず、お座りください」

　とアリアンレイは床几を指し示した。

　アリアンレイが座るように奨めたのは、使者に対する礼儀を守ったのと同時に、レオノーラたちが何かを企んでいたとしても――そうは思えないが――座らせておいたほうが行動が遅れる、という意味合いもある。

「ではぁ、失礼します～～」

　レオノーラはへらへらと笑いながら、他の二人は緊張に顔を強こわばらせながら、床几に腰を下ろした。

　あの二人の随員の応対は自然。当然。なのに使者のこの不ふ貞て不ぶ貞てしさは、いったい？

　態度が不貞不貞しいだけでなく、表情がまったく読めないのも、アリアンレイの警戒心を掻かき立てる。

「で、此こ度たびのご用件はなんでしょう？」

　と冷たい声で言ってみる。

「あぁはい～～、副団長のレフレンシアから、大平原調略担当官のアリアンレイ様宛に親書を預かってきているのです～～。えっと、これはですから、アリアンレイ様に直接お渡ししたいんですが～～？」

「わたしが、そのアリアンレイ・アシッドゥ・アッサンラーです」

「あ～～、そうだったんですか～～」

　レオノーラは目を見開いて驚いているが。

　なんて白々しい。わたしが目的の人物だということは百も承知のくせに。この女も、そうとうの女め狐ぎつねね。兎なんかじゃなく。

　アリアンレイが苦々しい顔になる。

「これは失礼いたしました～～」

　床几の上で腰を折って頭を下げているレオノーラに向かって、アリアンレイがなおも冷たい声をかける。

「改めて紹介しておきましょう。わたしの隣が副官のレッセルです」

「あ、先ほどはどうも～～」

　レオノーラが頭を下げると、レッセルは正式な名乗りを上げた。

「レッセル・ライマール・レンブランです。よろしくお願いします」

「鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの副団長の使者、レオノーラ・エレマル・サイクスです～～」

「さて、こちらの自己紹介も終わりましたので本題に入りたいのですが、使者殿」

　そう言って、アリアンレイはレオノーラに鋭い視線を向けるが、彼女はにへら～～と笑って受け流す。

「はい～～、いつでもどうぞ～～」

　アリアンレイは内心で舌打ちしながら催促するのだった。

「で、使者殿、副団長レフレンシア殿の親書とは、どのようなものですか？」

「はい、これです～～」

　レオノーラは懐から取りだした親書を両手で持って恭うやうやしく差しだす体勢を取った。

「レッセル」

「はい！」

　進みでたレッセルはレオノーラから親書を受け取ると、数歩戻って、アリアンレイに手渡した。

　親書の入った封筒を点検していたアリアンレイが顔を上げた。

「……魔術による封ほう鍵けんが施ほどこされていますね。我々の魔術士で鍵を開けろと？」

「あ、そちらの魔術士さんのお手を煩わずらわせるまでもありません～～。解かい呪じゆのための鍵は持ってきていますので～～」

　というレオノーラの言葉で随員の二人が小さな呪じゆ札さつを取りだした。武器を取りだそうとしていると護衛兵に勘かん違ちがいされては堪たまらないので、あくまでゆっくりと、どこまでも慎しん重ちような手つきで。

　なるほど。手の込んだことをするものですね。用心深いと言えば言えますが、あまり意味がないという気もします。副団長が魔術士であることを訴えるにはいいかもしれませんが……。

　使者の随員の動きを注視していたアリアンレイは、視線を逸そらすことなく、

「レッセル、あれを」

　と副官に命じた。

　再び進みでた副官が、随員から呪札を受け取って、またもアリアンレイに渡した。

　呪札には小さな文字で呪じゆ文も字じと呪じゆ絵えが描かれている。

「これは、どのように？」

「まず解呪の鍵その一を刻こく印いんに押し当ててください～～」

　アリアンレイが天幕の一隅に控えている配下の魔術士、キネーシュに視線を向けると、彼女はゆっくりと立ちあがった。

　黒い長なが裳もの上に黒い外がい套とうを羽は織おった、いかにも魔術士といった装いのキネーシュが、アリアンレイの下へ歩み寄ってくる。

　一礼したキネーシュは、親書と呪札をアリアンレイから受け取った。

　可能性としては無視できるほど小さいと思うものの、アリアンレイを暗殺するための仕掛けではないという保ほ証しようがない以上、念には念を入れなくてはならない。

　キネーシュは注意深く親書と呪札を点検して、何も問題がないことを確認する。

　彼女はアリアンレイに対して小さく頷くと、親書と呪札を副官のレッセルに手渡した。

「どうぞ、レッセル様。怪しい点はございません」

　受け取った副官は少し緊張気味だ。

　彼だけでなく、アリアンレイの護衛兵も緊張感を漲みなぎらせている。

　この場の様子を想像したレフレンシア様が～～、にやにや笑っている様子が目に浮かんできますね～～。

　レオノーラに言われたとおり、副官が呪札を封筒の刻印部分に押し当てると、刻印が消しよう滅めつした。

「で、次は～～、もう一つの呪札をレフレンシアの署しよ名めいに押し当ててください～～」

　言われたとおり、「レフレンシア・レブローニュ・スキピアノス」と優ゆう雅がな書体で署名された箇所に、副官がもう一枚の呪札を押し当てた。すると今度は、レフレンシアの署名が消滅した。

「はい、もう開封しても平気です～～」

「ちなみに、これをやらないで開封したらどうなるのです？」

　とアリアンレイが訊いた。

「燃えます～～」

「燃える？」

「はい～～。開けようとした人もろとも～～」

　本当？　と問い質ただす視線をアリアンレイがキネーシュに向けたが、彼女は小さく首を横に振った。

　そこまではわかりません、という意思表示だ。

　アリアンレイは視線をレオノーラに戻し、皮肉を利きかせて言った。

「……そう。それは素敵ね」

「お誉ほめに与あずかり恐縮です～～」

　誉めていませんけどね。全っ然、誉めていませんけどね。

　目の前の使者の相手をしているだけで、気力が根ね刮こそぎ持っていかれそうな気がして、内心でため息を吐つくアリアンレイだった。

「よろしいですか、アリアンレイ様？」

「いいわ。開けて、レッセル」

「はい」

　小刀を取りだしたレッセルが、封筒の上部を切って、中に入っている親書を抜いた。

「どうぞ」

　アリアンレイはレッセルから親書を受け取ると、丁てい寧ねいに折り畳たたまれたそれを広げた。

　書かれている文はそれほど長くない。

　直ぐに読み終えたアリアンレイは、じろりと睨ねめつけるような視線をレオノーラに向けてきた。

「これを書いたとき、あなた方の副団長殿は正気だったのかしら？」

「え～～と」

　レオノーラが笑みを浮かべたまま小首を傾げている。

「あの方は普段から正気を保っているかどうかわからない方ですから～～」

　アリアンレイが、ふっ、と笑った。

「そう。面白そうな人ね」

　アリアンレイは思し案あん気げな顔で、もう一度、親書に目を落とした。

　面白い人間なら、白兎騎士団しろうさぎには掃はいて捨てるほどいますよ～～。

　レオノーラの心の呟つぶやきをレフレンシアが聞けば、間違いなく「おまえを筆頭にな！」と突っ込んだことだろう。

　そうしたら、わたしは間違いなくこう返しますけどね～～。

「レフレンシア様には負けますよ～～」

　レフレンシア様は、なんて言い返してくるかな～～。あ、もしかして。

「いやいや、待て待て。わたしもおまえも絶対に勝てない超面白変人が白兎騎士団しろうさぎにはいるじゃないか」

　って言うかも。で、わたしが。

「そうですね～～。ガブリエラ団長には絶対に勝てませんよね～～」

　って言って、レフレンシア様が、

「誰が来たって、あいつには完敗だ。バスティア大陸でも三本の指に入ろうかっていう超面白変人だからなっ」

　って締しめるのかな～～。あぁ、違うか～～。締めは……。

「そんなわけありませんっ！」

　っていう団長の叫び声だなぁ。

　レフレンシアやガブリエラの生々しい声が脳内に再生されてしまい、レオノーラは笑いだしそうになるのを必死で我が慢まんした。

「これの返事はいつまでに？　検けん討とうしておきます、ってことでは駄目なのかしら？」

　アリアンレイにそう訊かれ、レオノーラは急いで表情を取り繕つくろう。

「いや～～、わたしも子供の遣つかいじゃないもので～～、ちゃんと返事を戴いてから戻らないと副団長にお仕置きされちゃいます～～」

「……ちなみに、どんなお仕置きをされるのかしら？」

　先ほどからアリアンレイは、レオノーラの返事にいちいち反応を示す。それも、本題ではないところにまで。

　なるほど、こういう女ひとですか～～。これはレフレンシア様に伝えておかなくてはなりませんね～～。

　親書の返事を持ち帰るだけがレオノーラの仕事ではない。こうして会って話をして、アリアンレイの人となりをレフレンシアに伝えることこそが、彼女のもう一つの、そして重要な仕事なのだ。

「えっと～～、そうですね～～、その日の気分次第でしょうけど～～」

　レオノーラは一度、二度と小首を傾げつつ応えた。

「ふつうなら、裸に剝むかれて罰掃除とか、裸に剝かれて鞭むち打うちとか、裸に剝かれて歌わせられるとか、裸に剝かれて踊らされるとか……ですかね～～」

　アリアンレイが目を見開いている。

「全部裸に剝かれてますけど!?」

「そこは基本中の基本かな～～」

「…………そういうのが好きな女ひとなの？」

「大好きですね～～。大浴場で若い団員をよく襲ってますし～～」

「面白い女ひとね、あなたたちの副団長」

「任せてください～～」

　かくっ。

　アリアンレイが軽くずっこけた。

　珍しいこともあるものだと副官が驚く。

　常に冷静沈着、いつも怜れい悧り冷れい淡たん。それだけでなく、必ず相手の先を行く思考力と洞どう察さつ力りよくを誇ほこるアリアンレイが、この使者相手だと調子を乱されがちだ。

　もしかすると、見た目に反してとんでもなく油断のならない相手なのかも？

　副官は使者に対する評価を改めたほうがいいかもしれないと思った。

「それはともかく」

　アリアンレイは気を取り直すように表情を引き締めた。

「少し考える時間をいただきたいわね。半刻ほどお待ちいただけるかしら」

「かまいませんよ～～」

「では、半刻の後に、もう一度ここにお出でください、レオノーラ殿」

「了解です～～」

「行軍途中の宿営地ですから、お待ちのあいだ、寛くつろいでいただくというわけにはいきませんが」

「お気になさらずに～～」

「レッセル」

「はい」

「使者殿のために、お待ちいただく場所をどこかに用意して差しあげて」

「承知いたしました。では、こちらへどうぞ、使者殿」

　レオノーラが床几からゆっくりと腰を上げた。

　はてさて、あのアリアンレイという女おんな、どういう返事を寄よ越こしますかね～～。
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　手配を済ませて戻ってきたレッセルに、アリアンレイは座るように促した。

　アリアンレイの椅子の前に床几を持ってきてレッセルが腰を下ろすと、彼女は親書を差しだした。

「読んでみて」

「はい、では」

　レッセルは親書を受け取り、文面に目を落とす。

「……明け渡しのための交渉……ですか」

　読み終えたレッセルが顔を上げた。

「白兎騎士団しろうさぎも、あの城砦を維い持じするのは難しいと承知の上で、少しでも有利な条件を引きだそうと、そういうわけですか」

「ふつうに読めばね」

「……この親書、ふつうではないと仰います？」

「相手は鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの副団長、盆地の魔女と異い名みようを取る女よ。ふつうではないと考えるほうがふつうね」

「複雑ですね」

　とレッセルは苦笑した。

「そもそも白兎騎士団しろうさぎには、どうやったってあの城砦を維持できるような兵力がないのですから、こちらが包囲すれば逃げるしかない。それなのに、わざわざ『城砦を明け渡しますから交渉を』などというのが怪しすぎるでしょう？」

　副官は、たしかに、と頷いた。

「相手がどんな条件を持ちだしてきても、こちらは拒絶できます。拒絶して攻めれば、確実にあそこは陥おちます。向こうには守備兵が五、六百しかいないのですから。そんな状況で、いったいどんな条件を持ちだそうというのでしょうか？」

「そう、そこね。そこに少しばかり興味があります。それに明け渡すのであれば、連合軍部隊に夜襲をかけてきた理由がますますわかりません。これでは時間稼ぎをする意味がない……」

　アリアンレイの言葉の最後のほうは力強さに欠けていた。彼女自身、相手の意図が読み切れなくて少し弱気になっているのかもしれない。

「交渉の席に着かれるおつもりですか？」

　レッセルは懐かい疑ぎ的てきな目だ。

「相手の持ちだす条件に大して意味があるとも思えませんが」

「条件にはなくても、会談には意味があるかもしれないわね」

「どういうことでしょう？」

　アリアンレイは封ふう筒とうの裏に目を落とした。

　今は消えてしまっているが、最初、そこにはレフレンシアの署名があった。

「副団長、レフレンシア・レブローニュ・スキピアノスという人物に興味があります。現団長は去年入団したばかりの新人だと聞いています。ということは、実質、今の鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎを率いているのがレフレンシアということになる。その人物を自分の目で見てくるのも一いつ興きよう……ではないかしら」

「何か罠を仕掛けているかもしれませんよ。正面から戦って勝てないのですから、アリアンレイ様を暗殺しようとするかもしれません。危険のほうが大きいのでは？」

「いつも正義を声こわ高だかに標ひよう榜ぼうしている白兎騎士団しろうさぎの副団長が、暗殺などという姑こ息そくな手段に訴える可能性はほとんどないと思うわね。そんなことをすれば、白兎騎士団しろうさぎの名声が地に落ちるでしょう」

「そうで……しょうか」

「万が一、仕掛けているのなら、それはそれでどんな罠なのかに興味があります」

　と言うアリアンレイの言葉は強がりではない。

　相手がどんな罠を仕掛けてこようと見破る自信はあったし、それがどんな類たぐいの罠なのか興味があると言ったのも本音だった。

　しかし、罠は直接的にアリアンレイの命を狙うようなものだとは限らない。レフレンシアとガブリエラが仕掛けた罠は、まさにそういう類の物だったが、アリアンレイは、狙ってくるなら自分をだと思っている。そこが落とし穴ではあった。

「この呼びかけに応じようと思います」

　アリアンレイは、そう決断を下した。

　彼女は、レフレンシアとガブリエラが如い何かに危険な存在かをまだ知らない。特にガブリエラの危険さを。

　ガブリエラは、完全にアリアンレイの視界から外れていた。ただのお飾り団長というのが、アリアンレイの推すい測そくであり評価でもある。

　だとすれば、この局面では、一回生のガブリエラを団長に据すえたレフレンシアが読み勝っていることになる。

　二手先、三手先ではなく、十手も二十手も先を読んで着手しておいた手が、いま効果を発揮しているのだ。

　将棋スカツシエの優秀な指し手であるレフレンシアの真骨頂が現れた局面だといえよう。

　とはいっても、問題はこの先。

　アリアンレイが交渉の席に着くことは読み筋だとしても、そこで狙いどおり仕掛けが成功するかどうか。それは誰にもわからない。当のレフレンシア自身にさえ。

　ともあれとにかく。

　アリアンレイはレフレンシアの呼びかけに応えて交渉の席に着く結論を下した。

　大平原における戦争は、新たな局面に入りつつあった。もしかすると、ここが最初の「転換点」だったのかもしれない。
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　アリアンレイの「会談に応じる」という返答をレオノーラが持ち帰ったとき、レフレンシアはこう言ったという。

「ではガブリエラ団長、あとは団長に任せた。万が一のときは、必ずわたしを奪とり返してくれよ」
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　足止め部隊が稼かせいでくれた日数を利用して、レフレンシアたちは城じよう砦さい内の工事と魔術の仕掛けをほぼ終えることができた。

「あと一日、二日あれば完璧だけど、欲を言ったらきりがない。とりあえずこれでいいだろう。できるだけのことはしたよ」

　というのがレフレンシアの言い分だった。

　いま城砦内では、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの団員たちが城砦からの撤てつ収しゆう準備に大わらわだ。

　すでに工人たちは、受け持ち工区の仕事が終わった者から段階的に城砦から出ていっている。

　もちろん、白はく兎と騎士団は約束した工こう賃ちんを支払うことにしている。

　さすがに全員に支払うだけの銀ぎん貨かの持ち合わせはなかったので、足りない分は証しよう文もんを渡しておいた。というより、わざと一部しか払わなかった。すべて支払ってしまえば、その工賃を抱えたまま、ルーアル・ソシエダイ軍に駆け込んで、そちらからも賞金を貰もらおうとする者が出かねないからだ。

　工人の中には、坑あなを掘ることがどうして城砦の守備の強化に繋つながるのかと疑問に思う者もいた。

　ガブリエラたちは、塹ざん壕ごうとして使うとか伏兵を置いておくとか城砦からの脱出路とか適当な理り屈くつをつけておいたが、それでも工事の内容を事細かに話されては具合が悪い。アリアンレイであれば、白兎騎士団しろうさぎの意図を見抜くかもしれない。

　団長であるガブリエラの署しよ名めい入りで、なおかつ団長本人から手渡されたので、反ほ古ごにされる心配はない。しかし、ここで白はく兎と騎士団の全員が捕とらわれたり討ち死にしたりすれば、工賃の残りが貰えなくなるかもしれない。工人たちはルーアル・ソシエダイ軍に駆け込むこともなく、おとなしく引き揚あげていった。

　援軍として城砦に入っていたベティス軍の二個中隊は、すでに脱出している。

　ということで、いま城砦に残っているのは白兎騎士団しろうさぎの二百五十ほどのみ。

　その二百五十も、日が暮れてから小隊単位で城砦から脱出しつつあり、明朝までには五人を除いて全員が脱出を終える手筈になっていた。

　五人……アリアンレイとの交こう渉しようの席に着くレフレンシアと、その随ずい員いん四人である。

　レフレンシアたちはたった五人で、四千ものルーアル・ソシエダイ軍と都市国家連合軍を相手にすることになるのだ。

　まぁ、戦うわけじゃないからね、とレフレンシアは笑っていたが、そんな言葉もガブリエラの慰なぐさめにならなかった。
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　すでに日付が変わった深夜。

　空は雲に覆われ、月明かりも星明かりも地上には届かない。まさに漆しつ黒こくの闇が城外を支配しているが、城砦内では夥おびただしい篝かがり火びが焚たかれ、夕刻のような明るさだった。

　まだ城砦に残っている騎士団員の姿が篝火の赤い炎に照らしだされているのを、レフレンシア以下の交渉役五人が静かに見送っていた。

　そこへガブリエラとクシューシカがやって来た。

　兜かぶとこそ被っていないが、脱出の途中で敵の見張り部隊と遭そう遇ぐうする可能性もあるので、完全装備の出で立ちだ。

　それは二人に限ったことではない。

　長なが裳もに兎うさ耳みみ帽ぼう子し姿なのは、レフレンシアとジュンエン、アスカ、フェレッラに、救急分隊員ミンツァの五人だけだった。

　この五人が、明日の昼に……いや、もう日付が変わっているから今日の昼に行われるアリアンレイとの交渉の席に着く者たちである。

「副団長」

　そう呼ぶガブリエラの声は、随ずい分ぶんと弱々しかった。

「そろそろ時間かな、団長？」

「……はい」

「気をつけて行ってくれよ。マナティウスに戻る途中で団長が敵に捕まったりしたら、せっかくの作戦が台無しだからね」

「大丈夫ですよ、副団長。団長のことは我々が必ず守ります」

「頼んだよ、クシューシカ」

「ええ、お任せください」

「どうした団長？」

　俯うつむいたままその場に立ち尽くしているガブリエラに、レフレンシアが声をかける。

「あ、あの」

　ガブリエラが顔を上げた。篝火の炎を受けて煌きらめく瞳ひとみが少し潤うるんでいる。

「必ず……必ず……」

「わかっているよ、団長。わたしは必ず戻るさ。鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの本ほん城じよう、グル・マイヨール要よう塞さいへ」

　ガブリエラはきつく唇くちびるを嚙かみ、また俯いてしまった。その体が小こ刻きざみに震えているように見える。

「そうだ、約束しよう」

「……？」

　ガブリエラが顔を上げると。

「わたしが戻ったら、本城にある露ろ天てん風呂に団長と二人で入ることを」

「……え？」

「そして団長の全身を優しく丁てい寧ねいに洗ってあげることを」

「えぇぇぇぇ？」

　ガブリエラは腰の引けた体勢でじりっと後あと退ずさった。

「そそそ、それはちょっと……」

　レフレンシアが、わざとらしい態度でがっくりと肩を落とす。

「その反応は寂しいな。なんだか戻る気力が萎なえていく」

「いえあのそんな……じゃあ、じゃぁ、洗っていただくのはご遠えん慮りよしますけど、一緒に入るくらいなら……」

　レフレンシアの顔が、ぱぁぁっと輝いた。

「おぉぉ、気力が湧わいてきたぁ」

　レフレンシアは、ガブリエラに向かって右の親指をびしぃっと立ててみせた。

「約束するよ、団長。わたしはきっと必ず生せい還かんすると。そして戻った暁あかつきには、露天風呂で団長の体を全身隈くま無なくあらゆるところをすべて、懇こん切せつ丁寧に優しくねっぷりとっぷり洗ってあげることを」

「いいぃいえいえいえ、ですから洗っていただくのはご遠慮しますと！」

　ガブリエラは両手を振りながら、再び腰の引けた体勢でじりじりと後退った。

「いいなぁ。わたしもお風呂でレフレンシア様に全身隈無く洗ってほしいなぁ……」

「「「え？」」」

　何やら危ない呟つぶやきが聞こえ、皆の視線が一斉にジュンエンに向けられた。

「あぁぁ、なんでもないです。まったく少しもこれっぽっちもなんでもないですぅ！」

　あわあわと、ジュンエンが両手を振り回す。

　するとレフレンシアは両手を掲かかげ、指をわきわきと動かしながら彼女に迫った。

「なんだ、ジュンエン、言ってくれればいつでも洗ってあげるのに。それはもう、全身隈無く、あんなところからこんなところ、あまつさえそんなところまで」

「あぅあぅあぅ～～」

　顔を赤くしたジュンエンがその場で混乱している。

「凄すごく嬉うれしい～～。けど、そんなこと口に出して言えないし～～。どうしよ～～」

「「「いや、出してる出してる！　思いっ切り聞こえてる！」」」

「えぇえ～～っ？」

　アスカやフェレッラ、ミンツァから盛大な突っ込みが入り、ジュンエンは顔を真っ赤にして悶もん絶ぜつした。

「副団長。副、団、長！」

　ずいっと進みでたクシューシカが、両手でレフレンシアの肩をがしっと摑つかんだ。

「痛いよ、クシューシカ」

「若い娘こを弄いじって遊ぶのもけっこうですが」

　けっこうなのかよ!?

　アスカは思わず内心で突っ込んだ。

「時と場合を弁わきまえてはくださいませんか？　ませんか！」

「だから痛い痛い痛い！　肩の骨が砕ける～～っっ」

　さすがのレフレンシアも堪たまらず悲鳴を上げる。

「わかったわかった、また今度にする。っていうか、無事に戻ってからにするから」

　クシューシカが摑んでいたレフレンシアの肩を手放した。

「お願いしますよ。戻られたら、ジュンエンの全身を洗おうが、団長の全身のあらゆるところを隅から隅までそれはもう懇切丁寧に心ゆくまでねっちょりぬっちょり洗おうが、好きにしていいですから」

「おお。クシューシカのお墨すみ付つきをもらったぞ！」

「いえいえ、お墨付きとか、わけがわかりません！　それにどうしてわたしの場合だけ描写がやたらと詳しいんですっ!?　というか、擬ぎ音おんがおかしいですからっっ！」

　ガブリエラが悲鳴のような声を上げて抗こう議ぎするが。

「というわけだから、団長」

　レフレンシアが爽さわやかな笑顔を向けてきたので、ガブリエラは抗議を止やめてしまう。

「わたしは必ず戻るよ」

「あ……はい……お待ちして……いますから」

「そして団長の全身を隈無く洗う」

「それは要いりません～～」

「さあ、団長、皆を待たせている。そろそろ撤収作業にとりかからなくては」

「そう……ですね、クシューシカ」

「繰り返すけど、気をつけて行ってくれよ、ガブリエラ団長」

「副団長……レフレンシアこそ気をつけて。あまり無茶をしないで、必ず、必ず、必ず戻ってきてください……」

「ありがとう」

「では、失礼します、レフレンシア様。ご武ぶ運うんを」

「ありがとう、クシューシカ。団長を頼んだよ」

「お任せください」

　クシューシカに肩を抱かれたガブリエラは、よろめくような足取りでその場から離れていった。

　途中で肩越しに振り返ったガブリエラに向かって、レフレンシアはまたも右の親指を立ててみせる。

　ガブリエラは未み練れんそうに何度も背後を振り返りながら、やがて通りの角を曲がって焼け落ちた建物の陰かげに姿を消した。

「さぁて」

　レフレンシアが、自分の周りにいる四人に視線を戻した。

　すでにいつもの怜れい悧りな眼差しに戻っている。

　豹ひよう変へんとも言うべきその変わりように、アスカは密ひそかに舌を巻く。

　こいつ……度ど胸きようがあるっていうか、ものに動じないっていうか。敵との交渉に失敗したら。あるいは仕掛けた魔術が暴走したら。そしたら生きて帰れないかもしれないっていうのに、いつもとまったく変わらないんだよな。

　レフレンシアとガブリエラがいれば、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎが負けることなどないのではないか。逆にいえば、どちらかが欠けてしまえば、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎは負けるかもしれない。

　そんな思いに囚とらわれるアスカだった。

「交渉の申し出を受けた以上、敵が夜中に攻めてくる可能性は低いとは思うけど、念のため交替で見張りに立とう。外の敵部隊の動きに注意しないとね。あと、篝火が消えてしまわないようにしておかないと」

「はい」

　こうして五人は、昼前から行われることになっているアリアンレイとの交渉に備えるのだった。
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　鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの副団長、レフレンシア・レブローニュ・スキピアノスとの会談に臨のぞむために兵員を率いて城砦へ乗り込んできたアリアンレイは、城砦に足を踏み入れたとたん、呆あつ気けに取られた。

　彼女だけではない。四十人ほどの随員も全員が呆気に取られ、度ど肝ぎもを抜かれていた。中にはあからさまに怒気を見せる者さえいた。

　それはそうだろう。

　奪とられた城砦を四千の兵力で包囲しておいて勇ゆう躍やく乗り込んでみたら、中は蛻もぬけの殻からだったのだから。

　呆ぼう然ぜんと城砦内を見渡していた副官のレッセルが我に返った。

「ど……どういうことでしょうか、アリアンレイ様!?」

「狼狽うろたえないで、レッセル」

「で、ですが、これは……」

　城砦の城壁――といっても、まだ完成していない――には鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの紋もん章しようである三さん面めんの白はく兎とを描いた旌せい旗きが翩へん翻ぽんと翻ひるがえっていたから、当然、城砦内には白兎騎士団しろうさぎの兵が詰めているものと誰もが思っていた。

　ベティスの紋章入りの旌旗もあったから、ベティスの兵もいるのだと思っていた。

　ところが、アリアンレイたちを出迎えたのは、たった四人の騎士団員だった。

　本陣までアリアンレイを迎えに来た一人を加えても、全部で五人しかいない。

　守備兵がいないのなら、城砦明け渡しのための交渉も何もない。これなら、四千どころか四百の兵で……いや、四十の兵でも陥おとせるではないか。

　城内で働いていたはずの工人たちも、綺き麗れいさっぱり姿を消していた。

　工人たちがばらばらと城砦から出ていったのは報告を受けている。

　退出する工人の邪じや魔まはしないようにとアリアンレイは命じてあったから、彼らがいなくなっているのには驚かない。

　それでも何人かの工人には、商人や旅人を装った兵がそれとなく接触し――捕まえて無理やり尋ききだすのは外がい聞ぶんが悪い――雑談にかこつけて城砦内の様子を探ろうとしたのだが、彼らの話の内容はあまり具体的ではなく、今一つ要よう領りようを得なかった。

　それに、白はく兎と騎士団が脱出したのは、工人たちが退出したあとだ。彼らが出ていくときは、団員たちはいかにも籠ろう城じよう戦せんをするという擬ぎ装そうを行っていたので、「雑談」をした工人たちも、自分たちの見たまま――つまり「白兎騎士団しろうさぎは籠城戦の用意をしている」ということ――を話していた。

　だからルーアル・ソシエダイ軍は、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの兵員が綺麗さっぱり姿を消しているのには大いに驚いた。

　これはつまり、工人だけでなく騎士団やベティス部隊の全員が撤収するための時間を稼いだと、そういうことなのかしら。

　アリアンレイはそう推すい測そくしてみたものの、随分と回りくどいやり方だと思わざるを得ない。

　というより、逃げるのであれば、わざわざ交渉する必要などない。ここに残っている五人は捕縛されてしまうことになる。逃げるなら全員で逃げたほうがいい。

　数人、あるいは十数人単位で闇に紛まぎれて逃走を図れば、それまでの包囲網ではこれを捕らえるのは至難の業わざである。

　意図がわからない。狙いが読めない。

　さすがのアリアンレイも戸と惑まどいを隠せなかった。

　こうなると、交渉の席に着くのが副団長というのも噓うそだと思わざるを得ませんね。

　アリアンレイは、城内で自分たちを待っていた騎士団員四人に鋭い視線を向けた。

　そのうちの一人が、嫌らしいにやにや笑いを顔に浮かべているのがどうも不ふ愉ゆ快かいだ。

　まぁ……いいでしょう。なんのためにこんな芝しば居いを打ったのかは、あの五人に訊きくとしましょうか。下へ手たな誤ご魔ま化かしをするようなら、こちらにも考えがあります。

　アリアンレイは、にやにや笑いを浮かべているあの女おんなにとくに念入りに訊いてやろうと思った。素直に話さないのなら、強引に体に尋きいてもいいと思った。
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　城砦内の建物のほとんどが焼かれたり壊されたりしている上、白兎騎士団しろうさぎが大急ぎで建てていた建物も、仕掛けの工事が優先されて建てかけのままほったらかし。壁も天てん井じようも隙すき間まだらけで、ルーアル・ソシエダイ軍の指揮官を案内するには貧ひん相そうすぎる。

　いくらなんでも、ここで交渉をするのでは相手に失礼だろうな。

　というレフレンシアの判断で、城砦内の空き地に設しつらえられた大きな天てん幕まくが交渉の場ということになった。

　まずアリアンレイの随員が、何か仕掛けられていないかと天幕の内外を調べて回った。

　アリアンレイは魔術士を伴っていたから、彼女たちは魔術が仕掛けられていないかを特に念入りに調べた。

「こんな面倒なことをしないで、あの五人を捕らえて何を狙っているのかを訊けばいいのではありませんか？」

　副官のレッセルなどは、あからさまに不満な顔だ。

「そうもいきません。我々は『交渉の席に着く』と返事をしてしまったのですからね。ここで交渉もせずに彼女たちを捕らえては、我々が約やく定じようを破ったという評判が立ってしまいます。それはバロス三世王様の評判に傷がつくということです」

「そ……そうでした」

「とりあえず、形だけでも交渉をしたという事実がほしいのです」

　その手の政治的な判断ともなると、副官の出る幕ではない。レッセルは素直に頷うなずいて引き下がった。

　待つこと四よん分ぶん時じほど（およそ十五分）で、部下の魔術士の一人が天幕から出てきた。

　黒っぽい長裳を身に纏まとった小柄なその魔術士は、前髪が長い上に色付き硝子グラウスが嵌はまった遠とお眼鏡めがね――もちろん魔ま具ぐだ――をかけていて表情がわかり難にくいが、それでもよく見ると意外とあどけない顔つきをしている。もしかすると、雰囲気から推すい察さつされるよりずっと若いのかもしれない。

「アリアンレイ様」

「どうでしたか、キネーシュ？」

「天幕内に怪しい兆ちよう候こう、魔術を仕掛けた痕こん跡せきなどはございません」

「あなたがそう言うのなら、問題なさそうね」

「はい。白兎騎士団しろうさぎの五人の中うちの三人が魔術士のようですが、不ふ審しんな呪じゆ札さつなども持っていないことを確認いたしました。交渉の席では、慣かん例れいどおり魔術士用の衣装に着替えてくれるとのことですから、問題はございません」

　キネーシュという魔術士が言う「魔術士用の衣装に着替える」というのは、「魔術道具を隠し持って交渉の席に着かないことを目に見える形で保ほ証しようする」という意味合いで、具体的には青あお絹ぎぬで編まれた衣装を着ることが多かった。

　東方伝来の青絹は、メッシナ銀ぎん糸しよりも対魔術防御に優れている。と同時に、極めて軽く薄く、半ば以上、透けた生地が編あめる。

　つまり、青絹の衣装を着ていれば、武器や魔術道具を隠し持っていないことが相手の目に見える形で担たん保ぽされるということだった。

　昔から魔術士がこのような交渉の場に出るときは青絹の衣装を着ることが慣例であり、暗あん黙もくの了解事項だった。

　その場合、アリアンレイたちも青絹の衣装に着替えることになる。そうすることで、お互いが何も隠し持っていないことを目に見える形で保証するわけだ。相手に合わせてこちらも誠意を見せるという意味合いもあるが、むしろ相手から魔術攻撃を受けても、青絹の衣装を着ていれば被害を軽減できるという実じつ利り的てきな側面のほうが大きい。

　青絹の衣装の対魔術防御効果を粉砕できるほどの大きな魔術は紡つむぐのに時間がかかるから、それならば随員の魔術士が対たい抗こう手段を採とる時間的余裕ができる。

　青絹の衣装は対魔術防御に優れているが、着ている魔術士の魔力を高めてくれるわけではない。その上、武器に対する防御力はないに等しいので、魔術士にとってはこれを着ることの不利益のほうが大きい。だからこそ、そこまでして交渉の席に出ることで誠せい意いを見せる、という魔術士の意思表示となるわけだ。魔術士はそれほど危険な存在なのである。

　ただし、交渉相手が男性指揮官の場合は、随員が相手よりも少なければ青絹の衣装を着なくてもいいという暗黙の了解もある。着替えようとする指揮官もいるのだが、交渉相手の女性側から断られることが多いのだ。

　そんなものは見たくない、という理由から。

　その場合は、メッシナ銀糸で編んだ衣装を着ることになる。メッシナ銀糸製の衣装もそこそこ対魔術防御に優れ、なおかつ薄手だから武器は隠し難い。そして青絹ほど透けはしない。

　鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎのような女性だけの騎士団の場合、魔術士がどれほど危険な存在であっても、魔術士同伴で重要な交渉の場に臨む以上、白兎騎士団しろうさぎの交渉団全員が青絹の衣装を着て出席することを意味しているので、敵方の男性指揮官は喜んで交渉に応じることが多かった。中には有利な局面でもわざわざ交渉を申し入れてくる、そんな不ふ埒らちな指揮官さえいた。

　過去には、交渉の場に出てきた鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの幹部を――もちろん青絹の衣装を着ていた――見み初そめて、あっさり停戦に応じてしまった元首さえいたという。ちなみにその幹部、元首から三さん顧この礼で乞こわれ、相手の国に輿こし入いれしていったという。

　つまり、これはこれで、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎにとって外がい交こう戦せんの手札の一枚なのである。あるいは一種の切り札か。

　とはいえ、今回の相手のアリアンレイは女性指揮官なので、白兎騎士団しろうさぎ側からすれば、この衣装に視し覚かく的てきな利点があるわけではない。

　キネーシュから報告を受けたアリアンレイは、小さく頷いて応こたえた。

「わかりました。では、わたしも青絹を着ましょう。あなたたちも青絹に着替えておいてください」

「承知してございます、アリアンレイ様」

　キネーシュが一礼した。

「他に何か、ありますか？」

「いえ、特に気になるというほどではありませんが、城砦のあちこちからは魔術の痕跡が感じられました」

「それは、危険な類たぐいのものですか？」

「そういうことではありません。おそらく城砦の補強工事を行ったときに、なんらかの魔術を行こう使しした痕跡ではないかと思われます。痕跡自体も小さなものでありますし」

　なるほど。魔術まで使って城砦の補強を進めようとしたけれど、思うように上う手まくはいかなかった……ということですか。それでここでの抵抗を諦あきらめ、工人たちを解放し、白兎騎士団しろうさぎは逃げだしたと。いちおうの辻つじ褄つまは合いますが、だとしても、ここに五人が残って会談に臨もうというのが、やはりよくわかりませんね。

　城砦が空になっているのを知ったときは、自分たちを道連れに自じ爆ばくでも狙っているのではないかと怪しんだアリアンレイだが、キネーシュたちの調査でその可能性は消えたといっていい。

　キネーシュという魔術士、攻撃魔術はそれほどでもないが、埋まい伏ぶく魔術や魔術の痕跡を探る手しゆ腕わんは特に優れていて、生みだす対魔術防御結界も強力だ。アリアンレイは彼女を大いに信頼している。

「わかりました。こちらの出席者ですが、キネーシュ、あなたとあなたの部下の魔術士、それから護衛のための女性騎士を数名ということにしましょう。相手が五人ですから、こちらもあまり大おお仰ぎようにするわけにもいきませんしね」

「あの、アリアンレイ様、わたしは出なくてもよろしいのでしょうか？」

　とレッセルが訊いてきた。

「ほう？」

　アリアンレイの眉まゆがぴくりと動いた。

「相手の五人は青絹の衣装を着た女性だけ。こちらも相手に合わせて青絹の衣装を着た女性だけで臨もうと思ったのですが。そうですか。レッセルは、青絹の衣装を着た女性だけの会談の席に、どうしても出たいと言うのですか。たしかに、白兎騎士団しろうさぎの五人は美女揃ぞろいですね」

「え？　あああぁ、いえいえいえ、そういうことではありません。わたしは純粋にアリアンレイ様の身の安全を心配してですね、わたしがお側に控えていたほうがいいのではないかと、そう思っただけでありまして、べつにやましい意図などまったく欠片かけらもないわけでして……」

「ほほう？」

　アリアンレイが小首を傾かしげてみせる。

「レッセルは、青絹の衣装を着たわたしと同席したいと？　半分以上透けている衣装を着たわたしの隣に座りたいと？」

「めめめめ滅めつ相そうもございません」

　顔を真っ赤にしたレッセルが、激しく首を左右に振っている。

「あら。では、わたしなどよりも、キネーシュの半透け衣装のほうに興味があると言うのかしら？」

「ちちちち違います。どちらかと言われれば、もちろんアリアンレイ様のほうに……」

　レッセルは慌てて自分の手で口を押さえた。

　キネーシュの遠眼鏡が、きらりと不吉に輝いた。

「アリアンレイ様、レッセル様を処断する場合は、ぜひ、わたくしに実行役を」

　とキネーシュが申しでると、またもやレッセルはぶるぶると首を横に振った。

「わたしが青絹の衣装を着たところをそんなに見たいの、レッセルは？　そこまで言われてしまうと考こう慮りよしないでもないけれど」

　アリアンレイが、ちらっとキネーシュに視線を向けると。

「ご安心ください、アリアンレイ様。対象者の視力を奪うばう魔術がございます。レッセル様の視力をその魔術で奪っておけばよいかと思います。永遠に。未来永えい劫ごうに」

「あら。そんな面倒なことをしなくても、短剣で彼の目を突っついておけばいいのではないかしらね」

　レッセルの顔色が蒼そう白はくになった。

「しっしっしっ失礼いたしました！　アリアンレイ様のご武ぶ運うんを、遠くからお祈り申しあげております！」

「そう？　本当に同席しなくてもいいの？」

「……わ、わたしがいなくても、キネーシュ殿がいればなんの心配もないかと」

　くす、とアリアンレイが笑いを漏もらす。

「では、同席者は、キネーシュと部下の魔術士二人、それに女性騎士二人の計五名で。騎士はセミオノーサとエリューがいいかしら。あの二人なら、万が一、相手に襲いかかられても問題はないでしょう。あちらより一人多くなりますが、そのくらいは勘かん弁べんしてもらわなくてはね。こちらが、敵地、に乗り込むのですから」

　アリアンレイの言葉に反応した副官は、なんとか落ち着きを取り戻した。

「敵地……ですか。もう我々が取り戻したも同然だと思いますが」

「そうはいっても、まだ実際に取り戻したわけではありません。これから、相手が退去する際の条件交渉に出向くわけですから、ここはまだ鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの城砦ですね」

　そこまで律りち儀ぎにならなくても、とレッセルなどは思ってしまう。

　だが、こういう律儀さが、戦争のような非常時に周囲の国々に与える影響を無視できないから厄やつ介かいだ。どんな手段を使っても勝てばいい……とはいかない。もちろん、そう考える国――シギルノジチのように――もあるが、周辺諸国の反発を買ってしまえば、そして諸国の民の離り反はんを招いてしまえば、戦闘に勝ち続けたとしても、戦争に勝つことは難しいのだ。

「戦って勝つことが最善に非あらず。戦わずに勝つことこそが最良の勝ち方だ」

　著ちよ名めいな東方の思想家は、そんな含がん蓄ちくのある金きん言げんを残している。

「労多くして実り多し」より「労少なくして実り多し」のほうがいいに決まっています。もっとも、シギルノジチは、その意味を曲きよつ解かいしているようですが。

　アリアンレイはそう評価している。

　彼女は軍事指揮権を持っているが、単なる武官ではない。政治も外交も行う、いわば万能官で、ただの部隊副官であるレッセルとは思考の水すい準じゆんが違う。視野の広さが違う。彼女は「戦争に勝つ」ことを目指しているのだ。

　アリアンレイ様のこういうところを見習わなくては、とレッセルは思う。

「キネーシュ、もう一度、白兎騎士団しろうさぎの連中のところへ行って、こちらの出席者を届け出てきてください。あちらの出席者名簿をもらってくるのも忘れないで」

「承知いたしました」
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　ほどなくキネーシュは戻ってきた。

「こちらの出席者、アリアンレイ様を含めて六名、承知したとのことであります。なんだったら、もっと多くてもいい……そうでありますが」

　アリアンレイが鼻はな白じろむ顔つきになった。

「向こうが五人しかいないのに、こちらが十人も二十人も引き連れていけるわけがありません。それより、あちらの出席者の氏名はわかりましたか？」

「はい、ここに。ですが……いえ、なんでもありません。まずはこれをご覧ください」

　キネーシュは何かを言おうとして思い留まり、先方から受け取った羊よう皮ひ紙しをアリアンレイに手渡すに留めた。

　受け取った羊皮紙に目を落としたアリアンレイの眉が顰ひそめられる。

「交渉役は副団長、レフレンシア・レブローニュ・スキピアノス。あくまで向こうは副団長だと言い張るのね」

「あの、それなのですが」

「何ですか、キネーシュ？」

「かなり以前になりますが、一度だけ、レフレンシア・レブローニュ・スキピアノスを見かけたことがあるのです。そのときの記憶を思いだしてみると、あそこにいる女は、どうも本人ではないかという気がしてなりません」

「……本当ですか？」

「確実だとは申しません。かれこれ二、三年は前の話でありますし、ちらっと見ただけですので、顔つきもあまりよく覚えてはおりません。ですが、彼女を見たときの鮮せん烈れつな印象は今でもよく覚えております。あそこにいる騎士団員からは、そのときと同じような印象、雰囲気を受けるのです」

「キネーシュがそう感じたのなら、本人なのかもしれないわね。だとすると……」

　アリアンレイはもう一度、羊皮紙に目を落とした。

　そこにはこう書いてある。





交渉役　鋼鉄の白兎騎士団副団長　レフレンシア・レブローニュ・スキピアノス




随員一　鋼鉄の白兎騎士団副団長秘書官　ジュンエン・ジュエルハウデ




随員二　鋼鉄の白兎騎士団救急分隊所属　ミンツァ・ミネイロ




随員三　鋼鉄の白兎騎士団雛ひよこ小隊隊長　アスカ・ランディ




随員四　鋼鉄の白兎騎士団雛小隊所属　フェレッラ・フェルガナ・フェルガネス






　本当に副団長だとしたら、今さら交渉をする意味がますますわからないわね。交渉がまとまらなければ、わたしたちに捕まる危険が高いというのに……。

　そこまでして交渉を持ちかける必要があったのか、とアリアンレイは訝いぶかしく思う。

　だが、彼女の意識は紙片のとある単語に向かい、それ以上の追つい及きゆうを中断してしまった。

　この「雛小隊」というのは、なんなのかしら？　いったい、どんな任務を負った部隊だと……いえ……まぁいいでしょう。相手が本物の副団長で、盆ぼん地ちの魔女と異名を取るレフレンシア・レブローニュ・スキピアノスなのか、それともただの団員が副団長の名を騙かたっているだけなのかは、交渉を始めれば直すぐにわかるでしょうから。

　アリアンレイほどの者になれば、話をしているうちに、相手が本人か偽者かを見抜くことくらい造ぞう作さもなかった。

　鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの副団長ともなれば百戦錬磨の猛も者さ。潜くぐった修しゆ羅ら場ばの数も並みの者とは比較にならない。いつも接している相手も、ベティス大公国を始め、他国の高官や将軍級の武官が多い。

　それらの経験は、必ず言葉の端はし々ばしに滲にじみでるものだ。視線も挙きよ措そも表情も一般の団員とは絶対に違うはず。その差異を見逃すほどアリアンレイはお人好しではない。

　彼女がこの若さで大だい平へい原げん調ちよう略りやく担当官という重じゆう職しよくをバロス三世から任されたのは、偶然でもなければ贔ひい屓きでもない。それだけの実力が彼女にはあったのだ。

　相手が何を隠そうと、どれだけ誤ご魔ま化かそうと、その地位や職種を間違えることはないという自信が彼女にはあった。

　ふふ、とアリアンレイは不敵に笑った。

「ともかく、楽しみが一つ増えたということね」

　この時点でもアリアンレイは、レフレンシアとガブリエラの危険さをまだ過小評価していた。というより、ガブリエラの危険さにはほとんど注意を払っていなかった。




　　　　　６




　まずはキネーシュと彼女の部下の魔術士二人が天幕内に入り、もう一度、念には念を入れて異状がないことを確認する。

　その間、白兎騎士団しろうさぎの五人は外套を羽は織おって天幕の外に控えていた。

　キネーシュが安全を再確認するのを待って、レフレンシアたちは天幕に入っていく。

　その後に、アリアンレイが二人の女性騎士を引き連れて続いた。

　入ったところで、アリアンレイは羽織っていた外套を脱いだ。騎士二人も、アリアンレイに倣ならって外套を脱ぐ。先に入ったキネーシュと彼女の部下はすでに外套を脱いでいるので、これで六人共が青絹製の衣装になったわけだ。

　青絹の衣装に防寒は期待できないので、天幕内では火が焚たかれていた。

　アリアンレイはふと視線を下げ、自分の体を見下ろしてみる。

　胸むな覆おおいと下した帯おびがいい感じに透けていたが、それはお互い様。相手もみな女性なので、別段どうということはない。

　ここにバロス三世王様が同席されていたら、わたしのこの恰かつ好こうを見て、どんな感想をお持ちになるでしょう。魅力的だと思ってくださるかしら。

　敬けい慕ぼするバロス三世に、この自分のこの勇ゆう姿し（？）を見てもらえたら……などという想像（妄もう想そう？）を巡らせたアリアンレイは、少しも表情を変えないまま、慌てて内心で激しく首を横に振った。

　いけません、いけません、ここは目の前の相手に集中しなくては。

　そのとき。

「ご足そく労ろういただき、恐縮です」

　中で待っていた五人のうちの一人が両手を広げて呼びかけてきた。

　白兎騎士団しろうさぎの五人も、外套を脱いで青絹製の衣装姿になっている。

　アリアンレイたちの長裳と違って着丈がかなり短い。今ならさしずめ「超ミニスカ」という表現になろうか。

　美び脚きやくを見せつけるようなその衣装に、アリアンレイは少しむっとする。

　相手がそれで来るのなら、こちらももっと短い衣装にするべきでしたか……。

　などと思ったアリアンレイだが、そんなところで張り合ってどうする？　という自分突っ込みが聞こえたので、敢あえてそれ以上は考えないようにする。

「どうぞ、席にお着きください」

　その女が野や戦せん卓たくの上に置かれた名札を指し示した。

　自分の名前が書かれている名札の前に立ったアリアンレイが、ちらっとキネーシュに視線を向けると、彼女は小さく頷いてみせる。

　要するに、何も仕掛けがないことは確認した、ということだ。

　アリアンレイとキネーシュが席に着くのを待って、残りの四人も用意された椅い子すに腰を下ろす。

　アリアンレイの正面の席に立った女が、アリアンレイに向かって丁寧に頭を下げた。

「ようこそ、アリアンレイ・アシッドゥ・アッサンラー殿」

　頭を上げた女は、その顔に笑みを浮かべていた。

　不敵。あるいは不ふ遜そん。もしくは不ふ埒らち。

　なんとも言い様のない不思議な笑みだった。

「わたしが鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの副団長を務つとめるレフレンシア・レブローニュ・スキピアノスです。お疑いかもしれませんが、正しよう真しん正しよう銘めい、当人です。とはいっても、皆様方には調べようもありませんね。こちらにも証明する手立てがない以上、ここはわたしの言葉を信じていただくしかありません」

　野戦卓の向こうで副団長だと名乗る女がそう言い放った瞬間、アリアンレイは彼女が本物だと悟った。理解した。

　堂々とした態度と物言い。自信に満ちた、いっそ傲ごう岸がん不ふ遜そんといった表情。相手の瞳を射い貫ぬくような鋭い視線。どれを取っても、ただの団員には真ま似ねのできないものだ。醸かもしだす雰囲気も、歴戦の勇者のみが作りだせるものだ。

　これが鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの副団長ですか。

　しばし相手に見とれてしまうアリアンレイだった。

「ですが、本物であろうとなかろうと、わたしが副団長であることを主張している以上、ここでの合意は有効となります」

　アリアンレイは敢えて異を唱えてみる。

「あなたが偽者で署名も偽物だった場合、合意は成り立たないことになりませんか？」

「わたしが偽者でわたしの署名も偽物だった場合、白はく兎と騎士団が交渉の場に偽者を送って相手を騙だましたことになります。白はく兎と騎士団はそのような真似を決していたしません」

「わたしたちも、あなたがたが鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの過去の栄えい光こうと偉い業ぎようを傷つけるような真似はなさらないと信じたいのですが」

「信じていただけないのでしたら、そうですね、誰か一人か二人、合ごう意い文ぶん書しよの有効性が確かめられるまで、そちらにお預けしてもけっこうですが」

　レフレンシアが隣のアスカに視線を走らせると、彼女の顔が微かすかに歪んだ。

　うぇぇ～～、人質かよ。勘かん弁べんしてほしいな～～。

　そこまで言げん質ちが取れれば、アリアンレイとしても不満はない。平団員の一人や二人を人質にしたところで、大した意味はないだろう。

「わかりました。では、合意がなされた場合はそれでいいとして」

　アリアンレイは、意味ありげな視線を正面のレフレンシアに向ける。

「合意がなされなかった場合は、どうすればよろしいのかしら。つまり、わたしたちがあなたたちの条件に不同意の場合ということですけれど、その場合はここを攻め奪とってしまってもいいのですね？」

「その場合は仕方がありません。我々も鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの名を汚さないよう、精一杯抵抗させていただきますよ」

　アリアンレイが、ぴくりと眉を動かした。

「抵抗するおつもりなの？　見る限り、城内にはあなたたち五人しか残っていないようですが？　それとも、どこかに伏ふく兵へいでもいるのかしら」

　レフレンシアは、もちろん、と頷いた。

「伏兵などおりませんよ。そもそも、隠れるようなところがありませんからね」

　アリアンレイも伏兵の存在を疑ってはいない。













　もし城砦内で騒ぎが起きれば外に控えている味方の兵が雪な崩だれ込んでくる。それでは、騙し討ちが成功してもしなくても、白兎騎士団しろうさぎの兵は全員が討ち死にするだけである。相手が先に騙した以上、ルーアル・ソシエダイ軍が白兎騎士団しろうさぎの兵を皆殺しにしても、非難されることはない。その上、相手を騙し討ちにしたという評判が立ち、今まで築きあげてきた白兎騎士団しろうさぎの威い信しん、名声が失しつ墜ついする。

　だからアリアンレイは、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎがこのような形で騙し討ちを仕掛けてくるとは思わない。ただ嫌味を言っただけだ。

　だが、相手はアリアンレイの嫌味などどこ吹く風で淡々と言葉を継ついでくる。

「ですが、交渉が決けつ裂れつした場合は、ただでお返しするわけにもいきませんから、ここを攻め奪とろうとお考えの場合は、多少の犠ぎ牲せいが出ることを覚悟していただきたい」

　犠牲。犠牲ね。

　アリアンレイは内心でせせら笑った。

　たしかに、レフレンシアが名うての魔術士である以上、数人の、もしかすると十数人の犠牲者が出る可能性は否定できませんが、その程度の犠牲でここを奪とり返せるのなら安いものでしょう。

　この五人で抵抗したところで、何もできないまま討ち取られるだけ。それでは鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの無む謀ぼうさが、副団長の無能さが世間に喧けん伝でんされてしまう。

　白兎騎士団しろうさぎの副団長ともあろう者が、そのような馬鹿げた真似をするとも思えません。彼女の言い分はただの脅おどしであり、ただのハッタリでしかないのは明白。だとすれば、相手の真の狙いはなんでしょう。やはりわたしを道連れにして……？

　交渉決けつ裂れつのあとなら、相手を道連れにして自爆しても騙し討ちしたことにはならないから、その可能性は捨て切れないとは思う。だとしても、アリアンレイとしては相手がどんな手を使ってくるのか興味があったから、ここで逃げる選せん択たく肢しはない。

　その企たくらみが失敗すれば、やはり白兎騎士団しろうさぎの受ける打撃は極大ですからね。

　副団長を使ってまで交渉相手を道連れに自爆するという愚おろかな行為に出れば、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎに対する世間の評価は一気に下がる。人気は失墜する。友好国の首しゆ脳のうも失望する。同時に、白兎騎士団しろうさぎの実質的な指導者である副団長もいなくなる。

　そうなれば、この戦争に勝ったも同然。暗あん殺さつだろうが自爆だろうが、何かを仕掛けてきてくれるなら問答無用でこいつを殺せます。むしろ歓かん迎げいしたいところですね。

　アリアンレイがそう判断したのも無理からぬことだった。

「さて、いつまでも余よ談だんを続けていても仕方がありませんね。お互いに忙しい身です。肝心の話を始めませんか、アリアンレイ殿」

「もとより、異存はありません」

「では、こちらの条件を提示させていただきます」

　レフレンシアがそう言うと、彼女の隣に控えている随員が体を固くしたのにアリアンレイは気づいた。名札を見る限り、レフレンシアの秘書官、ジュンエンである。

　随分と若いわね。まだ十六、七ってところかしら。海うみ千せん山やま千せんの副団長の秘書にしては若すぎる。おそらくあの娘こが緊張したのは、副団長の提示する条件が突とつ拍ぴよう子しもない内容だから、ね。

　用意してあった文書をレフレンシアが秘書官から受け取っているのを横目に、アリアンレイは考こう察さつを続ける。

　まぁ、副団長の秘書官が一人だけということもないでしょうから、あの娘ことはべつに年ねん季きの入った秘書官がいるのでしょうけれど……この場に若い娘こを連れてきたのには、何か理由があるのかしら。

　さすがにアリアンレイ、目の付け所が並みではない。だが、いくらアリアンレイでもここでのジュンエンの役割まで知るのは不可能だった。

　ジュンエンが山やま士しの一族の出身であることをアリアンレイが知っていたら、もう少し注意深くなっていたかもしれないが……いや、結果論を論あげつらっても意味がない。

　アリアンレイは知らなかったのだから。

　ガブリエラのことも。

　ジュンエンのことも。

　そして何よりレフレンシアのことも。

　知らなかったからこそ、アリアンレイはレフレンシアとの会かい談だんに応じる気になった。鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの副団長と見まみえるために。会って話をするために。どんな人物か見極めるために。

　レフレンシアの高名を聞き及んでいたからこその判断だが、すでにこの時点で彼女の術中に嵌っていたとも言える。

「では、これをご覧ください。こちらの条件を箇か条じよう書がきにしてあります」

　と言いながら、レフレンシアが羊皮紙をアリアンレイのほうに差しだした。

　隣にいるキネーシュが手を伸ばしてそれを受け取り、魔術の仕掛けが何も施ほどこされていないのを確認してからアリアンレイに手渡す。

　文面を一いち瞥べつしたアリアンレイは、驚くと同時に呆あきれ返る。

　そこにはとうてい容よう認にんできない条件が書き連ねてあったからだ。





一つ　鋼鉄の白兎騎士団は城砦を現状維い持じでルーアル・ソシエダイ王国軍に譲じよう渡とする。




一つ　城砦を譲ゆずり受ける対価として、ルーアル・ソシエダイ王国は、この城砦を巡る戦いのために必要となった鋼鉄の白兎騎士団の戦費の半分を負ふ担たんする。




一つ　交渉役として残ったレフレンシア・レブローニュ・スキピアノス以下の白兎騎士団員五名の、ここからの退出を無条件で認める。




一つ　今後の無用な戦を避けるために、鋼鉄の白兎騎士団、ルーアル・ソシエダイ王国双方は、停戦に向けた協議を行う。






　どういうつもりですか、これは。

　相手が鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの副団長でなければ、アリアンレイは直ただちに交渉を打ち切って席を立ったことだろう。

　ですが、相手は白兎騎士団しろうさぎの副団長。それは間違いありません。では、この出で鱈たら目めな条件はいったい……。

　これをルーアル・ソシエダイ側が呑のむと相手が本気で思っているはずがない。もしもそう思っているなら、レフレンシアは「盆地の魔女」ではなく「盆地の阿あ呆ほ」だ。

　では、どうしてこんな条件を出してきたのか。これではまるで、最初から拒絶されるのが前ぜん提ていのような条件提示ではないか。

　たしかにこのような交渉の席では、最初から相手が呑めるような条件を提示したりはしない。相手の反応を見ながら少しずつ条件を下げ、交渉を重ねて互いの妥だ協きよう点てんを探るというのが常識だ。外交とはそういうものである。

　しかし、これでは端はなっから交渉の余地がない。妥協に向けた落としどころがない。

　何しろこの城砦には守備兵がいないわけで、アリアンレイが一言命じれば、外に陣を敷しいているルーアル・ソシエダイ軍が雪崩れ込んできて、それで終わりだ。この城砦は元通りルーアル・ソシエダイの物になる。鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎもベティスも、それを阻止することなどできはしない。

　じっさい、ここに籠こもっていた白はく兎と部隊は尻尾しつぽを巻いて逃げていっているではないか。それなのに、まるで勝者の如ごとき言い様は、不可解千万、意味不明である。

　アリアンレイは、少しだけ不安を覚えた。

　敵の狙いが読めない。敵の出方がわからない。

　こんな経験は今までになかった。

　今までなら、敵の打つ手はほぼ正確に読めた。逆に敵の狙いを外す手を打てた。

　それなのに。

　このレフレンシアが見かけ倒しのただの馬鹿だという可能性はないだろうか。

　噂うわさは噂に過ぎず、レフレンシアはただの馬鹿で阿呆で間抜けで、この出鱈目な条件は馬鹿が馬鹿なことを言っているだけ。

　そんな安あん易いな方向に逃げそうになる自分を、アリアンレイは必死で叱しつ咤たした。

「如何いかがでしょうか、アリアンレイ殿、この条件は」

　レフレンシアの呼びかけに、アリアンレイは、はっと顔を上げた。

　レフレンシアのすべてを透とう徹てつするような目が自分の迷いを見抜いているように思えて、アリアンレイの不安が増した。同時に不快感も増していく。

「じつを言えば、少し欲張りすぎたかなぁと思わないでもありません。ですから当方としては、交渉の余地は大いにあると最初にお断りしておくべきでしょうね」

　少し？　少しですって!?

　アリアンレイの頭に、かっと血が上った。

　何様のつもりですか、こいつは！　自分が置かれている立場がわかっていないの!?　でしたらわからせてあげましょうか。わたしたちがいつでもここを奪とり戻せることを、あなたの目の前で思い知らせてやるわ。こちらの部隊が城砦を占せん領りようするのを止とめられるというのなら止めてご覧なさい。あなたにそれができるのならね。糞くその役にも立たないこんな紙切れは、いっそ便所紙にして、あなたのお尻をこれで拭ふいてあげ……。

　そこでアリアンレイは、はっと我に返る。正気を取り戻す。

　いけない、いけない、危うく相手の挑発に乗るところでした。

　いま兵を動かしたらアリアンレイの負けだ。

　そんなことをすれば、交渉の最中にルーアル・ソシエダイ軍が兵を動かして相手を騙し討ちにした、という評判が立ってしまう。

　その手の評判を、世間の評価を、バロス三世は喜ばない。豪ごう放ほう磊らい落らくに見えて、意外と細やかな男なのだ、バロス三世は。

　腹ふく心しんとして彼に仕えているアリアンレイは、そのことをよく知っている。

　城砦を奪とり返すのにも、ちゃんとした手順を踏むべきなのだ。

　そうです。我々がこの城砦を奪とり返すのは既き定ていの事実。相手が何をしようと阻止できないのですから、焦あせる必要はありません。然しかるべき手順を踏んで、誰の目にもこちらの正当性がわかるように奪うばわなければ。

　なんとか気分を落ち着けたアリアンレイは、少し強ばった笑みを浮かべて、こちらを見ているレフレンシアに応えた。

「残念ですが、交渉の余地はない、と思いますわね」

　レフレンシアが不思議そうな表情になった。

「おや？　ありませんか」

　その表情が作られたものであることをアリアンレイは悟さとった。

　であれば、彼女は確信犯である。

　この条件提示は断られることが前提なのだ。

　そこまではアリアンレイにもわかった。

　しかし、その先がわからない。

　断られて、何をしようというのか。

　自分を道連れに……というのでもなさそうだ。

　では、他に何ができるというのか。

　たったの五人で。

　わからないことで、アリアンレイは少し焦じれた。

　レフレンシアが何を狙っているのかを確かめたくなった。

　たった五人の白はく兎と騎士団員に何ができるのかを知りたくなった。

　もしも何も策を用意していなかったら……。

　アリアンレイは皮肉の笑みをうっすらと浮かべる。

　こいつらを捕らえ、服を剝はいで鎖くさりに繋ぎ檻おりに入れ、見み世せ物ものにしてあげてもいいわ。

「どの辺が駄目なのですか？」

　とレフレンシアが訊いてきた。

　たちまちアリアンレイの表情が苦々しいものに変わる。

　白々しいわね。こいつの相手をいつまでもしていると無性に腹が立ってきます。もういい加減、茶ちや番ばんは終わりにしましょう。

「すべてです」

　アリアンレイは、ぴしゃりとそう言った。

「自分たちの立場を弁えていれば、このように馬鹿げた条件を持ちだすはずがない……と思いますけど。それとも、あなたたちは馬鹿なのですか？」

「え？　いや～～、どうだろう」

　レフレンシアは困った顔になって頭を掻かきながら隣にいる団員を見やった。

「わたしは馬鹿なのかな、アスカ？」

　こっちに話を振るな～～っ！

　内心で悲鳴を上げながら、アスカは引き攣つった笑みを浮かべ、視線を微妙に逸そらせたまま応えた。

「ええ、馬鹿だと思いますよ」

　レフレンシアは肩をすくめ、視線を戻した。

「だそうです」

　二人のやり取りに、アリアンレイは内心で驚嘆していた。

　白兎騎士団しろうさぎの実質的な指導者に向かって、部下が「馬鹿だと思う」などとよく言えるものだと。しかも、他国の人間との交渉の席で。それを平然と受け流すレフレンシアの態度にも驚いてしまう。

　噂どおりの、いえ、噂以上に変わっているのですね、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎは。

「まぁ、わたしが馬鹿なのはおいておいて。交渉の余地がないというそちらの主張は、変わりませんか？」

「残念ながら変わりませんね。ですが、そうね、あなたたちの退去を見逃す代わりに、あなたたちが賠ばい償しよう金きんを支払うというのなら、交渉の余地はありますよ」

「わたしたちが？」

　レフレンシアは、またも驚きの表情を作ってみせた。

「これは異いな事を仰いますね」

「異な事を仰っているのはそちらだと思いますけれど。異な事というか、異常で異様で遺い憾かんなことを」

　ふぅ、とレフレンシアはため息を吐ついた。

　相変わらず、わざとらしい態度だった。

「どうやらこれ以上の話し合いは無理そうですね」

「そうね。お互いにとって時間の無駄だと思いますね」

「そうですか。しかし……」

　そこで初めてレフレンシアが未み練れんがましい口調になった。

「本当に交渉の余地はありませんか？」

「ないでしょう」

「仕方がありません。では、交渉は決けつ裂れつしたということで、よろしいですか？」

「いいのではないかしら」

「では、このあとは戦場で再び敵味方として相見まみえることになるわけですね」

　回りくどい言い方ね。そんなこと、言われるまでもないわ。

　と少し苛いらつきながら、アリアンレイは応えた。

「そうなりますね」

「で、このあと、アリアンレイ殿はどうされるおつもりです？」

「どうするとお訊きになる？」

「ええ」

　相手の平静さにアリアンレイの苛つきは増していく。

　彼女は吐き捨てるも同然の言い方をした。

「そんな問いには答えるまでもないと思いますけど、それは礼を失することになるのでお答えしましょう」

「お願いします」

「外にいる部隊を呼んで、この城砦を占せん領りようします」

「我々の存在は無視されるのですか？」

「存在って、あなた方は五人しかいないのでしょう？　それとも、やはりどこかに伏兵を隠しているのかしら」

「いえいえ、何度も申しあげますが、伏兵など隠してはおりませんよ。この城砦にいるのは正しよう真しん正しよう銘めい、この五人だけですので、ご心配なく」

「心配などしていません」

　とぴしゃりと言っておいてから、アリアンレイは言葉を継いだ。

「五人で抵抗なさるおつもりでしたら、抵抗すればよろしいでしょう」

　アスカには、レフレンシアとアリアンレイのあいだで火花が散ったような気がした。

　なんだか凄い心理戦だ。こういう戦い方もあるんだな。ちょっと面白い。

　少し感心してしまうアスカだったが、直ぐに気を引き締める。

　この作戦は、ここからが本番だ。このあとが肝きもだ。もし上手くいかなければ、あまり愉ゆ快かいではない未来がアスカを待ち受けていることになる。

　もっとも。

　アスカは内心で大きく肩をすくめた。

　上手くいったらいったで、あまり愉快ではない未来が待ってる気がするんだけどな。




　　　　　７




　レフレンシアとアリアンレイは、しばらく睨にらみ合っていた。お互いの視線の鋭さは、もし二人のあいだに誰かが立ったら、視線が突き刺さって怪我をするのではないだろうかと思えるほどだ。

　しかし。

　やがてどちらからともなく視線を和やわらげた。もしかすると、両者同時に、だったかもしれない。

「わかりました。では、交渉はこれにて終了ということですね」

　レフレンシアが諦てい観かんを滲にじませてそう言うと、アリアンレイも体の力を抜く。

「そうなりますね」

　アリアンレイの応えはじつに素っ気なかった。

「ご苦労様でした」

「そちらこそ」

　レフレンシアが頭を下げたので、アリアンレイも、おざなりにではあるが頭を下げておく。

　アリアンレイが顔を上げても、レフレンシア以下、白はく兎と騎士団員は椅子に腰を下ろしたまま身動きしない。

　相手が頭を下げて「退去させてください」と懇こん願がんしてくれば、それを許してもいいとアリアンレイは思っていた。だが、あくまで抵抗するというなら見逃すつもりはない。ここで捕らえてしまうだけだ。

　白はく兎との五人を油断なく見やりながら、アリアンレイは鋭い声で命じた。

「キネーシュ、セミオノーサ」

「はい」

「はっ」

「こ奴らの動きに注意して。妙な動きを見せたら、即刻、身み柄がらを取り押さえなさい」

「「ははっ」」

「エリュー、控えている兵を呼んで」

　エリューと呼ばれた騎士は、外套も羽織らず天幕の外に駆けだしていった。

　さすがに六人だけで城砦に入るのは無む謀ぼうなので、交渉役以外に、四十名の兵が城砦に入ることをアリアンレイは白はく兎と騎士団に認めさせていた。

　エリューが大声を上げると、天幕から少し離れた場所に控えていたその四十名が駆け寄ってきて、そのまま天幕に雪崩れ込んだ。

　兵の先頭に立っていたのは副官のレッセルだ。

「お疲れ様でございまし……」

　アリアンレイの前に立って敬礼をしたレッセルは、敬礼をしたまま顔を背けた。

「ヒーピア、外套を！」

　レッセルに呼ばれて、一人の女性兵がぱたぱたと駆けてきた。

「どうぞ、アリアンレイ様」

「ああ」

　女性兵が外套を差しだしたのを見て、ようやくアリアンレイは自分が半分透けている青絹の長裳を着ていることを思いだした。

　アリアンレイは顎あごを引いて自分の体を見下ろしてみる。

　やはりいい感じに透けていた。

　顔を戻したアリアンレイは視線をレッセルに向ける。

　レッセルは顔を背けたまま敬礼の姿勢を保持していたが、どうやら彼の中では理性と本能が激しくせめぎ合っているようだった。

　そんな彼の姿を見てしまうと、どうしてもからかいたくなってくる。

　アリアンレイはことさら冷静な声で副官の名を呼んだ。

「レッセル」

「ははは、はい？」

「上官に向かって、その態度は失礼ではないかしら？」

「えええ？　で、ですが……」

「顔を背けたまま敬礼するなんて、失礼と言うより、むしろ侮ぶ辱じよく的てきな、いっそ反逆的な態度と言えませんか？」

「しっしっしかし……」

「正しい敬礼を寄よ越こさないと、軍法会議にかけることになりますよ？」

「もっもうしわけありません」

　顔を戻したレッセルは、視線をあちこちに彷徨さまよわせながら、改めて敬礼をした。

「お疲れ様でございました、アリアンレイ様」

　アリアンレイも、びしっと姿勢を正して副官に敬礼を返した。

　そうなると、半ば以上透けた青絹の長裳を通して、アリアンレイの魅力的な体の線が余すところなくレッセルの眼前に晒さらされることになる。

　優美な曲線を描いた魅惑的な体の線だけでなく、優雅な双そう丘きゆうを押さえている胸覆いや妖よう艶えんな箇所を隠している下帯も、しっかり、はっきり、くっきり晒されている。

「失礼いたしました～～っ」

　大きく一礼すると、レッセルはその場で回れ右をして脱だつ兎との如ごとく駆けだし、そのまま天幕から出ていってしまった。

　くす、とアリアンレイが笑いを漏らす。

　そんな彼女を見ていたレフレンシアはこう思った。

　ふぅん、真ま面じ目めそうなあいつでも部下をからかって遊ぶことがあるんだ。その辺りは共感できるな。

「アリアンレイ様、遊んでいる場合ではないと思いますが」

　外套を羽織ったキネーシュが咎とがめるような言葉を寄越したので、アリアンレイは急いで笑みを消す。

「べつに遊んではいませんよ。それより、キネーシュ、何か感じますか？」

「いいえ、特には」

「そう。では……」

　素早く外套を羽織ったアリアンレイは、ちらっとレフレンシアに視線を向け、直ぐに視線を戻す。

　彼女はキネーシュに顔を寄せて囁ささやいた。

「魔術で何かをするつもりではないのかしら」

「天幕とその周囲に大きな魔術を仕込んであれば、そしてそれを発動させようとすれば即座にわかります。ですが、今のところ、その兆ちよう候こうはございません」

　アリアンレイもキネーシュも、レフレンシアが何かするつもりなら、ここで、天幕の中でアリアンレイを狙ってだと思っている。思い込んでいる。

　しかし、レフレンシアの狙いは、仕掛けは、ここにはなかった。それらは城砦全体に張り巡らされているのだ。仕掛けた魔術の種は、この時点では魔力を検知できないほどささやかなものである。意識を天幕内のレフレンシアに集中させているキネーシュは、これに気づくことができなかった。

「そう。なら、いいわ。セミオノーサ」

「はい、アリアンレイ様」

　呼ばれた女性騎士は青絹の衣装のまま大剣を手にしていた。剣を振るう者としては、外套など羽織ってはいられないというところか。かといって着替える余裕もない。多くの男性兵の視線をものともせずに堂々と立っている様は、なかなか頼もしかった。

「白兎騎士団しろうさぎの五人が何かおかしな動きを見せたら、遠えん慮りよは無用です、直ぐに取り押さえなさい。多少荒っぽくなってもかまわないから。捕ほ縛ばくが無理なようなら斬り捨ててもかまいません」

「承知いたしました」

「斬り捨ててもいいってさ。乱暴だよなぁ？」

　レフレンシアが隣のアスカに囁きかける。

　わたしに同意を求めるな～～っ！

　と内心で激しく突っ込んでおいて、アスカは声を出さずに唇だけを動かした。

〈相手の言い分も、もっともだと思いますけど〉

〈わたしよりあいつの肩を持つのかい、アスカは？　この浮うわ気き者ものめ〉

〈何わけのわかんないこと言ってんですか、あんたは！〉

　二人が額ひたいをつき合わせて睨み合っているのを横目に、アリアンレイが天幕の外に向かって大きな声を出した。

「レッセル。レッセル！」

　先ほど逃げ去っていったレッセルが、恐る恐る顔を出した。

　彼は視線を逸らせたまま、

「お呼びになりましたか、アリアンレイ様」

　と訊いてきた。

「もう外套を着ましたよ」

　アリアンレイがそう応えると、彼は安あん堵どの息を吐はいて、ようやく顔を上司のほうへ向けてきた。

「何かご用でしょうか？」

「外にいる兵を呼び入れなさい。そうね、とりあえず一千くらいでいいわ。一度に全部入れたら中が大だい混こん雑ざつしてしまいそうですからね。入れたら、城砦内を点検調査させて。それと、もう一千で城壁の外周を調べさせて。残りの部隊はその場に待たい機き」

「了解しました。まず一千を城砦内に入れて、内部を点検調査させます。さらに一千で城壁外周の調査を行わせます。残りの部隊はその場に待機させます」

　命令を復唱したレッセルが、くるりと踵きびすを返した。

　アリアンレイは天幕内を移動し、野戦卓を挟んでレフレンシアの正面に立った。

　今や五人は、剣を抜き槍を構えたたルーアル・ソシエダイ兵に取り囲まれている。

　少し離れたところには弓兵が狙いをつけているし、キネーシュ以下の魔術士も魔力を漲みなぎらせたままレフレンシアを睨みつけている。

　いくらレフレンシアが強力な魔術士であろうと、この状態では何もできないわね。

　レフレンシアを見下ろしたまま、アリアンレイは冷たい声で言った。

「これからわたしたちはこの城砦を占領します。抵抗するつもりなら、どうぞ」

　レフレンシアは小さく肩をすくめた。

「抵抗はしませんよ」

「あら。先ほどは抵抗すると言っていなかった？」

「気が変わりましてね。どうやら抵抗はしないほうがよさそうだ」

　それからレフレンシアは、こっそり内心でつけ加えた。

　今はまだ、ね。

「身柄を押さえてしまったほうがよろしいのでは？」

　とキネーシュが進言してきたが、アリアンレイはその案を採らなかった。

　たしかにキネーシュの言うように、レフレンシア以下、白兎騎士団しろうさぎの五人を捕らえて拘こう束そくしてしまったほうが安全だろう。そうするべきだと理性は囁きかける。だが、アリアンレイの個人的な興味のほうが理性に勝った。

　レフレンシアが何を狙っているのか。彼女に何かできるのか。それとも、結局、何もできないのか。それを知りたいですからね。

　後にこのときのことを省かえりみると忸じく怩じたる思いを抑えられないアリアンレイだが、それでもレフレンシアさえ拘束しておけばあの事態は回避できたのに……とは思わない。

　捕らえようが拘束しようが、レフレンシアなら必ず成し遂げただろうと思う。

　それは決してアリアンレイの責任逃れではない。

　すでにあの時点で自分は負けていたのだと、そう思うしかなかった。

　それはさておき。

　その時は着々と近づいてきていた。

　ガブリエラとレフレンシアが考え、練ねり抜いた策略が炸さく裂れつするときが。
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　最初に動いたのはフェレッラだった。

　といっても何か行動を起こしたわけではない。

　彼女がしたことは、レフレンシアが城砦の上空を漂わせていた鳥とり形がたの魔力を遮しや断だんするためのささやかな魔術を送っただけだ。

　フェレッラは、予あらかじめレフレンシアから魔術遮断の方法を教わっていて、それを実行に移したのである。

　おそらく敵の意識はすべてレフレンシアに集中するだろうから、その隙すきを衝ついてフェレッラが策さく略りやくの口火を切る手筈になっていたのだ。

　魔術を遮断するだけなので、呪文を唱え、大きな魔術を起動させる必要はない。通常なら気づかれない程度の極小の魔術だったが、それでもキネーシュは感づいた。

「貴き様さま、いま何をした!?」

　キネーシュがフェレッラを指さして叫ぶと、周りにいた兵士がどっと押し寄せてきてフェレッラを取り押さえた。

「痛いたたたた。なんにもしてませんて」

　顔を顰しかめてフェレッラが首を横に振る。

「どうしましたか、キネーシュ」

「少しお待ちください」

　とアリアンレイに断ると、キネーシュは傍かたわらの部下に、

「レフレンシアから注意を逸らさないように」

　と命じてから卓を回り込んで、フェレッラの背後に立った。

「その娘こを放して」

　とキネーシュが兵士に声をかけると、兵たちはアリアンレイのほうを見た。

「キネーシュの言うとおりにして」

　兵たちがフェレッラを手放して一歩下がると、キネーシュは逆に一歩進みでて、フェレッラの傍らに立ち、魔術走査を試みる。

　聞こえるか聞こえないかという小声で呪文を唱え、魔力を瞳に宿やどしたキネーシュが、遠とお眼鏡めがね越しにフェレッラの全身に視線を走らせた。

　……微かだが魔力を使った痕跡が……いやしかし、この程度では何もできはしない。だとしたら先ほど感じたのは……何か魔術を使おうとして、勘づかれたので途中で止やめたのか？　いずれにせよ、こいつが脅きよう威いになるようなことはなさそうだ。

　キネーシュは振り返り、アリアンレイに告げた。

「どうやら、わたしの気の回しすぎだったようであります」

「そう」

　腕組みしたままレフレンシアとフェレッラとキネーシュを交互に見やっていたアリアンレイは、ゆっくりと腕組みを解といた。

　やはりレフレンシアは何かを狙っている。

　アリアンレイには、そう思われた。

　しかし、何が狙いなのかは相変わらずさっぱり読めない。

　アリアンレイは自分が馬鹿になってしまったような気がして、かなり不ふ愉ゆ快かいな気分にさせられた。

　そのとき、レッセルが天幕内に戻ってきた。

「アリアンレイ様、兵の配置換え、終わりました。城砦内に入れた部隊が、調査を始めております」

「わかったわ」

　アリアンレイは少し迷ったが、レフレンシアの顔を見ていると、何な故ぜかむかむかしてくるので、少し外の空気を吸おうと思った。

「わたしは少し外の様子を見てきます。レッセルはこの場に待機。決して白兎騎士団しろうさぎの五人から目を離さないように」

「了解しました」

　天幕から出ていこうとアリアンレイが歩きだすと。

「あ～～、アリアンレイ殿」

　レフレンシアが呼びかけてきたので、アリアンレイの足が止まる。

　首だけを巡らせて彼女が背後を見やると。

「どこへ行かれるのですか？」

「少し外の空気を吸いにね」

「止やめておいたほうがいいですよ？」

「あなたに指図される理由はないと思うのですが。それとも、まだここがあなたたちの支配下にあって、わたしは勝手に出歩いてはいけないとでも仰るつもり？」

「いえ、そうは言いませんが」

　レフレンシアは困ったような顔で頭を掻いた。

「でも、危ないから止めておいたほうがいい」

「なん……ですって？」

　アリアンレイが息を呑んだ。

　わからない。さっぱりまったくわからない。けれど、何かよくないことが起きようとしていることだけは直感的にわかった。

「レッセル、兵を戻して！」

「え？」

「早く！」

「もう遅い」

　レフレンシアが口の端を吊りあげた。

　ちょうどこのとき、魔力を切られた鳥形が地面に墜つい落らくした。
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　城砦に張り巡らされた魔術の網あみが墜落した鳥型を捕らえた。

　網を形作る魔術の糸の一本一本はとても細くて脆もろいものだ。それは単に鳥型を捕らえ感知するためだけのもの。キネーシュであっても、それを事前に探知することは叶わなかった。

　魔術の網は、鳥型を捕らえたことを報しらせる信号を発した。網に流れた微弱な魔力は、張り巡らされた網の目を伝い、地下に達する。

　これが仕掛け発動の起き爆ばく装置だった。

　次の瞬間、キネーシュの目が見開かれた。

　その場で跳びあがった彼女は、全神経を集中して周囲の様子を探る。魔力走査の効果を天幕の外まで急いで広げる。

「こっっこれはっ!?」

　いつの間まにか、城砦全体に恐るべき量の魔力が浸しん透とうしていた。

　いったい、いつ、どのようにしてこれほどの魔力を用意した!?

　キネーシュには魔術が発動した理由も発動させた方法もわかっていない。いないが、これほど膨大な魔力の量であれば、とてつもなく強大な魔術が発動するのは確実だ。

「アリアンレイ様、動かないでください。レッセル様も！」

　キネーシュの切せつ羽ぱ詰つまった声を聞いて、アリアンレイとレッセルの動きが止まった。

　キネーシュは急いで呪文を唱え、結界を築こうとする。

　しかし。

「大丈夫ですよ。この中にいる限り、それほど危なくはない……はずだ」

　レフレンシアが落ち着いた声で呼びかけてきた。

　気がつけば、天幕内は魔術結界で覆われている。

　こいつ、わたしが外の魔力に気を取られている隙に!?

「何があったのです、キネーシュ？」

　アリアンレイが鋭い目を向けてきた。

　彼女に近寄っていったキネーシュは、小さな声で応えた。

「やられました」

「どういうことです？」

「すでに城砦全体に奴の魔力が浸透しています。直ぐに強力な魔術が発動するものと思われ……」

　キネーシュが言い終わる前に、どこからか異音が聞こえてきた。

　何かが軋きしむような、あるいは擦こすれるような、不快で不吉な音。

「この音……どこから……」

　アリアンレイやキネーシュが音源を探そうと首を巡らせる。

　天幕内にいる兵たちも、不安そうな表情を隠そうともせずに、あちこちに視線を走らせていた。

「足下？」

「……地下!?」

　いきなり大地が揺れた。

「じっ、地震ですか!?」

　違う。これは……魔術だ！

　キネーシュは、大きな揺れが魔術による振動であることを察さつ知ちした。

　続いて、腹に響く重低音が何度も何度も聞こえてきた。

　さらに大きな横揺れが襲う。

　天幕内にいた兵たちがバタバタと倒れた。

　アリアンレイやキネーシュ、レッセルもその場に立っていられずに膝ひざをつく。

「キっ、キネーシュ、これはっ!?」

「奴の、レフレンシアの魔術です。おそらく密かに地下に仕掛けてあったものかと」

　アリアンレイが片膝ついた姿勢のまま顔を振り向けると。

　椅子に座ったまま前後左右に激しく揺れているレフレンシアの顔に、うっすらとした笑みが貼りついていた。

　結界を張ったから魔術の直撃は避けられるけど、思ったよりも地盤が軟なん弱じやくだった場合、地崩れに巻き込まれる虞おそれはある。さて、どうだろうな。

　レフレンシアの微かな笑みは、勝ち誇ったものというより、どちらかというと自じ嘲ちようの笑みだったが、それを見たアリアンレイは、中央の大陸や東の大陸に伝わるという彫ちよう像ぞう――たしか仏像といった――を連想してしまった。

　揺れは一向に収まらない。どころか少しずつ激しさを増しているようにすら思える。

　足下から聞こえてくる地鳴りは、まるで大地が上げる悲鳴のようだ。

　天幕の外から人の声が聞こえてきた。

　声というより、悲鳴。そして怒声。

　アリアンレイは、何が起きているのかをようやく理解した。

　レフレンシアは地下に強大な魔術をこっそりと仕掛けていたのだ。それはおそらく、この城砦を破壊するためのもの。どこか目立たないところに縦たて坑あなを掘り、その奥に仕掛けたに違いない。

　レフレンシア本人が見張られているのに、どんな方法でそれを発動させたのかまでは不明だが、かなり周しゆう到とうに用意されていたのだ。

　ということは。

　時間を稼ぐ目的はこの仕掛けを仕込むため。城砦の地面を掘り、坑のどこかに魔術を仕込む、その時間を稼ぐため。

　アリアンレイは己の迂う闊かつさに歯は嚙がみしたい気分になった。

　ル・アンヘルの街で、わたしも似たようなことをやったのに。

　アリアンレイは、この仕掛けに気づけなかった自分を責めたくなった。

　大地を揺るがすひときわ大きな地響きの直後、外から聞こえる兵たちの声が、絶叫に変わった。

　直ぐにそれらの声は、何かが崩れ落ちていく巨大で不吉な音にかき消された。

　天幕を支える支柱が倒れ、天幕がアリアンレイたちの頭上に落ちてきた。

「アリアンレイ様っっ！」

　レッセルが叫んだ。

「わたしは大丈夫」

「おい、剣で天幕を切れ！」

　レッセルが大声で兵たちに命じた。

　兵たちはもそもそと体を動かして剣を振るい、頭上に覆い被さっている天幕を切り裂こうとする。

　揺れる地面の上で兵たちが天幕を切り裂いて脱出しようと悪あく戦せん苦く闘とうしていると。

　やがて振動が止み。

　揺れは収まり。

　異音は鎮しずまり。

　天幕の外が静かになった。

　アリアンレイは近くにいた兵が切った天幕の裂け目から外に抜けだした。

　外に出て空を見上げると、頭上には灰色の雲が広がっていた。

　アリアンレイはゆっくりと立ちあがる。

　彼女は大地の無事を確かめるように足を踏ん張り、周囲を見渡す。

　城内に設えてあった他の天幕も、すべて倒れてぺしゃんこになっていた。

　建てかけの建物も、燃えて骨組みだけだった建物も、みな倒とう壊かいしている。

　地面のあちこちに大きなひび割れが走り、夥おびただしい兵がひび割れた地面の上に倒れてもがいているのが見える

　構築中の城壁は、そのほとんどが崩れ落ちていた。

　崩れ落ちているのは城壁だけではなかった。

　城内の一角、川の合流点に近い部分の地面が消えていた。

　まるで巨きよ竜りゆうが鋭い爪で抉えぐり取ったかのような無む残ざんな光景だった。

　崩れた土砂はそのまま川に滑り落ちたと思われる。

　ということは、あそこにいた兵たちもまた、土ど砂しやと一緒に……。

「ア……アリアンレイ様……」

　副官レッセルが、ようやく天幕から抜けだしてきた。

　立ちあがった彼は、蒼白な顔色で、地面が消えた方向を呆然と見つめている。

「……見事にしてやられたようね」













　そう呟いたアリアンレイの声には、どこか諦観が滲にじんでいた。

「レッセル」

　副官は、は……い、と応えてのろのろと振り返る。

　魂が抜け落ちたかのような生気のない表情だ。

「白兎騎士団しろうさぎの五人を捕縛しなさい。抵抗するなら」

　アリアンレイは、ちらっとレフレンシアがいた辺りに視線を向ける。

　何カ所か、天幕が盛りあがっているのが確認できた。レフレンシアたちは剣を持っていなかったから、まだ天幕の下にいるものと思われる。

「斬ってもかまいません。捕縛して、身動きできないように、しっかりと拘束しておくように」

「ははっ」

　副官が、天幕を抜けでた兵たちのほうに歩み寄っていく。

　アリアンレイは、自力で天幕を這いでてきたキネーシュを呼んだ。

「申し訳ありません、アリアンレイ様。わたしが不ふ甲が斐いないばかりに、このような事態になってしまい……お詫びの言葉もございません」

　キネーシュは強く唇を嚙み、無念さを隠そうともしない。

「いえ、あなたのせいではないわ。むしろ、気づけなかったわたしのせい」

　アリアンレイは気を取り直すように、それよりも、と力を込めて言った。

「レフレンシアが魔術を使えないようにできる？」

「その手の魔具は持ってきています。相手が抵抗しなければ、という条件はつきますが、可能であります」

「では、それを使って、レフレンシアの魔術を封じて」

「承知いたしました」

　頭を下げたキネーシュは、最初から魔具を使っていれば……と思ったが、直ぐに内心で首を横に振った。

　いえ、駄目ね。レフレンシア本人は魔術を使っていない。仕掛けられた魔術は、なんらかの合図で自動的に発動するようになっていた。たとえ魔具を使ったとしても、阻止できなかった。

　それに。交渉の最中に、相手にそんな魔具を強制することはできない。そんな無礼な真似はできない。

　キネーシュはもう一度、強く唇を嚙む。強く嚙みすぎて、彼女の唇に血が滲にじんだ。

　魔術士としての力量の差を思い知らされた気分だった。

「抵抗するようなら、多少手荒くなってもかまわな……いえ、多少と言わず、思い切り手荒くなってもかまいません。抵抗できなくなるまで痛めつけていいわ」

「それも承知いたしました」

「レッセル！」

「はい！」

　天幕に埋もれていた白はく兎と騎士団の五人を外に引っ張りだそうと兵に指図を送っていたレッセルが、足下に注意しながらアリアンレイの下へと駆けてきた。

「外にいる部隊を城内へ入れて。土砂と共に川に落ちた兵を助けなくてはなりません。一部は、城内で負傷した兵の救助に充あてて」

「了解いたしました」

　走り去っていくレッセルの背中を見送ると、アリアンレイは改めて城砦内の惨さん状じように目を向けた。

　中に入れた一千の兵のうち、二、三百が土砂崩れに巻き込まれたかもしれない。

　城壁の外周でも調査に当たらせていたから、外でも百や二百の兵が巻き込まれているかもしれない。

　その中の何人が生存しているだろうか。

　最悪の場合、アリアンレイは戦わずして五百近い兵を失ったことになる。

　一度に五百もの死者を出すなど、二、三千の部隊同士が正面から衝突して激げき闘とうを繰り広げたときか、そうでなければ敗走中に追つい撃げきされて部隊が壊かい滅めつするときくらいだ。

　しかし、それでも。

　アリアンレイは気を取り直す。

　こちらは鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの副団長の身み柄がらを確保したのです。これは意味のあること。とても意味のあることだわ。

　今の鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの実質的な指導者がレフレンシアであるという見方は、衆しゆう目もくの一致するところ。

　であれば、アリアンレイは鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの指導者を捕らえたのだ。

　それは他国に対して、大きな喧けん伝でん材料になる。

　積極的に喧伝してやれば、ベティス側の国には大きな打撃となるだろう。逆に自陣営の国々を勇気づけるだろう。

　それだけ価値のある手駒を手に入れたのだ。五百の犠ぎ牲せいも決して無駄ではなかった。

　アリアンレイは、そう自分に言い聞かせるのだった。




　　　　　10




　白はく兎と騎士団の五人は後ろ手に縛られ、足首には枷かせを嵌はめられ、魔術封じのための首輪まで付けられていた。この首輪は、拘束されている人物が魔術を行こう使ししようとすると、その魔力に反応して縮まっていくのだ。

　首輪が縮まり首が絞まれば、当然、呪文の詠唱ができなくなる。

　それでもなお魔術を使おうとすれば、首輪は魔術士を絞め殺してしまう。

　首輪に乗せてあるのはキネーシュが編みだした独自の魔術で、他の魔術士がこれを破ろうとするのは、時間をかけて綿めん密みつに研究解析しない限り、まず不可能。

　ということで、レフレンシアとフェレッラ、ミンツァは、魔術を封じ込まれた状態でアリアンレイの前に引きだされた。

　ご丁寧に、アスカとジュンエンにまで首輪が嵌められている。

　二人は魔術士ではないから、首輪が反応することはない。しかし、機能的にはレフレンシアやフェレッラの物と変わらない。キネーシュが呪文を唱えれば、アスカとジュンエンはたちまち絞こう殺さつされてしまう。

　倒れた天幕や燃え落ちた建物の残ざん骸がいが片付けられた空き地に床しよう几ぎを並べ、ルーアル・ソシエダイ軍の幹部が並んで腰を下ろしている。

　その中央、アリアンレイの眼前に引きだされたレフレンシア以下の五人の左右には、キネーシュ以下の魔術士が監かん視しのために控えており、五人の背後には槍やりやら弓やらを持った兵士が油断なく身構えていた。

　ここが勝負所。というか、生死の分かれ目。レフレンシアはそう思っている。

　アリアンレイが血の気が多く分別のない指揮官だったら、いきなりここで首を刎はねられてもおかしくない。そのくらいのことをレフレンシアはやったのだ。

　しかしレフレンシアは、コリントゥスやル・アンヘルでのルーアル・ソシエダイ軍の戦い方を見る限り、その指揮官は思し慮りよ深く視野が広く、先を見る目も持っていると評価していた。だから、いきなりここで殺されることはないだろうと思ってはいるが、かといって、確信しているわけでもなかった。

　アリアンレイの性格や嗜し好こうに関しては、レオノーラがもたらしてくれたもの以外には情報がないに等しい。もしかすると、ふだんは冷静でも、いきなりキレる性格かもしれない。

　最悪のときは、自分が犠牲になることでアスカやフェレッラ、ジュンエン、ミンツァの四人は救おうとレフレンシアは思っていた。

　さて、黙だまって処分を言い渡されるだけなのも癪しやくなので、少し探りを入れてみるかな。

「アリアンレイ殿」

「なんですか、レフレンシア」

　地面の上に両膝をつかされたレフレンシアの呼びかけに対し、アリアンレイは呼び捨てで応えた。二人の今の立場を如によ実じつに表しているやり取りだ。

「わたしたち、まだ青絹の衣装のままなんだけど？　何か上に羽織らせてもらえないだろうか？」

「却下」

「うわ、酷ひどいな」

　レフレンシアが大げさに仰け反った。

「青絹の衣装を着ていられるだけマシだと思ってもらいたいわね」

「鬼だな、あんた」

「なんだったら、青絹の衣装を剝ぎ取ってもいいのだけど？」

「鬼以上だな、あんた」

「裸に剝いたあなたたちを檻に入れて近隣の街の大通りを行進したら胸がすっとしそう……という誘惑に、わたしは負けそうになっているわ。それとも裸で戸板に括くくりつけ、その戸板を掲かかげて練り歩くのがいいかしら。いずれにせよ街の住民は拍はく手しゆ喝かつ采さいを送ってくれると思うわね」

「守護天カサンディーラでも、そんな酷いことは言わないと思うんだけど」

　カサンディーラとは、残ざん虐ぎやくで無む慈じ悲ひな復讐をすることで知られている守護天で、彼女の加護を得られれば、必ず復讐が成じよう就じゆすると言われている。

「安心して。下帯までは取らないであげるから」

「少しも安心できないだろ！」

　アリアンレイの目が細められた。

「あなただけは全裸にしてもいいかもね、副団長様」

「団員差別は止やめてくれないかな」

「まぁ、半分冗談はそのくらいにしておいて」

「半分なのか！」

　隣のアスカは、少し呆れた顔でちらっと視線をレフレンシアに走らせた。

　まったく。絶体絶命の危機だってのに、こいつはいつもと変わっていないように見えるな。まぁ、あんたが自爆しようが突撃しようが、べつにそれはかまわないんだけど、あたしらを巻き込んどいて反省はなしかよ。

　反省の素振りをまったく見せないレフレンシアを心中で非難しつつ、アスカは過去を顧かえりみて反省を始めた。

　あ～～、どこでどう間違ったんだろ。いつ道を踏み外したんだろ。何がいけなかったんだろ。誰が悪いんだろ。

　今さら悔くいても反省しても無意味なのはアスカにもわかっているが、そうでもしないとやり切れない。

　一方、フェレッラとジュンエン、ミンツァはすでに覚悟を決めたのか、あるいは開き直ったか、眦まなじりを決して眼前のアリアンレイを睨んでいる。

「何か言うことはあるかしら、レフレンシア？」

「そうだな……いや、特にないな」

「そう。言い訳はしないのね」

「言い訳しなければならないようなことはしていないつもりなんだけど」

「なんだと、貴様！」

　レフレンシアの返答に激昂したレッセルが、いきなり立ちあがって彼女の腹に蹴りを入れた。

　革製の軍ぐん靴かが腹にめり込み、低く呻うめいてレフレンシアが突っ伏す。

「貴様のせいで我が軍の兵がどれだけ犠牲になったと思っている！」

　レフレンシアの頭を踏みつけようと右足を上げるレッセルを、アリアンレイが制した。

「お止やめなさい、レッセル」

「しかし、アリアンレイ様！」

「私し憤ふんは見苦しいわ。それは一軍の指揮官を支える者として相応ふさわしくない態度です」

「も……申し訳ありません」

「こ奴に処しよ罰ばつが必要なときは、それなりの手続きを踏んで正式に、正当に決める必要があります」

　というアリアンレイの言葉を地面に額ぬかずいたまま聞いたレフレンシアは、内心で小さく舌を出す。

　彼女の読みどおり、予想どおり、アリアンレイはものの道理のわかる、正邪の判断ができる、沈着冷静な指揮官だった。

　どうやらここで殺される虞はなくなった……かな。ま、あとはガブリエラ団長に期待しよう。

「こ奴らは、捕ほ虜りよとして本国へ移送した後、バロス三世王様の処しよ断だんを仰ぎます。移送のための馬車の準備をさせて、レッセル」




　　　　　11




　夜のうちに城砦を脱出したガブリエラたちは、見張り役だけを残し、少人数に分かれ、一路、マナティウスを目指して落ち延びていった。包囲網もうはさほど密ではなかったので、途中でルーアル・ソシエダイ軍に捕縛される虞は低かった。

　昨夜から今朝にかけて、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの団員と、同道していたベティス軍兵士が続々とマナティウスに帰り着いているところだが、味方の兵が敵に見つかり捕まったという報告は、白はく兎と騎士団に限れば、まだ上がってきていない。

「どうやら、みな無事に逃げ延びてくれたようですね」

　報告を受けたガブリエラが愁しゆう眉びを開く。

　マナティウス駐ちゆう留りゆうのベティス軍が用意してくれた王宮の部屋に腰を落ち着けたガブリエラは、クシューシカやアルゴラ、ヨーコ、レオノーラなどの幹かん部ぶたちと話をしているところだった。

「そうですね。まぁレフレンシア様を除けば、という話ですが」

　クシューシカがそう応えると、たちまちガブリエラの顔が曇った。

　アルゴラやヨーコも、あまり冴さえない表情をしている。

　作戦が上手くいこうが上手くいくまいが、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎがせっかく奪うばった城砦を手放して逃げ帰ったという事実に変わりはない。ルーアル・ソシエダイ軍は、そのことを声こわ高だかに言い立てるだろう。

　しかし、もしも仕掛けが成功していれば敵にも大きな打撃を与えられたはずで、ただ逃げたのではないことをガブリエラたちも主張できる。

　そうはいっても、白はく兎と騎士団側は副団長であるレフレンシアを失ったかもしれないのだから、幹部の顔色が一様に冴えないのも無理からぬことだった。

「仕込んだ魔術が上手く発動して予定どおりの効果を発揮すれば、敵に打撃を与えてもレフレンシア様は敵の手に落ちる。魔術の威力が想定以上に大きくなれば、レフレンシア様も地崩れに巻き込まれて命を失っているかもしれん」

　とアルゴラが言うと、ヨーコが続いた。

「そして、もし魔術がうまく発動しなければ、レフレンシア様はただ敵に捕まっただけということになります。まさに骨折り損の草臥くたびれ儲もうけ……ですね」

「その場合は～～、レフレンシア様、ただの愚おろか者扱いされちゃいますね～～」

　そう言うレオノーラも、珍しく浮かぬ顔だ。

　たしかに、相手がとうてい呑めないような無茶な条件で交渉に臨み、その結果、為す術すべもなく城砦を奪とり返され、さらに本人も捕まったとなれば、なんて間抜けな、という評判が立ってもおかしくはなかった。

　そんな事態だけは避けなくては……とガブリエラは強く唇を嚙む。

　とはいっても、今さら彼女には、結果がどうなったかの報告を待つ以外にできることなど何もなかった。

「見張りとして残っていたジアンが、そろそろ戻ってきてもいい頃だ。彼女が戻れば、結果がわかるだろう」

　こくり、とガブリエラが頷く。

　そのクシューシカの言葉を待っていたかのように、伝令が部屋に走り込んできた。

「ジアンたちが戻りました」

「直ぐにここへ通してください」
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　見張りの要員を指揮していたジアンがやって来た。

　白銀の軽けい装そう鎧よろいも、その下の純白の長裳も、泥や埃ほこりで汚れていて見る影もない。

　無む尽じん蔵ぞうの体力を誇ほこるジアン本人も、さすがに少し疲れている様子だった。

「お疲れ様、ジアン」

「団長こそ、お疲れ様」

「寝ていないところを悪いのだけれど、早速、報告をお願いするわね」

　大丈夫だから、と手を挙げてから、ジアンは用意された椅子に腰を下ろし、団長以下居並ぶ幹部に向かって報告を始め、そして一気に話し終えた。

「…………ってことで、作戦は見事に成功しましたよ。あぁ、でも、レフレンシア様が捕まっちゃったんだとしたら、成功なんて言っちゃいけないのかな」

　とジアンは頭を掻く。

「そうだな。成功というより、予定どおりと言うべきかな」

　とクシューシカが重々しく頷いた。

「それにしてもあの地崩れは凄かったな。こう、敵の兵士を呑み込むように崩れていく地面を見てると、こっちまで身震いが止まりませんでしたよ。凄まじいですよね、レフレンシア様の魔術。でも、あれだけの魔術が使えるのなら、大軍相手の戦にだって勝てそうな気がするんですけど」

「それは無理ね～～」

　というレオノーラの緩ゆるい声が返ってきた。

「無理なんですか？」

「だってあれは～～、場所が決まっている上に、充分な時間が取れたからこそ仕込めたわけでぇ。戦いくさ場ばなんかで仕込んでる余裕があると思う～～？」

「そう言われると……そうですね」

「それより、ジアン」

　ガブリエラが身を乗りだした。

「はい、団長？」

「レフレンシア様は捕まったと見ていいのね？」

「さすがに城砦に近づくのは無理だったのでアフレアの遠とお視みの魔術に頼ったんだけど、たぶん捕まってる……捕まってます。その後、兵に護まもられた大型の馬車が城砦から出ていったから、たぶんレフレンシア様は、あれに乗っていたのじゃないかな」

「どこに向かったのか……はわかりませんね」

「今のところはね。でも、セリノスとデイレィとハイミオがあとを追いかけてるから、そのうち行き先は判明すると思う……思いますよ。ふつうに考えればルーアル・ソシエダイ本国へ向かったんじゃないかな……ないでしょうか」

「そうね。そう考えて間違いはないとわたしも思います。でも、確度の高い情報がほしいから……」

「ハイミオは少し不安だけど」

　と首を傾げるジアンだが、直ぐに言葉を足した。

「セリノスとデイレィがいれば問題ないと思う……いますよ」

「ありがとう。助かるわ」

「いや、団長に礼を言われるようなことじゃない……ですけど」

「団長」

「はい、クシューシカ筆頭」

「この後、我々の採とる行動だが、事前の打ち合わせどおりでいいのかな？」

　他の幹部の目がガブリエラに集中した。

　レフレンシアがいなくなった以上、これからはガブリエラが独りで白はく兎と騎士団を率いていかなくてはならないのだ。

　戦術面でなら頼もしい存在のクシューシカやアルゴラだが、戦略面では大した助言はできそうにない。

「そうですね。いえ……」

　ガブリエラは少し迷う素振りを見せたが、直ぐに顔を上げ、幹部の顔を見渡した。

「グレン・ダ共同都市のこともあります。シギルノジチ経きよう国こくの部隊がクセルクス盆地に向かって動きだす可能性が出てきましたから、大平原に少数を残し、本隊はいったん本城へ引き揚あげたほうがいいかもしれません」

「引き揚げてしまうのか？」

　とアルゴラが鋭い目を向けてきた。

「それでは、大平原の中部までを奴らに制圧されてしまいかねないのでは？」

「一時的に大平原をルーアル・ソシエダイに制圧されるのもやむなしだと思います」

「相変わらず団長は思い切りがいいな。だが引き揚げようとすれば、きっとベティスが文句を言ってくるぞ」

「仕方がありません。本城をシギルノジチに衝かれる虞があると言えば、ベティス側もそれ以上強くは出られないかと」

「相変わらず団長は腹黒いな」

「黒くはありません。全然黒くはありませんよ？」

　とガブリエラは必死に抗こう議ぎする。

「しかし、大平原を押さえられてしまえば、我々もベティスも身動きが取れなくなるのではないですか？」

　と、今度はヨーコが訊いてきた。

「あくまで一時的には、ですから。あとでちゃんと奪とり返せばいいのです」

　自信満々、ガブリエラはそう応えたが。

　アルゴラはあくまで疑わしそうだった。

「どうやって奪とり返すのだ、団長？」

　たちまちガブリエラの表情が翳かげった。

「それは、まだちょっと……」

「つまり、この先も出たとこ勝負ってことか」

「ええ……まぁ……そうも言います」

「そうとしか言わないだろ」

「いえ、それよりもですね」

　あ、誤魔化した。

　ジアンが内心で苦笑する。

　たしかに今までだって出たとこ勝負だったんだし、それでも切り抜けてきたんだし。ガブリエラを、団長を信じてついていくしかないよな。

　というジアンの思いは、居並ぶ幹部にも共通の思いだったのかもしれない。

「なんだろう、団長？」

　クシューシカが代表して訊いた。

「本隊は引き揚げるとしても、大平原に残る部隊には重大な任務をこなしてもらわなくてはなりません」

　アルゴラが不敵な笑みを浮かべた。

「わかっているとも。副団長を奪とり返すために、せっせと敵を襲うさ」

　ガブリエラは、アルゴラ、ヨーコ、レオノーラ、そしてジアンの顔を順番に見やり、大きく頭を下げた。

「どうかよろしくお願いします。とても危険な任務になりますけど、レフレンシア様を解放できるかどうかは、皆さんの働き次第なのです」

　ジアンが左腕で軽く右腕を叩いた。

「自分、そういうのは得意だからさ、任せておいてよ」

　すると、ヨーコも低く抑えた声で続いた。

「精一杯のことをやらせてもらう」

「あたしも頑張りますよ～～。やっぱレフレンシア様がいないと寂しいですしね～～」

「では、改めてもう一度、今後のことを詳細に検討していきましょう」
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　こうして鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの副団長、レフレンシア・レブローニュ・スキピアノスはルーアル・ソシエダイ軍の捕虜となった。捕虜となって、ルーアル・ソシエダイ王国の首都へと移送されていった。

　その衝撃的な報せは、瞬く間まに大平原を、否いな、アグァローネ地方を駆け巡った。それだけの有名人だったのだ、レフレンシアは。

　同時に、レフレンシアがたった五人でルーアル・ソシエダイ軍の五百を消滅させたという話も広まった。

　ある者は、さすがに盆地の魔女、転んでもただでは起きないと言い。

　またある者は、たった五人で百倍の敵を屠ほふった鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの強さを讃たたえ。

　別の者は、騎士団の指導者が捕まったのだから、これで戦の帰き趨すうが見えたと言い。

　また別の者は、さすがの鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの奮ふん戦せんもここまでかと嘆なげいた。

　かと思えば、この程度で音を上げる鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎではないと言う者もいた。

　さらに別の者はこう言った。

　鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎには羊の皮を被った魔界の大魔王がいるじゃないか。この窮きゆう地ちも、彼女がきっとなんとかしてくれるさ。

　そんな世間の評判や評価はともかく。

　この出来事は、ルーアル・ソシエダイ王国とシギルノジチ経国対ベティス大公国と鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの戦争における大きな分ぶん岐き点てんとなった。

　もっとも、それはあとで振り返ればこそわかる話で、ここが分岐点であり、その先に待ち受けているものがなんなのかを、この時点で朧おぼろ気げにでも理解しているのは、漠ばく然ぜんとでも予感しているのは、敵味方を通じてもただ一人、ガブリエラだけだったろう。
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　グレン・ダ共同都市を構成する都市国家の中の一つがムメルノーシュで、規模的にも軍事力的にも取るに足らない小国だ。

　グレン・ダ共同都市に属する他の都市国家も、概おおむねこんな水すい準じゆんだった。逆に言えば、小国だからこそ寄り集まって手を携たずさえ、都市連合として周りの勢力に対抗していこうとしてきたわけだ。

　その努力が功こうを奏そうしたのか、これまで独どく立りつ独どつ歩ぽでやってこられたグレン・ダ共同都市だが、ベティス、白はく兎と連合とルーアル・ソシエダイ、シギルノジチ連合の衝突が激しくなるにつれて、中立を保つのが難しくなってきた。

　共同都市は位置的にシギルノジチ経きよう国こくと白兎騎士団しろうさぎが治めるクセルクス盆ぼん地ちのあいだにある。シギルノジチとしては、クセルクス盆地に侵しん攻こうする際にどうしても取り込んでおきたい勢力だ。そこで、表から裏からグレン・ダ共同都市に対して交こう渉しようを持ちかけ、硬こう軟なん織り交ぜて揺さぶりをかけた。

　しかし、グレン・ダ共同都市は、なかなか靡なびこうとしない。

　業ごうを煮にやしたシギルノジチは最後の手段を使った。暗あん殺さつ部隊黒猫アトラダ・フエレス投入である。

　そして共同都市の統とう治ち官かんが三人ばかり急死した。

　三人の死因は不明。不明だが、時が時だけに、シギルノジチが送り込んだ黒くろ猫ねこに暗こ殺ろされたのではないか？　という専もつぱらの噂うわさだった。

　グレン・ダの指導部は混乱し、恐怖した。

　それを見み透すかしたかのように、シギルノジチ経国から友ゆう好こう条じよう約やく締てい結けつの誘いが来た。

　これ以上の独立独歩は無理。

　指導部はそう判断し、シギルノジチの申し出を受けることにした。

　友好条約が締結されると、シギルノジチは早速、友好使し節せつ団（という名の駐ちゆう留りゆう軍ぐん）を送り込んできた。

　実質がどうであれ、名目上は友好使節団である以上、グレン・ダにはこれを拒むことはできない。

　友好使節団（という名の実戦部隊）二百がグレン・ダ共同都市を構成する都市国家、ムメルノーシュに入ったのはつい先日のことだ。

　予あらかじめそれを察知した鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの特とく務む分隊員が本ほん城じように駆け戻り、マクトゥシュとアナに注ちゆう進しんに及んだのはすでに見てきたとおり。

　その報告を受けて、四番隊隊長のフェーレンがグレン・ダ共同都市まで出で張ばってくることになったのも既き述じゆつのとおりである。
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　フェーレン・カッシーノはムメルノーシュの居酒屋にいた。

　彼女がムメルノーシュに来て、すでに三日が経たっている。

　その間かんに、彼女は目的の人物に対する手配を済ませていた。

　目的の人物は、今日、ここに来るはずだった。

　もちろん来ない可能性もあるが、相手の性格やら考え方やらを思えば、来る可能性は八割以上とフェーレンは踏んでいる。

　この居酒屋、ムメルノーシュでは珍めずらしく深夜まで開いている店だった。そのためか、客層は種しゆ々しゆ雑ざつ多たで、指導部の役人や軍の指揮官から日ひ雇やとい仕事でその日の糊こ口こうを凌しのぐような者たちまで入り交じっている。

　店の中は薄暗く、正面の演えん壇だん上じようでは、いかがわしい出で立ちの踊り子が体をくねらせたりしているが、かといって店内の客が男ばかりというわけでもなかった。女性の軍人同士だと思われる――軍服姿だからわかる――集団もいる。ただし、客の中にいる艶あでやかな衣装を着た女性の多くは、明らかに獲え物ものを物色に来た娼しよう婦ふだった。

　フェーレンは、そんな居酒屋の最さい奥おうの席に座って一人で酒を飲んでいた。

　薄暗い店内の奥で飲んでいるフェーレンに気づいた娼婦が何人か声をかけてきたが、その都つ度ど、フェーレンは鬱うつ陶とうしそうに追い払った。フェーレンの恰かつ好こうが筒つつ袴ばかまに革の上着という男っぽい物だったから、彼女たちはフェーレンが、今晩の相手を探しに来た男だと思ったわけだ。ところが声を聞いてみれば女性である。

　娼婦たちは、

「紛まぎらわしい恰好してんなよ」

　と捨て台詞ぜりふを残して去っていった。

　フェーレンが女であることがたむろしている娼婦たちのあいだで話題になったのか、しばらくは誰も寄ってこなかった。

　フェーレンは静かに酒を飲み続けた。

　そうして一いつ刻こくほど経った頃。

　彼女が待っていた相手が店に現れた。
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　浅黒い肌を持つ背の高いそいつは、入り口で店内を見渡し、最奥にいるフェーレンに目を留とめた。

　薄暗く広い店内。しかもフェーレンは男っぽい恰好をしている。なのに一発で彼女を見つけるのだから、そいつの眼がん力りきは大したものだ。

　そいつは店員の案内を断り、フェーレンが座っている席まで足早に歩いてきた。

「ここ、いいかな？」

　声をかけてきた人物をフェーレンが上うわ目め遣づかいに見る。

「どうぞ」

「久しぶりだな、フェルン」

　そう言いながら、相手がフェーレンの正面に腰を下ろす。

「その愛あい称しようで呼ばれるのは久しぶりだね。元気にしてたかい、ヴィラ」

「ああ、わたしも二番名で呼ばれるのは久しぶりだな」

　少しだけ懐なつかしそうな表情を浮かべたヴィネダ・ヴィラ・ヴィスコーニュだが、直すぐにその表情を消し、射い貫ぬくような鋭い視線をフェーレンに注いだ。

「で、いったいなんの用だ？　わざわざムメルノーシュの役人に文ふみを託してまでわたしを呼びだすとは」

　その問いに応こたえず、フェーレンは右手を挙げた。

「お～～い、お姉さぁん」

　かくっ、とヴィネダの右肩が下がった。

「は～～い」

　フェーレンに呼ばれた女じよ給きゆうが、短い裳も裾すそを翻ひるがえしてぱたぱたと駆け寄ってきた。

「なんにする？」

　フェーレンが品書きを差しだすと、ヴィネダは少し白しらけた顔になって、

「とりあえず黒くろ麦ばく酒しゆでも貰もらおうか」

　と品書きも見ずに言った。

「んじゃ、黒麦酒と、あたしは……」

　フェーレンのほうは品書きに目を走らせ、そして。

「白しろ麦ばく酒しゆでいいや。あと、つまみを、これとこれとこれ、持ってきてくれる？」

「承知いたしました～～」

　注文を取り終えた女給が足早に戻っていって、席には二人だけになった。

「白麦酒だと？　軟なん弱じやく者ものめ」

　ヴィネダは相手を咎とがめるような視線をフェーレンに向ける。

　たしかに白麦酒は黒麦酒よりも酒しゆ精せい分ぶんが低くて飲み口も爽さわやかだ。

「いやほら、あたし白兎騎士団しろうさぎだし、やっぱ麦酒は白かなぁって」

　フェーレンが声を落としてそう応えると。

「で。その白兎騎士団しろうさぎの番隊長様がなんの用だ、フェルン？」

「あたしが番隊長なのを知ってるんだ？」

「それなりに情報は集めているさ。おまえのほうこそ、どうしてわたしがここにいるのを知った？」

「いやだなぁ。鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの情報網を知らないあんたじゃないでしょうに」

　ふん、とヴィネダが鼻を鳴らす。

「べつに隠しているわけではないから、遅かれ早かれ、知られるだろうとは思っていた。それでも、役人経由でおまえから呼びだしが来たのには少し驚かされたがな」

「まぁ、あたしはこういうのが専門だったからね。ムメルノーシュの役人にも知り合いがいるの。ああいう手合いは、ちょっと鼻はな薬ぐすりを嗅かがせてやると、いろいろ利り便べんを図はかってくれるものだからさ」

　ヴィネダの目つきが険けわしさを増した。

「だから。小役人に鼻薬を使ってまで、わたしになんの用だと訊きいている」

「いや、用っていうか、あんたがここに来てるらしいって噂を聞いたからさ、ちょっと確かめにね」

　ヴィネダは、相手を小馬鹿にしたようにせせら笑った。

「よく言う。わたしがいると確信していたからこそ、役人を使って託ことづけを届けさせたのだろう？」

「いやいや、確信はしてないって。してたら、逆に鼻薬なんか使わないさ。庁舎に忍び込んで、あんたに直接会いに行けばいい」

「ああ、そうだったな。その程度のこと、おまえには朝飯前だったな」

「お待ちどおさまです～～」

　女給が注文された品を持って席にやってきたので、二人の会話はそこで中断する。

　酒杯と小皿を卓上に並べた女給は、直ぐに退さがっていった。

「じゃあ、乾かん杯ぱいでもしようか」

　と言ってフェーレンが酒杯に手を伸ばす。

「乾杯？　何に？」

「鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの輝かしい未来に」

「するかっっ！」

　ヴィネダが吐き捨てた。

「ま、それもそうだね。じゃあ、互いの健康に」

「はっ、それこそどういう冗談だ」

「冗談って？」

「おまえ、わたしを暗こ殺ろしに来たのじゃないのか？」

「あたしが、あんたを？　それこそどういう冗談よ。あたしの腕であんたを殺せるはずないでしょうに」

「どうだかな。白兎騎士団しろうさぎ時代には、おまえの本気を見たことがなかったからな。一度、見てみたいと思っていたぞ」

　不意にヴィネダが闘とう氣きを高めた。

　高めたというより、膨れあがったといったほうが相応ふさわしい大きな闘氣に、店内にいた何人かの客が反応した。おそらく軍人や賞金稼かせぎといった手合いだろう。ある程度の腕があれば反応せざるを得ない、それほどヴィネダの闘氣は凄まじいものだった。

　ところが。

「ちょっとちょっと～～、ここは楽しくお酒を飲むところだよ？　喧けん嘩かしたいなら外でやってくれないかな」

　ヴィネダが毒気を抜かれた顔になり、みるみる闘氣が萎しぼんでいった。

「いや……わたしが喧嘩をするのだとしたら、相手はおまえなんだがな」

「は～～？　わけわかんないこと言ってないで、早く酒しゆ杯はいを持ってよ。いつまでもこの恰好だと、腕が疲れちゃうでしょうが」

　フェーレンが酒杯を掲かかげ持った右手を宙ちゆうで左右に動かして催さい促そくすると、ヴィネダは、ちっ、と舌打ちして忌いま々いましそうに酒杯に手を伸ばす。

「相変わらず手応えのない奴だ」













「ははは、糠ぬかに釘くぎってヤツ？　っても、あたし、糠ってどんな物なのか、よく知らないんだけど」

「いいから、さっさと乾杯しろ」

「なんにする？」

　ヴィネダは面倒くさそうに、手にした酒杯をフェーレンの酒杯にぶつけてきた。

「乾杯に乾杯！」

「乾杯に乾杯って、意味わかんないんだけど」

　ぶつぶつ言いながら、フェーレンは酒杯に口をつけ、白麦酒を飲み干した。

　ヴィネダも、一気に酒杯を空にする。

「とりあえず、お代わりだね」

　フェーレンがお代わりを頼むと、二人はしばらく麦酒を飲み、つまみを食し、昔話に花を咲かせた。




　　　　　４




　そうして半刻ほどが経っただろうか。

　ヴィネダが酒杯を静かに卓上に置いた。

「おまえがどういうつもりなのかは知らないが、昔の知り合いに会って昔話ができて、意外と楽しかったよ」

　持ってきた布製の手て提さげ袋から銀貨を出そうとしたヴィネダをフェーレンが遮さえぎった。

「あ～～、ここはあたしの奢おごりでいいって」

「そうか？　白兎騎士団しろうさぎの人間に借りを作るのも癪しやくだが……まぁいいか」

　ヴィネダは取りだしかけた銀貨を戻しつつ、顔をフェーレンに向ける。

「そうそう、わたしがここにいることはレフレンシアに言ってもかまわないぞ。どうせそのうち挨あい拶さつに行くことになる。シギルノジチ軍を率いてな」

　そう言うと、ヴィネダは、くっくっくっ、と愉ゆ快かいそうに笑った。

　それまでも小声で話をしていたフェーレンが、さらに声を落とす。

「あぁ、そのレフレンシア様なんだけどね」

「なんだ？　レフレンシアがどうかしたか？」

「それがさ、今朝方、本城から急きゆう使しが走ってきて、レフレンシア様がルーアル・ソシエダイ軍に捕まったらしいって報しらせてきたんだ」

「な、なんだと!?」

　腰を浮かせかけていたヴィネダが、もう一度、椅い子すに座り直す。

「本当か!?」

「こんな噓うそ吐ついてどうすんのさ」

　むぅぅ、とヴィネダが低く唸うなった。

「まぁ情報自体が偽ガ物セだっていう可能性もないわけじゃないけど、いずれ真しん偽ぎはわかるでしょ。あんたんとこの同どう盟めい国こくなんだから、ルーアル・ソシエダイは」

「ちっ、あのへたれ女め、肝かん心じんなときに」

「だからあんたがシギルノジチの軍勢を率いて挨拶に来ても、レフレンシア様は留守だからね。無駄足踏ませちゃ悪いから、いちおう教えといてあげる」

　ヴィネダは険しい顔で腕組みをしたまま、じっと何かを考えていたが。

「まさかおまえ、わざわざそれを教えに来たのか？」

「まさか。その情報が届いたのは、あたしがここに来てからだよ」

「そうか。ま、いいだろう。情報の真偽は確かめてみるが、いちおう礼は言っておく」

　すまんな、と言ってヴィネダは立ちあがった。

「レフレンシアがいないのなら、わたしのことは、マクトゥシュかクシューシカにでも伝えておけばいい」

　フェーレンは静かに首を横に振った。

「いや、あんたがここにいることは黙っておくよ」

「ほう？　それこそ、どういうつもりだ」

「あんたがここにいようがいまいが、シギルノジチがグレン・ダまで進出してきたのは変わりがないってことさ」

　ヴィネダは、ふん、と鼻を鳴らした。

「そちらに関しては礼は言わんぞ」

「べつにいいよ」

「いつまでここにいるつもりだ？」

「さて……とりあえず本城へ報告に戻らないといけないから、明あ日すには発たつかな」

「では、次に会うとしたら戦場でだな」

「ん～～、あんたとは、もう会わないことを願ってるよ」

　ひらひらと手を振るフェーレンに一いち瞥べつをくれると、ヴィネダはそのまま真っ直ぐ店を出ていった。

　フェーレンは、遠ざかっていくヴィネダに向かって手を振り続けた。




　　　　　５




　ヴィネダの背中が見えなくなると、フェーレンは手を動かすのを止め、小さくため息を吐つく。

「さぁて、とりあえず種は蒔まいたっと」

　彼女は酒杯に残っていた白麦酒を飲み干し、ゆっくりと立ちあがった。

「あとはヴィネダがどう動いてくれるのか……だな。あいつの性格を考えると……いや、どうだろうな」





ガブリエラ戦記Ⅲ　完










　あとがき




　舞まい阪さか洸こうです、毎度ど～も。あるいは初めまして。




　夏ですね。

　本州は猛もう暑しよに襲われてるようですが、札さつ幌ぽろはあまり暑くないです。というか、ＴＶの気象情報を見てると「最高気温が二八、二九度になりそうなので熱中症に注意を」って言ってるよ？　どんだけ暑さに弱いの、北ほつ海かい道どう人!?　関東で鍛えられた舞阪にとって、札幌の夏は天国です。何しろこの夏、舞阪はエアコンどころか、未いまだに扇せん風ぷう機きさえ回してないですからね。節電に気を遣つかう必要すらありません。

　ただ、今年は各地の梅つ雨ゆ明けが例年よりずっと早かったせいで、逆に今、梅ばい雨う前線が津つ軽がる海かい峡きよう辺りに張り付いてて、札幌が梅雨みたいな状態になってます。気温が低いのはいいんですが、湿度が高いので蒸し暑さは感じます。

　東北地方もときならぬ猛暑に襲われてて、未だに避難所暮らしの方たちは大変そう。早く仮設住宅ができるように願ってます。舞阪は、ボランティアに行く時間的な余裕も体力もないので、コンビニの募金箱に小銭を入れてくるくらいしかできないんですが。

　さて、この巻は「あとがき」が二ページしかないので、無む駄だ話をしてる余裕はありません。このあとの予定とか、ざっと駆け足で。

　まずは「ガブリエラ戦記」ですが、物語もいよいよ佳か境きように入ってきました。「鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎⅠ」のプロローグに至る道筋も、朧おぼろ気げながら見えてきた感じ……ですかね？　なので、あまり間かん隔かくを空けたくないのですが……他のシリーズとの兼ね合いもあるので、Ⅳ巻は年明けかなぁ。

　年明けにはもう一冊、ガガガ文庫さんから何か新作が出る……やもしれません。出るとしたら、かな～りぶっ飛んだモノになる予定。ふふふ。

　その前、今年の秋には「乱らん☆恋こい４」（予定どおりなら十月）と「真サムライガード３」（予定どおりなら十一月）が出ている……はずです。

　まぁ、そんなこんなの今年の後半戦。書かなきゃいけない原稿はたくさん控えているので、頑張って書いていきます。首の後ろと右手首が壊れない範囲で。

　あと、ラノベ札幌組の作家さんたち――かなりの人数になってきました――とたまに集まっては悪わる巧だくみを計画中。年内に何か一つ形になるといいなぁ。

　では、次は「乱☆恋４」でお会いしましょう……できるといいなぁ。





二〇一一年七月吉日　　舞阪＠エアコン無しで夏を乗り切るぞ 洸
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札幌に移住して八ヵ月。

札幌暮らしにも慣れました。道外から札幌に遊びに来た同業者さんを大きな顔して市内観光に案内するくらいには札幌人になりましたね。俺を札幌の観光大使に任命すればいいと思うよ（笑）。
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